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			登場人物
		


		これはシーズン３全体の登場人物紹介なので、全ての話にここに出てくる人物が登場するとは限りません。

		
			オックス・モルダア・ムスタファ
		

		　FBl（エフビーエル）特別捜査官。天才的推理と「少女的第六感」で数々の難事件を解決・・・するのか？

　シーズン１から数えると、もう何年もエフ・ビー・エルに勤務しているのだがいまだにバイトである。途中までは正式な捜査官になることを望んでいたのだが、シーズン２の後半当たりから色々と謎めいて陰謀めいた事件が多くなってきたので、それどころではないという感じで、自分がバイト捜査官だということは半分忘れかけている。

　彼がペケファイル課で謎の事件を追うのは、失踪した兄を捜すためでもあったのだが、なぜかその兄の存在すら怪しいものに…？

　余談だが、いろんなところにエロ本を隠し持っている。

		
			ダナア・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　モルダアのパートナー。死体を切り刻むのが大好きな検死官。（無免許）

　常に冷静であり完璧でエレガントであると思っている。たまにはそのとおりになることもあるが、それが高じてうぬぼれにつながることも。またいろいろなことにコンプレックスを抱いているような一面を見せることもある。

　ペケファイル課で勤務を続けているうちに「あり得ない現象」を沢山目撃してきたのだが、そんなものは全てまやかしに違いないと思っている。ただし、仕事から離れるとそういうことはすっかり忘れるので、その辺は特に気にしていないのかも知れない。

		
			アンタモ・スキヤナー
		

		　FBl副長官。モルダアたちに上から指示を出す人。シーズン１では一番偉い人だったが、シーズン２になるとエフ・ビー・エルにはその他の偉い人が出てくるようになり、彼は板挟みの中間管理職みたいな立場になってしまう。さらにシーズン３になると「偉い人」はさらに偉くなり、スキヤナーはさらにエフ・ビー・エルでの立場がなくなってきそうだ。

　部下でもありシリーズの最初から仲間でもあるモオルダアとスケアリーのことは常に第一に考えることにしているのだが、エフ・ビー・エルでの微妙な立場のためにそうならないこともある。

　中年だが体を鍛えているのでいつまでも若々しくそして男性的である。男性的なので頭は禿げ上がっている。

		
			ミスター・ペケ
		

		　隠居した怒百目鬼（ドドメキ） 鐵円（テツマル）に変わってモオルダアやスケアリーにいろいろ裏情報を教えてくれる謎の人物。ドドメキとは違い常に威圧的な態度でモオルダア達に接する。

　シーズン２ではモオルダアが手に入れた証拠の品をモオルダアから奪うなど、彼が味方なのか敵なのかハッキリしたことは解らない。しかし、話の進行が停滞したら彼は必ず現れて面白いことを教えてくれるに違いない。

		
			ドリンキング・ウィスキーマン（通称「ウィスキー男」）
		

		　常にウィスキーをラッパ飲み。闇の組織の一員。裏で糸を引く男。色々たくらむ男。彼の本当の名前は誰にも解らない。

　その闇の組織は世界的な陰謀に関わっている。もしかすると世界を動かしているのは彼らなのかも知れない。とにかく彼らは目的のためには全てを闇に葬り去ることが出来る。そのために人を殺したとしても、彼らが罪に問われることがないことは明らかである。

　そんな組織の中でもウィスキー男はかなりの権力を握っている。ただし、ウィスキーがなくなると弱くなるというウワサもある。

		
			ラヴィング・マシュマロマン（通称「マシュマロ男」）
		

		　ウィスキー男とは密接な関わりのある謎の男。おそらく彼が本格的に登場するようになる前もウィスキー男の登場した薄暗い部屋に彼もいたに違いない。

　謎の組織の一員であるのだから、彼もまた話を混乱させるに違いない。

		
			蔵衣地・A・ロドリゲス
		

		　ハーフのような名前だが、純粋な日本人。便宜上たいていの場合「クライチ君」と呼ばれるので、下の名前はどうでもいいのである。

　始め登場した時にはエフ・ビー・エルの新米捜査官という肩書きだったが、それは仮の姿だった。彼は闇の組織に雇われて時には危険な仕事もこなす。

　そろそろいい大人なのだが、常に「最近の若者」みたいな喋り方をする。そして「最近の若者」らしく簡単にねがえったりもする。

		
			ローン・ガマンの三人
		

		
			ヌリカベ君
		

		　シーズン２の始めのころ大学院にいた彼はスケアリーに依頼されて捜査に協力したのだが、それがきっかけで世の中には誰にも知られていない大きな陰謀があるのではないかと思い、大学院をやめてローンガマンを始めた。

　化学やハイテクに関することに詳しい。無口すぎて必要なことすらなかなか話さない。彼が唯一の「ローンガマン」の正式メンバーである。ヌリカベ君はメンバーが二人以上になると「ローン・ガメン（manの複数形でmen）」に名前を変えなくてはいけないのではないか？そうすると名前の由来である「ローンを我慢する」という意味がなくなってしまうので、彼以外がメンバーにはいることは認めていない。そのローンとはローンガマンを始めるに当たって購入した機材のローンである。

　大学時代は演劇部で死体役や壁の役を専門としていた。常にダークなオーラで人々をゾッとさせる。

		
			元部長
		

		　ヌリカベ君のいた大学の演劇部で部長をしていたが、演劇とギャンブルに没頭していたため学業がおろそかになり大学を中退する。ちょうど同じ頃大学院を辞めた先輩のヌリカベ君がはじめた「ローンガメン」のアジトに居候している。

　ローンガマンのアジトでヌリカベ君のやっていることを見ているうちに興味が湧いてきて色々と勉強したので今では怪しい陰謀論やオカルトっぽい科学にはかなり詳しくなっている。

　また、あまり喋らないヌリカベ君に代わって、彼の意見を代弁する役目もはたしている。そろそろローンガマンの正式メンバーにして欲しいと思っているのだが、ヌリカベ君は認めようとしない。

		
			フロシキ君
		
 
		　本家「エックスファイル」に合わせるなら「ローンガマン」は三人いないといけないということで登場したフロシキ君。元部長の知り合いで、元部長からローンガマンの話を聞いて「なんか面白そう」と思ってローンガマンのアジトへやって来るようになった。

　元部長と同様にローンガマンのアジトで過ごしているうちに怪しいことには詳しくなっている。彼もまたローンガマンの正式メンバーになりたがっているのだが、もちろんヌリカベ君は認めていない。しかし、今ではローンガマンといえばこの三人という感じになっているので、彼らは正式メンバーではなくても、その辺は気にしていないようだ。

　時々、相手にとって失礼と思われるような話し方をするのだが、そこが気にならないのは彼の持つ不思議な「ダメな感じ」のせいかも知れない。

		
			モオルダアの父（名前はまだない）
		

		　シーズン２の最終回に作者の都合でいきなり登場して、そしていきなり降板。以前に防衛庁やその他の国の機関で働いたいたことになっている。

　ウィスキー男やその回りにいる人間達とも面識があり、実は「何か」を知っているようである。

　降板はしたが、死んだことにはなっていないので突然再登場したり「過去の出来事」の中に登場することがあるはずだ。

		
			モオルダアの母（名前はまだない）
		

		　モオルダアの父同様に作者の都合で登場することになった。

　昼間は居間でお茶を飲みながらワイドショーを見て、夜は居間で煎餅を食べながらサスペンスドラマを見る、わかりやすい感じのオバサンである。

		
			ダネエ・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　スケアリーの姉。

　妹のダナアと同様に完璧でエレガントで喋り方も一緒だが、彼女が妹と違うところは科学よりも占星術やオカルト的なことにも物事に関する重要な何かを見出すところである。

		
			スケアリーの母（名前はまだない）
		

		　ダナアとダネエの姉妹がおかしな喋り方をするのは、この母親の影響かも知れない。

　母と姉妹が三人揃ってしまうと、三人とも同じ喋り方なので誰が喋っているのか解らなくなる。（スケアリーが喋っていると説明しなくても喋り方でそれが誰なのか解るという「スケアリーですのよアドバンテージ」を作者が使えなくなるのということでもある。）

　それ以外は完璧でエレガントな母親である、と彼女は思っている。

		
			エフ・ビー・エルの技術者（名前はまだない）
		

		　コンピューターとかハイテクっぽい事柄が出てくると登場する技術者。彼の知識とエフ・ビー・エルにある最新の機器があると事件に関してかなりのことが明確になるのだが、自分の興味がわかない限り基本的には言われたことしかやらないので、彼が事件を解決してしまうようなことは決してない。

　モオルダア同様にバイトだったりスケアリーに密かに恋心を抱いているというところが面白いので定期的に登場することになってしまった。

		
			エフ・ビー・エルの職員たち
		

		　物語の進行上に得に意味がない限り、彼らはエキストラである。エフ・ビー・エルのビルディングで忙しそうに動き回っているが、実はそれはただビルの中を歩き回っているだけで、その行動に目的があるわけではない。

　シーズンを重ねるごとに彼らの中には何かの陰謀に加担している者や、何処かのスパイみたいな人が増えてくるので要注意である。

	
		
			#024「リヴェンガ」
		

		
			1  FBLビルディング・ペケファイル課の部屋
		

		　スケアリーがプロジェクターのスイッチを入れると、モオルダアのヒヤァ！というヘンな悲鳴が地下のフロアに響き渡った。

「これが事件現場の写真ですのよ」

スケアリーはモオルダアが悲鳴をあげたことはまったく気にしていないように説明を始めた。

「被害者の咲賀（サキガ）三重太（ミエタ）は刑事で年齢は37歳。とても優秀な方でいくつもの事件を解決に導いてきたそうなんですのよ。それが、ある日突然こんな事件に巻き込まれて、ホントにむごたらしい姿になってしまいましたわね」

そう言いながらスケアリーは被害者の写された事件現場の写真を何枚もスライドさせていった。新しい写真が表示されるたびにモオルダアは悲鳴をあげるのを必死にこらえなくてはならなかった。

「体にある無数の傷は、傷口の形状から恐らくナイフによるものだと思われますわ。ということは、死因は恐らく『ナイフによるメッタ刺し』という事になりますわね」

モオルダアは血だらけの遺体の写真を何枚も見せられて、ほとんどパニック状態なので『ナイフによるメッタ刺し』というヘンな死因については何も言えなかった。しかし、その血だらけの遺体をさらに異様なものにしている部分については気になっていた。それが気になっているから気絶せずにいられたのかも知れないが。

「ところで、その遺体だけど、なんで宙に浮いてるの？」

「これですの？これは写り方で浮いているように見えますけれど、壁に吊されているんですのよ。あのハンガーとか掛けるアレがあるでございましょう？首の根本のところをそれに突き刺さしているんですのよ」

それを聞いてモオルダアはちょっと鳥肌が立ってしまったが、アレってアレのことだろうか？

「アレって『ヒ』ってなってるやつ？」

「なんなんですの、その『ヒ』ってのは？」

「だってハンガーとか掛けるやつって『ヒ』って形してない？」

「それはあなたの部屋のことでしょ。あたくしの部屋のアレは『レ』ってなってますわ」

「『レ』もあるのかぁ」

モオルダアのヘンな話に付き合ってしまったことを少し後悔してたスケアリーはまた新たな現場写真を表示させた。そこには赤黒い血に染まった被害者が半分目を開けたまま、まるでカメラのレンズの方を見ているかのような顔がドアップで写っていた。

　モオルダアは不意に映し出された恐ろしい写真と目があって心臓が止まるかと思ったが、なんとかこらえて息を大きく吐き出した。まだ心臓が異常な早さで脈打っているのが解るほどモオルダアはパニック状態だったが、そこで突然部屋の電話が鳴って、驚いたモオルダアはワァ！と言いながら椅子ごと後ろに倒れた。

　モオルダアの様子に驚いてしまったスケアリーは電話に出ることも忘れて倒れたモオルダアを眺めていた。すると、モオルダアは何事もなかったように立ち上がって、一度咳払いをしてから妙に気取った声で電話に対応した。

「はい、こちらペケファイル」

スケアリーは、モオルダアが格好いいと思っている「ちょっと低めで生ぬるい感じの声」を聞く度に、キモイと思っていた。それはどうでもいいのだが、スケアリーがモオルダアを不思議な動物でも見ている感じで眺めていると彼が受話器をスケアリーの方へ差し出してきた。

「キミにだよ」

スケアリーが受話器を受け取ると、モオルダアはすぐにプロジェクターのところに行ってスイッチを切った。もちろんスクリーンに写されている恐ろしい遺体の写真は絶対に見ないように。「だいたい、どうしてこんな大画面で見せる必要があるんだ？」そう思って、プロジェクターにつながれているスケアリーのノートパソコンを見つめた。プロジェクターはそのパソコンの画面を壁際のスクリーンに映していたので、そのパソコンにはまだ先程の写真が表示されていた。そのノートパソコンの画面での大きさならそれほど恐くはない。

　モオルダアはわざわざ大きな画面で写真を見せたスケアリーに自分に対するある種の悪意を感じて、スケアリーの方を軽く睨んでみたが、それと同時に受話器を置いたスケアリーが厳しい表情でモオルダアの方に向き直ったので、モオルダアはちょっと焦って慌てて目をそらした。

「モオルダア、すぐに出かけますわよ！」

「えっ?!なんで？さっきまでの写真の事件は？」

「新たな被害者が出たんですのよ！」

モオルダアには良く解らなかったが、さっきスケアリーが説明していた事件に関連しているのだろうか？とりあえずモオルダアは彼の机の下に置いてある「緊急出動セット」と彼が呼んでいるカバンを持ってスケアリーについていった。

		
			2  スケアリーの車の中
		

		　駐車場にやって来たモオルダアはスケアリーの運転する車の助手席に乗り込んだ。モオルダアがヒザの上で抱えているカバンが気になったスケアリーだが、そのカバンの事をモオルダアに聞いて彼からヘンな説明を聞いているヒマはなさそうなので、そのまま車を走らせて事件現場へと向かった。

　良く晴れた日の昼前の明るさは地下室から出てきた二人には眩しすぎるものだったが、そんな中でもモオルダアの心は次第に曇り始めていた。先程ペケ・ファイル課の部屋で見せられた現場写真の事件と関連がある事件の現場へ向かっているということは、そこにはまたおぞましくむごたらしい状態の遺体が壁につり下げられているのではないだろうか？

　そんな不安にさいなまれている時こそモオルダアの少女的第六感はよく働く。そして、少女的第六感はモオルダアに根本的な問題点を教えてくれた。

「というかさ、どうしてボクらがあんな殺人事件を担当しなきゃいけないんだ？確かに現場の様子は異常だし、あの遺体をつり下げたりしているところは、何か宗教的儀式とかそんなものと関連しているのかも知れないけど。アレはどう考えても普通の殺人事件だよね。恐らく犯人は被害者にそうとうな怨みがあってあんな事をしたんだよ。そんな事件にボクらが首を突っ込む必要はあるのか？」

モオルダアの言うことは確かに正しかった。ペケ・ファイル課は普通の殺人事件は担当しないはずなのだ。しかも、いつもならモオルダアがヘンな事件を見付けてきてスケアリーを引っ張り出すのに、今回はスケアリーがどこからか情報を仕入れてきている。

「そんなことは知っていますわよ。でも猟奇殺人犯による連続殺人事件だとしたらあたくし達…、あたくしのプロファイリングが必要になるかも知れませんし。それに、今回は警察から直接ペケ・ファイル課に依頼があったんですのよ！だいたい、最近はあたくし達が活躍するペースが遅すぎじゃございませんこと?!噂によれば、これはシーズン９まで続くって話ですけれど、このペースでやっていたら、終わる頃にはあたくし達は何歳になっていると思いますの？ですから少しでも活躍の場があるのなら飛びついていかないといけないんですのよ！」

そう言うとスケアリーは私を睨んだのだが、私だってけっこう頑張ってネタを考えてやっておるのですから、そんなに怒らないで欲しいのでだが。それはそうと、モオルダアはスケアリーの今の説明では納得できなかったようだ。

「警察から直接依頼があったって事は、それは今回はかなり異様な感じって事なの？つまり犯人は異星人とか、もしかして被害者が異星人とか、そんな事か？」

「何を言ってるんですの？そういうことはあなたがヘンなテレビ番組とか雑誌で見付けてくる事件ですわよ」

「じゃあ、何が問題なんだ？猟奇殺人だとしても、警察はわざわざペケ・ファイル課に応援の依頼はしてこないと思うけど。エフ・ビー・エルにだって、そういう事の専門家達がいるんでしょ？…良く分かんないけど、多分そういう課があるはずだよ。あれだけ人がいるんだし。それに、これまでの経過からボクらは警察からはそうとう嫌われてるって話だけど」

「嫌われているのはあなただけですわよ！あたくし達に依頼するにはそれなりの理由があるんですの」

「それなりって？」

ここまでくるとスケアリーはあまり話を先に進めたくないような感じになって、少し間をあけながら話し始めた。

「つまり、アレなんですのよ。なんていうかあり得ない事が起きているんだとか、そういうことですわ」

「それじゃあ、なんにもわかんないけど」

「犯人がどうやってそこに侵入して、どうやって出ていったのかどうしても解らないって事ですわ。それに…」

「それに？」

スケアリーはこの先をモオルダアに話すべきか迷ってしまった。これを話せばモオルダアはどこに根拠があるのか解らないようなヘンな話を始めるに違いなかった。しかし、スケアリーが表向きには否定している「乙女の第六感」によると、今回はモオルダアがいた方が良いという気もしていた。本当は全てに科学的説明がついて自分の力で事件は解決すると思いたいのだが。

「さっき見せた事件現場の写真ですけれど。あのサキガという刑事には予知能力があるっていう噂があったのよ」

「予知能力?!」

「そうなんですのよ。あなたは大喜びかも知れませんわね。それに今回の被害者にもそんな噂があったとかいう話ですし。被害者は報道写真家…といっても実際には事件や事故のあった場所で遺体やけが人の写真を撮影する悪趣味な写真家だったそうですけれど。その人は警察よりも早く現場に到着してそういった写真を撮影していたらしいんですのよ。それで、その人には予知能力があるという噂が流れていたということなんですの」

「予知能力かあ…」

スケアリーはこれからモオルダアの予知能力に関する話が始まると思って少しウンザリしていたが、モオルダアはそう言ったきり黙り込んでしまった。

　意外だったスケアリーは、運転中にもかかわらず一度前方から視線を離してモオルダアの方を見たが、モオルダアは呆然として前を見つめているだけだった。モオルダアは恐ろしい遺体があるであろう事件現場に行かなくてはいけない理由を見付けてしまって落ち込んでいたようだ。

		
			3  高層マンションの上の方の部屋
		

		　モオルダアは自分たちを一〇〇メートル以上の高さまで運んでいくエレベーターの中で先程までの憂鬱な気持ちを忘れて、高速で上昇していくエレベーターの独特の感じを楽しんでいた。どうしてこんな高い場所に住もうと思うのかは理解できないが、高層マンションの上の方というのはそれだけでちょっとした非日常的な感覚が楽しめる場所なのかも知れない。

　スケアリーはモオルダアがエレベーターのボタンの上に表示されている階数の数字を見ながらニヤニヤしているのに気付いて気持ち悪かったが、もうすぐ目的の階に着いてこの閉鎖された空間から抜け出せるのでガマンしていた。エレベーターが止まって扉が開くと、そこには落ち着いた感じの照明に照らされた廊下が続いていた。普通のマンションとは違って各部屋に続く通路は建物の内側にあるので、ここが地上から一〇〇メートル以上の高さにあることは少しも感じさせなかった。

　ヨーロッパ風の高級ホテルを連想させるようなこの廊下を見て、高級志向のスケアリーは多少の嫉妬のようなものを感じていたが、そんなことを気にしていても仕方がないので、足早に事件現場の部屋へと向かった。モオルダアは滅多に見ることの出来ない高級で高層なマンションの内装を興味深く眺めていたが、前を歩くスケアリーの歩き方から彼女のイライラした雰囲気を感じとって慌てて追いかけていった。



「エフ・ビー・エルのスケアリーとモオルダアですわ！」

スケアリーが事件現場の部屋の前で警官に言うと、その警官は二人を中に通した。モオルダアが身分を明らかにしてもなかなか事件現場に入れてもらえない事は良くあったがスケアリーが名乗るとスンナリいくようだ。モオルダアは納得がいかなかったが、とにかく事件現場の部屋へ入らないといけない。

　モオルダアは玄関のところから奥の方をそっと見てみたが、そこには壁に吊り下げられた遺体は見えなかった。玄関のところから短い廊下が続いてその奥に大きなリビングルームがあって、入ってすぐのところには小さめの部屋があるようだ。高級で高層なマンションといっても基本的な作りは普通のマンションと一緒なのかも知れない。そんなことはどうでもイイと思いながら、モオルダアは恐る恐る部屋の中へと入っていった。

　モオルダアが警官達で賑わっている奥のリビングルームに入ると、正面にあるベランダへ続く窓から素晴らしい景色が彼の目に飛び込んできた。

「わぁ！富士山だよ！」

まわりには視界を遮るものが何もない高層マンションの上の方。今日のように良く晴れた日には遠くに富士山がクッキリと見えていた。この風景に思わず声をあげてしまったモオルダアはさらに窓へ近寄って、目を輝かせながら遠くを眺めていた。まわりにいた警官達は唖然としてモオルダアを見つめていた。この凄惨な事件現場で「富士山だよ！」はないだろう、という感じである。

「ちょいとモオルダア」

警官達の冷たい視線にまったく気付かないモオルダアにスケアリーが声をかけた。

「こんな景色が見られるんだったら、この異常に高い場所に住むのもアリかも知れないな」

モオルダアはまだ窓の外を眺めたままだった。

「ちょいと！モオルダア！」

スケアリーはさっきより厳しい感じでモオルダアに声をかけた。モオルダアはちょっとビクッとなって慌てて振り返ったのだが振り返ったとたん、さらにビクッとして「ハアァ！」という幽かな悲鳴をあげた。

「チッ、チッ、血だ！」

「そんなことは誰が見ても解りますわよ」

外の景色を眺めて盛り上がっていたために振り返った時に見た部屋の中の光景はさらにおぞましいものに見えた。

　モオルダアがいる窓のそばと反対側の白い壁は、下の方の半分以上が被害者の血で赤黒く染まっていた。幸いそこにあった遺体はすでに運び出されたようでモオルダアは気を失ったりせずにいられたのだが。しかし、前の事件でもそうだったように、遺体は壁に吊されていたようで、壁の真ん中辺りは天井に近い場所から血が着いていて、その下の床にいっそう濃い血溜まりが出来ているようだった。

　壁に付いているアレは「ヒ」となっていた。それはどうでも良いのだが、モオルダアは自分の部屋と同じ「ヒ」なのがちょっと気持ち悪いと思っていた。

　モオルダアが驚く様子を見て警官達はまた唖然としていたが、いつまでもモオルダアの行動に付き合ってられないという感じで、各人が仕事を再開した。



「あ、あの、あなたはこういう事件の専門家だということで応援を依頼したんですが。…その、どう思いますか？」

血塗られた壁を見てオロオロしていたモオルダアに刑事風の男が近づいてきて声をかけた。モオルダアの奇怪な行動にこの刑事もちょっとオロオロした感じになってしまっていたが。声をかけられたモオルダアはやっと我に返って、優秀な捜査官らしい振る舞いになった。とはいっても、もうすでにここにいる全員がモオルダアの事を優秀な捜査官だとは思っていない気もする。

「まずは詳しい話を聞かないことには何も言えませんが」

モオルダアが優秀な捜査官らしいと思っている落ち着いた感じで答えると、ちょっとオロオロしていた刑事風の男もやっとまともに話が出来るようになってきた。

「あ、そうでしたね。これは失礼しました。私はこの事件を担当しているMです。前のサキガ殺害事件の時もそうだったのですが、どうにも納得できない部分が多すぎまして、それであなた方に捜査の依頼を頼んだわけでありますが…」

M刑事はまともな人間として、今回の事件での不可解な部分を説明するのに少し苦労しているようだった。（どうでも良いが、どうして名前じゃなくてイニシャルで「M刑事」なのか？ということだが、多分この刑事は今回の話しにあまり登場しない気がするので、名前は考えるのが面倒ですしM刑事に関して詳しい説明はあまりしなくても良さそうなのです。）



　今回の事件で「納得できない部分」の一つ目は、犯人がどうやって現場にやって来て、どうやって去っていったのか解らないところである。

　最近出来たばかりの高級な高層マンションなので、入り口や通路には監視カメラが設置されていて24時間常に人の行き来を監視しているのだが、監視カメラの映像に怪しい人間は一人も写っていなかったということである。監視カメラに映らないで侵入できる場所といえばモオルダアがさっきまで景色を眺めていたベランダへ出る窓ぐらいしかない。

「ここまで昇ってこられる人がいるとしたらそれは『恐怖のバネ人間』ぐらいしかいないな」

M刑事の説明を聞いていたモオルダアは窓の外を見つめて言ったのだが、M刑事は何のことだか解らずに首を傾げていた。

「ちょいとモオルダア！その『バネ人間』の話はボツになって、ここには書かれていないのだから言ってはいけないんですのよ！」

横で彼らの話を聞いていたスケアリーがちょっと苛ついた感じでモオルダアに言った。（確かに『恐怖のバネ人間』はつまらなすぎてボツになってしまったのですが、私としてはアイディアは面白かったと思うのでちょっと書いてみたり。）

　バネ人間の話が出来なくなってしまったモオルダアは、一度話すのをやめて、部屋の中を見回してみた。すると天井付近にヘンなものを見付けた。モオルダアは視線の先にあるものを見つめながら「これがこの事件で一番異様な部分ではないのかな？」と思っていたが、M刑事は面白いことを最後にとっておく性格なのかも知れない。そう思って、モオルダアはM刑事の方に向き直った。

		
			4  引き続き高層マンションの上の方の部屋で---天井のカメラとか---
		

		「それよりも、あれは一体なんですか？」

モオルダアはM刑事に聞いた。部屋の中程の天井付近にカメラが取り付けられ、反対側には写真スタジオにあるような大きなフラッシュが設置されていて、二つはコードでつながれていた。そこからさらにコードがのびて、血溜まりがある近くに置いてある良く解らない箱形の装置につながっていた。

「ええ、これがさらにこの事件の不可解なところなんですが…」

M刑事はそういって二つ目の「納得できない部分」の説明を始めた。



　この説明をするには、超常現象に関連した用語を使わないと説明できなかったのだがM刑事はまともな人間としてなるべくそういう用語は使いたくなかったので、説明にはかなり苦労し、そして解りづらいものになってしまった。

　M刑事の言ったことをまとめてみると、デジタルカメラにはメモリがいっぱいになるほどの写真が保存されていて、それが全て被害者が殺害されていく様子を写したものだった、ということである。

　それなら、監視カメラには映っていなかった犯人がそこに写っているのではないか？という事になるのだが、おかしな事にどの写真を見てもそれらしき人物は写っていないということなのだ。

　写真を撮影時間順に並べると、ほぼ１秒間に３回の間隔で撮影されている写真に写る被害者の体にはナイフで突き刺されたような傷が一枚ごとに増えていくのに、そのナイフのようなものを持っている人物はどこにも写っていないのである。



「それから、なんでそんな写真を撮影するのか？という事もおかしなところですけど」

説明の最後にM刑事がこう言うと、自分でもワケが解らなくなったような感じで口を閉じてしまった。

「あたくしはこう思うんですけれど…」

モオルダアがヘンな推理を始める前にスケアリーが話に入ってきた。

「この事件の被害者って、事件現場の写真とか遺体写真とかを専門に撮影して稼いでいた写真家でございましょ？そういう写真はけっこう高く売れるのかも知れませんが、そういう写真を撮る機会というのはなかなかございませんわね。ですから、この人は自作自演をやろうとして間違って死んでしまったんじゃないかと思うんですの」

そう言ったもののM刑事もモオルダアもあまり反応しなかったのでスケアリーはちょっと機嫌が悪くなった。

「そうだとしても、死んだ後にあそこの『ヒ』ってなってるところにどうやって遺体をぶら下げられるんだ？」

そうモオルダアに言われると自分の説が完全に間違っていた事に気付いてしまったスケアリーだが、簡単に間違いを認めるのもなんだかシャクだった。

「そんなものは、何かトリックがあるに違いありませんわ！」

そう言ったものの、そんなトリックはないと思っていたので、スケアリーはさっき言った自分の間違った仮説を二人が早く忘れてくれるように、と思っていた。

「それよりも、その機械は何なんですか？」

モオルダアはカメラとフラッシュにつながれている装置を指さして刑事に聞いた。

「まだちゃんとしたことは解ってないんですが、どうやら、その装置のスイッチを押すとカメラが自動的に撮影を始める仕掛けになっているみたいですよ」

刑事は釈然としない表情のままモオルダアに説明した。

「そんな機械がここにあって、しかも、ここは殺害現場で間違いない、っていう場所だし。やっぱり犯人は自分が襲われているところを記録したかったのかな？」

モオルダアがそう言ったものの、聞いていたスケアリーと刑事は特に言い返すこともなくただ黙ってモオルダアの言うことを聞いていただけだった。モオルダアも自分の言ったことは、目の前にある事実をまとめただけだったし、特に意味のあることは言っていなかったと思った。

「被害者は自分が襲われることを予知してこんな機械をこしらえたと思うしかないですな」

刑事は冗談半分のように言った。

「襲われることが解っていて、こんな装置を作るのならどうして殺されちゃったんだろうね？被害者は事件現場の写真を売って儲けていたんだし、自分が襲われる写真を撮ろうとして殺されちゃ意味がないよね。もしも予知能力を持っていたとしたら、何かを間違えて自分が殺されることに気付かなかったんだろうね」

モオルダアがこれ以上ヘンな推理を話そうとするのならスケアリーは話に割って入ろうと思っていたのだが、モオルダアはそれ以上話さずに、彼の持ってきたカバン（「緊急出動セット」と彼が呼んでいる）を開けると、何かを取りだして部屋の中をうろつき始めた。

　モオルダアが手に持った小さな機械にはデジタル時計のような画面が付いていて、そこに数値が表示されているようだった。それを見ながら部屋の中をくまなく歩き回ると、モオルダアは不思議そうに見つめるスケアリーとM刑事の方を見た。二人があまりにも不思議そうにしているのが意外でモオルダアは言葉を詰まらせてしまったが、その隙にスケアリーが先に喋った。

「何なんですの、それ？」

スケアリーがモオルダアの持っている機械を指さして聞いた。横にいたM刑事も同じことが聞きたかったに違いない。聞かれたモオルダアはちょっと得意げに説明を始めた。

「ああ、これ？これがあれば『見えない殺人鬼』がここで何をしていたかすぐにわかってしまうと思うんだよね」

ある程度予想はしていたが、モオルダアの答えはスケアリーの聞きたいことと違っていた。

「ですから、それは何なんですの？」

「だから、これは電磁波を測定する器械なんだけど。このあいだエフ・ビー・エルの技術者のところに遊びに行ったら、新しいのを買ってこれは処分するとか言ってたから貰って来たんだけど。まだ動くのに処分するなんてモッタイナイからね」

「それで、何が解るんですか？」

たまりかねた感じでM刑事が聞いた。

「ボクが電磁波を測定した結果から判断すると、やはり犯人はあのベランダから入ってきて、真っ直ぐこの壁の前まで来て、被害者を殺害するとまたベランダから出ていったんだと思うんですよ。それ以外の場所に比べるとその二つの場所を結ぶ線上だけ電磁波が強いし」

モオルダアの説明を聞いてM刑事は心配そうにスケアリーの方を見たのだが、スケアリーはその視線に気付かないフリをしていた。ここでモオルダアに反論すればまたヘンな理論が返ってきて、余計にM刑事を心配させるだけに違いない。

　モオルダアは手に持った測定器を見つめたままベランダに出た。そして彼は背の高い鉄格子のような柵に手をかけてそこから真下を覗き込んでみた。

（「こんな所まで登ってきて人を殺そうなんて、普通の人間じゃ考えないと思うけどね」）

そう言うはずだったのだが、モオルダアは柵から下を覗き見た瞬間にあまりの高さに一瞬気が遠くなった。そして、柵を掴んでいた両手を震えるほどに握りしめると、そのまま固まってしまった。

　ベランダでほとんど腰を抜かして身動きのとれないモオルダアにM刑事はもう十分に心配になっていた。そしてこの二人に応援を頼んだことを後悔し始めていた。

「モオルダア捜査官はたまにああやってふざけるんですのよ。オホホホッ…」

スケアリーは何とかしてエフ・ビー・エルの面目を保とうと誤魔化している。

「それよりも、あたくしはそろそろ検死の方に行きたいのですけれど。現場の様子はだいたい解りましたし、モオルダア捜査官もこれから何かすべきことがあるに違いないですからね」

「あ、はあ…そうですか。それなら、どうぞ。ここは私達で処理しますから」

M刑事はエフ・ビー・エルの二人を本当に信頼して良いのか解らないような感じだったが、M刑事の返事を聞くとスケアリーはモオルダアの肩に手をかけて振り返らせた。

「さあ、モオルダア！ふざけてないで行きますわよ！」

そう言ってスケアリーはモオルダアを睨みつけた。本来ならそれだけでモオルダアは震え上がるのだが、いまだに呆然として半分パニック状態のモオルダアは重度の高所恐怖症のようだ。

		
			5  現場近くの病院
		

		　スケアリーが病院に到着した時には新たな被害者の検死解剖はほとんど終わっていた。最初の被害者サキガ刑事の時と同様に体中に刃物で刺された跡があり、スケアリー風にいうのなら死因は「ナイフによるメッタ刺し」で間違いない。その傷のどれが致命傷になったのか、正確に調べたらわかるのかも知れないが、これだけ刺されれば生きている方がおかしいという遺体の状況だったので、ここにいた医師はそれほど厳密な解剖はしていないようだった。

　スケアリーは横たわる傷だらけの遺体を見て、怒りとも悲しみともつかない複雑な感情がどこからともなく沸き上がってくるのを感じでいた。人は意外と簡単に死ぬというのは少しだけ知識があれば解るものだが、体中が穴だらけになるほどにナイフを振り下ろした犯人は、どれだけの憎しみをこの被害者に対して抱いていたのであろうか。或いは、体中の傷は何か別の目的のためにつけられたのかも知れない。

「これはヒドイですわ」

スケアリーは横たわる遺体を見て言った。どこから見ても「ナイフによるメッタ刺し」な遺体を前にしてそれ以上の説明は必要がないぐらいに、その様子は犯行の様子を物語っていたのだが、スケアリーもせっかくここまで来たのだし、エフ・ビー・エルの優秀な捜査官として何もせずに帰るわけにもいかない。

「この遺体になにか異常な点などございませんでしたかしら？」

スケアリーがこの部屋にいた医師に聞くと、医師は少しうろたえたようにかけていたメガネのフレームに人差し指を当ててメガネの位置を直してからスケアリーの方を見た。

「まあ、見てのとおり、これだけ刺されたら生きているのは難しいですが。その…なんというか、不可解な点もないこともないような…」

この医師の曖昧な言い回しはスケアリーを苛立たせるだけではなく、彼女を少し不安な気分にもさせていた。司法解剖をするような医師はモオルダアとは違い、それなりの能力と技術と経験があるに違いないのだが、そういう医師がそんな曖昧な喋り方をするのには何か意味があるに違いない。

「常識的でないことでも、なんでもおっしゃっていただいて結構ですのよ。あたくし達はそのために捜査をしているのですから。全ての物事は科学的に説明できるはずですわ！」

スケアリーに言われると医師は少し安心したように話し始めた。

「どうして、こうなるのか解らないのですけどね、この無数にある傷口は全て熱傷による組織変化が起きているんですよね。恐らくこれは高圧の電流によるものだと思うのですが」

そう言われるとスケアリーは遺体の傷口を注意深く観察した。確かにそこは火傷の跡のように皮膚の組織が変化していた。

「それは一体どういうことですの？」

スケアリーが聞いたが、医師はそれが解らないので、さっきからうやむやな感じで話しているのであって、そこを聞いても意味がなかった。

　スケアリーは被害者を殺したナイフが電気のようなものを帯びてあの映画の「ライトセーバー」のように光っているとか、そんなことを考えてしまったが、すぐにそれはモオルダアのような人間が考えることだということに気付いて、頭の中からそういった考えを消し去ろうとして首を横に振った。とにかく、犯人の使った凶器は何か特殊な物だった可能性がありそうだ。

「前の被害者はどうだったのかしら？」

スケアリーは半分独り言のように言った。そこにいた医師は「前の被害者」のことなど知らないので「はぁ…」という肯定でも否定でもないうやむやな返事をしただけだった。その前にスケアリーは返事を期待していなかったので、このうやむやな返事は彼女の耳には入っていなかったのだが。

「どうやら、前の事件から調べ直した方が良さそうですわね。それではあたくしは警察の方へ向かいますわ」

スケアリーが言うと、また医師はなんと返事をして良いのか解らずに少し焦ったのだが、彼女はまた返事など期待していなかったので、医師がどんな反応をしようと関係なく部屋から出ていってしまった。

　こんな感じだと医師は自分がまともに仕事をしたのに、その仕事がまったく認められていないようなそんな気持ちになってしまった。自分がやったことを非難されたり否定されたワケではないのだが、どこかに納得のいかない何かがあって、医師は今夜は飲みに行くしかないな、と思って検死解剖を終わらせることにした。

		
			6  都内某所にある住宅街
		

		　その頃、モオルダアはある人物の家に向かって住宅街を歩いていた。これから行く場所に事件を解決する手掛かりがあるのかどうかはまったく解らなかったが、他に行くところがないので仕方なくそこへ行くことにしたようだ。

　実を言うと、モオルダアは殺害された第二の犠牲者から写真を買い取っていた出版社にいって被害者のことを聞くべきだとも思っていたのだが、そこに行けばあの被害者の撮影した事故現場の遺体の写真とか、そんな物を見なくてはならないような気もしていたので、無意識のうちにそうすることを避けたようだ。

　昼下がりの静かな住宅街を歩いていると、目的の家に到着した。大きくも小さくもない普通の家の呼び鈴を押したが、なかなか返事がなかった。しばらく待っていたモオルダアはもう一度呼び鈴を押した。それでもまだ返事はなかった。

　せっかくやって来たのに、何も出来ないというのは腹が立つ。モオルダアはどうせ誰もいないのだからと思って、連続して呼び鈴を押し続けた。すると十回ほど押した時にインターホンから苛ついたような声で返事が聞こえてきて、モオルダアは驚いてビクッとなった。

「…あの、エフ・ビー・エルのモオルダア特別捜査官ともうしますが、…ええと、話とか聞けたら良いと思って来たのですが…」

家には誰もいないと思っていたのに、中からの返事に驚いたモオルダアの言っていることは意味が解らない。インターホンからは何も返事がなく、モオルダアはマズいことになったかな？と思っていたのだが、しばらく待っていると家のドアが開いた。

「どうぞ、入ってください」

開いたドアの向こうには、中年だがそれほどオバサンっぽい感じのしない上品な女性の姿があった。

「なんとなく解ってましたから」

モオルダアはそう言われると「はぁ…」と良く解らない返事をして家の中に入った。

　捜査のためこの女性に質問しようとここへやって来たモオルダアだったが、なんとなくこの女性に呼び出されてここに来たかのように、何をしていいのだか解らない感じでドアの中に入った。玄関に入ると、スリッパが用意されていて、女性はモオルダアに家の中に入るように目で指図しているようだった。

「…あの、お邪魔します…」

モオルダアは玄関から続く数メートルの廊下を歩いて女性の入っていった居間のような部屋に入った。

「それで、何が聞きたいのかしら？手短に話してもらわないと。パスタが茹で上がったらお相手は出来ませんよ」

パスタってなんだろう？と思ってモオルダアは辺りを見回した。居間から見えるキッチンでは鍋が火にかけられていて、恐らくその中でパスタが茹でられているのだろう。時計を見ると二時半ぐらいであった。この時間にパスタってなんだろう？と、またモオルダアは思った。

「それで、何が聞きたいのかしら？あと九分ほどしかありませんよ」

「…ああ、そうでした。あなたは二十年ほど前に世間をにぎわせた特殊な能力の持ち主ですよね。いや、ボクもすっかり忘れていましたが、最近これを読んで懐かしい記憶が甦りましたよ」

モオルダアはそう言って、持ってきていたローンガマンの機関誌を女性に見せた。それを見た女性は多少ウンザリしたようにうなずいた。

「あの人達が私のところに取材に来てから、あなたみたいな人達が良くやって来るんですよ。ホントに、何を知りたいのか知りませんけど。私の話を聞いたって何も解りません」

そう言って、女性は一度キッチンタイマーの時間を確認した。あと七分。

「解るか、解らないかは聞いてみないと解りません。あなたの予知能力とは一体どのようなものなのか、具体的に教えて欲しいんです。」

この女性がかつて世間をにぎわせた特殊な能力とは予知能力のことだったようだ。本当に世間をにぎわせたかどうかは定かではないが、この加須加仁（カスカニ） 美恵子（ミエコ）という女性は確かに二十年ほど前に超能力者としてテレビの特番に出演していた。当時はカスカニも自分の能力が絶対であると思っていたところもあってテレビ出演を承諾したのだが、それによって彼女の予知能力がインチキであると、その番組に出ていた別の科学者によって証明されてしまうというところは予知できなかったようだ。

「最初はホントに予知能力だと思ったんですよ。いや、確かに今でもそれは予知能力なんです。誰かに会ってその人の顔を見ると、その人の未来に何が起きるか頭の中に映像が見えてくるんです。その中のいくつかは現実になって、それ以外は私の妄想なのですが」

「その映像というのはどういうふうに見えるのですか？人を見た瞬間にその人の未来が見えるというのは珍しい例です。大抵の場合、予知は夢や瞑想しているような状態で行われると思うのですが」

モオルダアが怪しいことを話し始めたが、カスカニはそんなことをこの手の人間から質問されるのには慣れているらしく、特に反応はしなかった。タイマーを見るとあと五分半ぐらいだった。

「こんなことを言うと私の頭がどうかしているとか思われると思うのですが、私は人に会うたびにその人が血だらけで倒れている姿を想像するんですよ。想像すると言うより、何かの力によってそういうものが見えてしまうのです。そんなことはいつまで経っても慣れることの出来ないものですし、そんな妄想みたいなものに苦しめられ続けたあげく、テレビに出たらインチキと言われるし。あなたにはこの苦しみが解りますか？」

カスカニがだんだん感情的になってくるのでモオルダアは次第に焦ってきたが、ここはなんとかしないといけない。モオルダアは冷やかし半分でここへ来た他の者達とは違う。少なくとも事件に関する何らかの手掛かりを得たいのだ。

「つまり、あなたの言うことが本当だとするとボクを見た時にもボクが血だらけで倒れている姿が、そのヴィジョンとして見えたと言うことですか？」

「そうです。でもそれが実際に起こる事だとしても、それがいつどこで起こるか解らない。それに、解ったとしても実際に起こることを予知したのだから誰にもそれを防ぐことは出来ないんです」

そう言ってカスカニはタイマーを見た。あと三分。

「それ以外に何かが見えることはないのですか？」

「ありません。私に見えるのは血だらけの人だけです」

「それはどんなふうに血だらけなのですか？」

「人によって違います、体中が血だらけだったり、辺りが血だらけだったり」

この人は血だらけが好きなのかな？とモオルダアは思ったのだが、そんなことを思っていても仕方がないのでカバンを開けて中から写真を取りだした。

「この二人について何か知ってませんかね？この二人もどうやらあなたと同じように予知能力を持っていたという噂なんですが」

そう言ってモオルダアはこれまでに起きた二つの事件の被害者の写真をカスカニに渡した。それを見た瞬間カスカニは身震いして写真をモオルダアの方に投げ返した。

「なんですか、それは!?いきなりそんな恐ろしい写真を見せるのはやめてください！」

モオルダアが見せたのは現場にあった血だらけの遺体写真だったのだが、カスカニは「血だらけ」が好きなワケではなさそうだ。もしかすると、誰かの顔を見てその人の血だらけの姿が頭の中に見える度にカスカニは恐ろしい思いをしているのかも知れない。

「これは失礼しました」

モオルダアは写真を拾いながら謝っているが、それほど悪いとは思っていない感じだった。

「あなたはこの二人に会ったことはないですか？一人は刑事で、一人は報道写真家なんですけど」

「知りません！」

そう言った時にキッチンタイマーが鳴り出した。カスカニは立ち上がってキッチンの方へ行った。

「でも、あなたの言っていた『血だらけ』ってこういう感じじゃなかったですか？もしかして、さっきの写真みたいな光景を見たことが…」

カスカニはキッチンタイマーのボタンを押して耳障りな音を止めるとモオルダアに言った。

「もうパスタが茹で上がりましたから、もう話すことは何もありません」

なんでパスタが茹で上がると話せなくなるのか？と思ったモオルダアだったが、最初にそういう約束で話が始まったのだし、今は強制的にカスカニから話を聞ける状況でもない。モオルダアがそんな風に思っていると、カスカニはキッチンで炒め物を始めた。フライパンがジュージューいう音が盛り上がってきて、カスカニがフライパンにワインを入れてフランベすると彼女の顔の前に炎が舞い上がった。その向こうに見えるカスカニは恐ろしい形相でモオルダアに「いい加減に帰ったらどうなんだ？」と言っているように見えた。

　モオルダアはちょっと恐ろしくなって、荷物をまとめると挨拶をして部屋を出ていったが、炒め物で忙しいカスカニには何を言っていたのか良く解らなかった。ただ、部屋を出ていくモオルダアの姿をみてカスカニは何か妙な雰囲気を感じとっていた。それはモオルダアの様子から来るものではなくて、彼女の感情のどこかに生まれた違和感のような、なんとも説明のつかないものだったのだが、それは彼女の予知能力が本物であると信じられていた時に彼女が良く感じていたものに似ていた。

		
			7  さっきとは別の都内某所にある家の一室
		

		　御来上（ミライガミ） 恵多蔵（エタゾウ）は自分の部屋で次回作の編集をしていた。彼は若者と言うには覇気のない感じの若者であった。自分の作品をドキュメンタリー映画と呼んでいたが、これまでどうしても人の心に訴えかけられるような作品を作る事が出来なかった。どうしてそうなるのか？と考える時にミライガミはいつでも「素材が悪いからだ」と頭の中でつぶやいていた。

　ビデオカメラを持ち歩いて衝撃的なシーンをカメラに収めようと、常日頃から街をぶらついているのだが、そんなことで良い素材が手にはいるわけはない。だいたい、最終的に何を作るのかも解らずに街を歩いていて、良いシーンが撮影できるわけもない。

　そんな感じでミライガミの最新ドキュメンタリー映画も、また彼が満足できるような内容にはならないだろう。

　ミライガミは今回の作品の一番の見どころである野良猫のケンカのシーンを出来る限り大げさに、そして迫力のある映像にしようと作業を続けて、これはイケてる！と思って作業を中断すると出来上がったシーンを再生していた。

　出来上がった映像は、どう見てもホームビデオで撮影した野良猫のケンカに他ならないのだが、ミライガミはなかなか面白い作品に仕上がったと満足げであった。

　先程作成したシーンの再生が終わって、ミライガミがある種独特の達成感のようなものを楽しんでいると突然背後から声が聞こえてきた。

「もっと刺激的なものを撮りたくはないかな？」

家には誰もいないはずだったので、ミライガミは飛び上がるほど、或いはホントに飛び上がりながら驚いて、振り返った。そこには彼がまったく知らない男がいて、妙にギラギラと輝く大きな瞳で彼を見つめていた。

「誰ですか、あなたは？」

ミライガミが言うと男はちょっと人をバカにしたような笑みを浮かべた。

「最初はみんなそう言うんだよ」

ミライガミは男の言っていることが理解できなかったが、無断で人の家に入ってくるような男に警戒心を解くワケにはいかない。この男が何をしにここに入ってきたのかを知るためにミライガミは男をじっと見つめていた。それから、万が一のために、何か武器になるようなものが手近になかったか？という事を考えていた。

　男はミライガミが恐怖と緊張感で震えそうになっているのは少しも気にせずに、少し笑みを含んだような表情で話を続けた。

「キミの感性は実に面白い。スズメのケンカ。カラスのケンカ。酔っ払いのケンカ。そして野良猫のケンカ。暴力はいつの時代もエンターテイメントだからね」

ミライガミはこれまで彼の作ってきた最新作の内容を男が知っていることに少し驚いた。この男はいったいいつから自分を監視していたのだろうか？そう思って男に何かを聞こうと思ったのだが、それよりも先に男が話し始めた。

「ただ、そんなものは誰かが見て喜ぶのかな？下等な生き物は往々にして暴力に頼るものだが、そんなものはキミが見せなくても、そこら中にあふれているよね。そんなものはなかなかエンターテイメントにはなり得ない」

ここまで男のペースだったのだが、ここでたまらずミライガミが口を挟んだ。

「違いますよ！エンターテイメントじゃなくてドキュメンタリーです！」

そうは言ったものの、男はまったく気にしていなかったようだし、そういう男の態度を見ていたら、言った本人も自分の作っているものがドキュメンタリーなのかエンターテイメントなのか、或いはなんの価値のないゴミのようなものなのか解らなくなって瞬間にして自信を失っていく感じだった。

「気にすることはない。私はキミの感性は気に入っているんだよ。ただ、キミは何を表現して良いのか解っていないだけだ。人々は何を求めていると思うんだ？暴力はエンターテイメントかも知れないが、そこらで簡単に見られるものをあらためて見たって喜ばないだろう？彼らが求めているのは見てはいけないもの。見るべきではないもの。そういうたぐいの暴力なのだよ。暴走するトラックが信号を渡る歩行者に加える暴力。常軌を逸したものが罪のない人間にナイフで加える暴力。或いは、絶望した人間が高いところから飛び降りてアスファルトに叩きつけられるような、そんな暴力も魅力的だよねえ」

男の言うことを聞いてミライガミは少し恐ろしくなった。一体彼は何をしにここへやって来たのだろうか？

「だから、あなたは誰なんですか？」

そういうと男はまた先程と同じような笑みを浮かべた。

「そう。みんな二回同じ事を聞くんだよね。だがキミは私に選ばれたことに感謝するようになるだろう」

ミライガミは少し恐ろしくなって男を見つめていたが、男は笑っているような笑っていないような不思議な表情を変えることなく話し続けた。

「とにかく、キミはカメラを持って出かけるべきだな。どこに行けば良いかはすぐにわかる。良い作品が作れると思うんだがね。ただし忘れるんじゃないぞ。これからキミに起こることは私の能力によるもので、キミが特別な人間になったのではないと言うことを。それを忘れたらキミはどうなっても知らないぞ。それだけは注意しておくんだな。では、私は帰るとしよう」

男が言い終わると、ミライガミはハッとして目を覚ました。目の前には編集を終えたばかりのドキュメンタリー映画の画面を写すモニターがあった。辺りを見回してもそこに自分以外の人間がいた形跡はなさそうだ。

　夢だったのか？多分夢に違いないのだが、あまりにもリアルなさっきの夢は何かの意味があるように思えて仕方がなかった。

		
			8  FBLビルディング・ペケファイル課の部屋
		

		　モオルダアがペケファイル課の部屋の扉を開けると、機嫌の悪そうなスケアリーが難しい顔をして資料に見入っていた。それを見たモオルダアはなんとなく早くこの場所から逃げ出した方が良い気もしていたが、特に悪いことをしたわけではないので、そのまま部屋に入った。

「一体、どういう事だと思います？何だか謎だらけの事件ですわ」

スケアリーにしては珍しく、打つ手がないという感じだった。機嫌が悪そうなのはそこに原因があったのだろう。これまでに彼女が手に入れた証拠のほぼ全てが、この事件を「科学的」に説明するのが困難であることを示しているのだ。モオルダアに意見を求めたところで彼からまともな、少なくともスケアリーを満足させられるような事は聞けないだろうし、彼女もそう思っていた。それでもモオルダアに意見を求めてしまうほど、スケアリーは謎だらけの事件に困惑していたのかも知れない。

　モオルダアは椅子に座ると、机の上にコンビニで買ってきたパスタを出してフタを開けた。店の電子レンジで温めてもらったそのパスタからはモワッとした湯気が上がって、ミートソースのわざとらしいニオイが部屋に立ちこめた。

「こういう時にはあらゆる可能性を考慮しないといけないと思うんだよね」

モオルダアが言うと、ミートソースのニオイになんとなくイラッとしていたスケアリーが返した。

「あらゆる可能性とはどういう事ですの？現場の状況や証拠品から推測できる可能性はあたくしの科学的な見識によって全て否定されたんですのよ」

「それはそうかも知れないが、キミもボクもサイキックではないよね。でも今回の被害者は二人とも予知能力があるっていう感じだよね。だからボクらの常識の範囲内で考えられる可能性だけでなくて、彼らだけが知っているような可能性も考慮すべきだと思うんだよね」

モオルダアが何を言いたいのかスケアリーには解らなかったが、モオルダアはそんな事は気にせずにパスタを食べ始めた。一口食べた後に話が続くのかと思ってスケアリーは黙ってモオルダアを見ていたが、モオルダアは黙ったままパスタを食べ続けている。

「ちょいと、モオルダア。なんで今頃そんなものを食べているんですの？」

時刻は午後４時半。小腹の空く時間ではあったが、この時間に食べる量としてはモオルダアの食べているパスタはちょっと多すぎる気がする。

「予知能力者の事を知るには、まずその人になりきらないといけないんだよね。ボクの知っている予知能力者は中途半端な時間にパスタを茹でていたんだよ」

スケアリーはいろいろと疑問に思ったのだが、何をどう聞いて良いのか解らなかったので言葉を詰まらせてしまった。一度に大量の疑問がわいてくると、それが頭脳回路の中で大渋滞を起こしてしまうような、そんな感じがする。スケアリーは一度落ち着いてから一番最初に渋滞を抜け出してきた言葉をモオルダアにぶつけてみた。

「パスタを茹でる時間に中途半端も何もないと思いますわよ」

そう言われると、モオルダアは食べるのをやめてスケアリーの方へ顔を上げた。口からはダラッとした感じでパスタが数本垂れ下がっている。

「でも二時半にパスタを茹でるのは中途半端だと思わないか？」

「あたくしだって、お休みの日にはそんなことをしますわよ。それだったら、あたくしもサイキックということになりますけれど。まさかあなたはこの時間にパスタを食べたら予知能力者になれるとか、そんなことを思っていないでしょうね？」

といわれても、モオルダアは明らかにそう思っていたとしか考えられない。

「いや…。なんていうか、冗談だけどね」

今さら冗談といっても、あまりにもウソなのだが。それを聞いたスケアリーが明らかに苛立ったような目でモオルダアを見るので、モオルダアは下を向いて黙ってパスタの残りを食べ始めた。

　スケアリーはあきれてものも言えないという状況になる前に、もう一つモオルダアに聞くことにした。

「それはそうと、火であぶったようなナイフで人を刺すことになにか意味があると思います？」

「何が？」

モオルダアは顔を上げてスケアリーの方を見た。また口からはパスタが半分垂れ下がっている。

「被害者の傷口は全て火傷を負ったような状態になっていたんですのよ」

それを聞くとモオルダアはしばらく黙り込んでいた。

「地獄の業火に焼かれたんだな」

モオルダアが半分つぶやくように言うと、またパスタを食べ始めた。

　スケアリーは今度こそあきれてものが言えなくなったので、また手元の資料へと視線を移した。それから、電気を消すと例のプロジェクターで新たな被害者の解剖写真を巨大スクリーンに映しだした。見るべきではないと解っていても、スクリーンに何かが写されると思わず見てしまう。モオルダアはスクリーンを見たことを後悔しながら、映っている血だらけの遺体と机の上のミートソースを何度か見比べてから、パスタを諦めてコンビニ袋の中に戻した。それから、今日これまでしてきた事を反省して席を立った。どうやら今回はどうしてもエグい写真とかをたくさん見ないといけないようだ。

「ちょいと、どこへ行くんですの？」

「二人目の被害者の事をもう少し調べることにするよ。彼から写真を買っていた出版社に行けば何か聞けるはずだし」

スケアリーはそれを聞いてどこか腑に落ちない感じがした。もうそんなことはとっくにやっていると思ったのだが。あれから何をしていたのかモオルダアに聞こうと思ったが、彼はそれを察知したのかどうか、さっさと部屋を出ていってしまった。



　モオルダアが出ていって数十分がたった時にスケアリーの携帯電話が鳴った。スケアリーは散らばった資料の下にある携帯電話を探して電話に出るとそれはモオルダアからだった。

「あのさ、思ったんだけど。レーザーメスとかってあるでしょ。ああいうのって考えられないかな？」

モオルダアが何を言いたいのか良く解らない。

「なんですのそれ？レーザーメスはありますわよ。手術で使われるやつですわね」

「そうなんだけど、そういうのの強力なヤツを使えば、遠くから人を刺すことが出来るとか」

スケアリーは思わず吹き出しそうになったのだが、モオルダアが真剣な感じなのでなんとかこらえた。モオルダアが言いたいのは、恐らくSF映画などに登場する光線銃のようなものだろう。

「モオルダア。もしそんなことが可能だとしても、レーザーによる傷はあんなふうにはならないんですのよ。あの遺体の傷跡はナイフか何かの刃物によるもで間違いないですし…フフッ」

説明していたスケアリーだったが、途中でこらえきれずに笑ってしまった。ちょっと悪いと思いながら口に手を当てたが、モオルダアはそのことはそれほど気にしていない感じだった。

「まあ、そうだよね。とにかく出版社に行ってくるけどね」

最初から自信がなかったような言い方で返事をすると、モオルダアは電話を切ってしまった。スケアリーはまた光線銃の話を思い出して、しばらくニヤニヤしながら笑いをこらえていた。

		
			9  古びた団地
		

		　大きな建物には時によって信じられないほどに寂しい場所が出来ることがある。そのスペースは設計ミスによって生まれたのか、それとも当初の計画とは裏腹に誰も人が寄りつかずにそうなったのかは知らない。この団地の敷地内にある中庭のような場所もそういう寂しいスペースの一つであった。

　団地の建物を挟んだ反対側は公道になっていて、夜になっても数分に一度は必ず人が通るのだが、この寂しいスペースには日が暮れるかなり前から人がいることは滅多にない。しかし、今日は珍しく夜になってもそこに人がいた。

　団地の一画にあるほとんど街灯も当たらないその暗い場所にいたのはミライガミだった。彼がなぜそこにいるのか、彼自身にも上手く説明が出来ないかも知れない。今のところ「ただなんとなく」とか「不確かな確信」という理由しか見付からないのだが、ミライガミにとってはそれだけでもここへ来るのに十分な理由ではあった。



　ミライガミはもう１時間ほどこの暗い場所で何かを待っていた。ポケットから携帯電話をとりだして時間を確認するとそろそろ夜の10時になろうとしていた。寒さのためか、或いは緊張なのか、携帯電話を持つ手が震えていたがミライガミはなるべくそこは意識しないようにして携帯電話をポケットの中にしまった。

　あと10分待って何もなければ帰ろう。ミライガミがそう思った時だった。彼の目の前に大きな黒い影が落ちてきた。それがドスンという音だったか、ドサッという音だったか形容できない音だったが、何かが落ちてきた時のその音はいつまでもミライガミの頭の中に残るであろう。そして、彼が今見ている目の前の光景も。

　ミライガミは慌ててカバンからビデオカメラを取りだして撮影を始めた。暗闇で撮影するためのライトに照らし出されたのは倒れている女性だった。手足や首が不自然に折れ曲がっているところを見ると、それはもうすでに遺体と呼んだ方が良いだろうか。その様子を見ればその人間がこの団地の屋上から落ちてきたのだとすぐに解る。

　ミライガミは興奮とも恐怖ともつかない妙な気持ちの高まりを感じながら遺体を撮影した。開いたままの目にはもう何も映ることはなさそうだったが、遠くでも近くでもない場所を見つめて固まっていた。その顔を撮影していると、頭部の下に出来た血溜まりが次第に広がっていくのが解った。

　ミライガミにはここまでが限界だった。彼の緊張が最高潮に達した時、恐怖に耐えられなくなってその場から走り去って行った。それは目の前の遺体から感じる恐怖だけではなく、それ以外のもっと得体の知れないものへの恐怖の方が大きかったのかも知れない。

		
			10  二日後・警察署
		

		　二人が惨殺された事件の捜査は特に進展しないまま二日が経った。なぜかと言うと、いくら考えても埒のあかない状態にウンザリしたスケアリーは気分転換と称してエステに行ったり、美容院に行ったりして二日を過ごしていたし、モオルダアは二人目の被害者から写真を買い取っていた出版社で恐ろしい遺体の写真を沢山見せられたために、気分が悪くなって二日間寝込んでいたのである。

　ペケファイル課の二人はさておき、警察の方でも捜査は続けられていたのだが、特にこれといった進展もなかったようだ。担当のM刑事は頭を抱えてしまうところだったが、警察はエフ・ビー・エルほどヒマではない。他にも沢山の事件が起きているため、M刑事は頭を抱えている場合ではなかったようだ。それよりも、あまり登場しないからイニシャルでいいや、と思ってM刑事のちゃんとした名前を考えなかった私はちょっと頭を抱えそうな感じだ。



　顔色の悪いモオルダアは警察署のM刑事の元を訪れた。M刑事はモオルダアが顔面蒼白なのを心配したが、それはこの事件を必死になって捜査している証拠だとも思った。

「どうですかモオルダア捜査官。なにか進展がありましたか？」

「どうにも難解な事件ですね。でも、こういう時には基本に戻るべきなんでですよ。人は時に目の前にある事実に気付かなかったりしますからね」

モオルダアが優秀な捜査官らしい（と彼が思っている）事を言うと、得意げな笑みをM刑事に向けた。微笑むとモオルダアの目の下に深い影が出来てさらに不健康な感じに見えたが、M刑事はそれを見て何か期待しても良いような、そんな感じがした。

「最初の被害者、サキガ刑事だけど。彼にはだれか情報を提供してくれるようなそんな人はいたんですか？いわゆるタレコミ屋ってヤツですが」

モオルダアが言うのを聞いてM刑事は少しガッカリした。事件から二日も経って今さらサキガ刑事の事を聞きに来るとは。

「そりゃ、いろんなところから情報を集めますからねえ。でも、サキガに関係している人物は全員調べましたし、特に怪しいところもありませんでしたが。それが何か？」

「ボクの考えでは、今回の二人の被害者が予知能力者だっていうのは間違っていると思うんですが」

「私どもも、二人が予知能力者とは断定していませんし、そんな能力があるという前提で捜査はしてないですが。でもサキガ刑事は、なんというか我々には理解できないような勘というか、洞察力というのか。そういうものを持っているような人間で…」

「でも、イロイロと秘密情報を教えてくれる第三者がいたら、それは間違いですよね」

「でも、そんな人物の事は何も聞いていませんし。いたとしても、それを我々に教えない理由が解りません。私がサキガを買い被っているのかも知れませんが、彼は裏でコソコソするような人間ではなかったですが」

「ボクが出版社で聞いたところによると、少なくとも二人目の被害者には情報を教えてくれる人間がいたという話でしたが。それがどこのどういう人間かは話さなかったそうですけどね。とにかくその人間がいつどこで事件が起きるのか教えてくれるということでしたよ」

M刑事はここで少し顔色を変えた。

「それは、その男が事件を起こしているって事じゃないのか？いや、そうじゃなくて正確にはそいつが裏で糸を引いて、誰かに事件を起こさせて、そいつをサキガが捕まえていたということにもなるな」

「現実的に考えればそうですね」

「現実的にって…。それ以外には何かあるのかね？なにか都合が悪くなって二人を殺したに違いないだろ。どうやってやったのかは知らないが、それ以外には考えられないだろ」

M刑事が意外と単純なのでモオルダアはちょっとやりづらくなりそうだったが、今度はモオルダアがM刑事を困らせるような事を言い始めた。

「そう考えることも出来ますけど。その人間がもしも我々には見えない存在だとしたら、ということですけど。サキガ刑事がその人間について何も話さなかったのもそこに関係があるんじゃないですか？」

「何を言ってるんだね？」

「真面目な刑事がいきなり見えない人間から情報を提供されているなんて誰にも言い出せないですし。それに、なによりも、二人目の被害者の撮影したあの見えない加害者の写真がそのことを物語っていませんか？」

反論の余地があるのかどうか解らなかったが、M刑事は自分にこれ以上モオルダアの話をまじめに聞く気力がなくなっているように感じた。エフ・ビー・エルにはエフ・ビー・エルの。警察には警察のやり方がある。M刑事は仕方なく納得したようなそぶりでうなずいた。

　M刑事があまり取り合ってくれない感じなので、モオルダアはとりあえずサキガ刑事の担当した事件の資料を見せてもらえるようにM刑事に頼んだ。ここに来たのはそれが目的だったのだし。

		
			11  警察署の一室
		

		　モオルダアがM刑事から渡された資料の山をかき分けているところへ、スッキリしてツルツルしたスケアリーが入ってきた。どうやらスケアリーの行っているエステはそうとう良いところらしい。それはどうでもいいのだが、部屋に入ってきたスケアリーにモオルダアが気付いた。

「ああ、ちょうど良いところに来たね」

机の上の資料の山を見るとそれはモオルダアにとっては「ちょうど良いところ」で、スケアリーにとっては「良くないところ」だというのは明らかだった。スケアリーは面倒な事になったと思ったのだが、二日間ほとんどサボってリフレッシュしていたし、モオルダアの顔色が病人のようなのが気になったので手伝うことにした。

「それで、何をやっているんですの？M刑事にあなたがここにいると聞いてやって来たのですけれど」

「このサキガ刑事の担当した事件の資料とボクが出版社から借りてきた第二の被害者の撮った写真から、二人に共通する第三の人物を探すんだよ」

そう言われてスケアリーは改めて机の上の資料の山を見た。

「それって、途方もない作業じゃありませんこと？ヒントとか何かないんですの？」

「ないこともないけどねえ。とにかくここは根気を入れてやらないとダメなんだよ」

スケアリーはやっぱり帰りたくなった。



　サキガ刑事の資料の中には事件に関わった人間の名前や顔写真などがあった。それから第二の被害者の撮った写真はすでに生きていない人間がほとんどだったが、中には周囲に集まった野次馬の写っている写真もある。二人に共通するものを探すのなら、この遺体の写った写真の中にサキガ刑事の担当した事件があれば、そこにヒントがある可能性は大いにある。写真の中には事件だけでなく、事故によるものもあるので、そういうものを省いていくと調べる範囲はかなり狭まってきた。それでもまだ数百枚の写真が残っている。

　写真の撮影された日付と警察の資料に書かれている日付を見比べながら、何かの手掛かりを探していた二人だったが、そういう作業を続けていると、いつの間にか動いているのは手だけになっていて、頭では全然関係のない事を考えていることがある。そんな中でモオルダアは「関係ないけど重大なこと」に気付いてしまった。

「どうでもいいけどさ。この二人目の被害者ってなんて名前なの？」

モオルダアが言うとスケアリーが驚いたような感じで彼を見た。

「あなた、何を言っているんですの？被害者の名前も解らないで、どうして今まで捜査ができたって言うの？被害者の名前は…。この被害者は…」

なぜかスケアリーまで被害者の名前を知らないようだ。

　そうなのである。本来この話はこの名前の付けられていない被害者が殺害される場面から始まる予定だった。そして、途中までそのとおりに書かれて、そこで被害者の名前もどのような人間なのかも詳しく説明されていたのだ。しかし、そこから始めると、話が盛り上がらないのではないか？と思った私が冒頭の部分を全部削除して書き直したから、名前が書かれないままここまで話が進んでしまっているのである。

　問題は、私自身も第二の被害者に付けた名前を忘れている事である。ただし第二の被害者の名前がそれほど重要か？という事を考えるとそうでもないので、この先も第二の被害者は「第二の被害者」と呼ぶことにしよう。



　おかしな事を考えている間に、モオルダアもスケアリーも手にしている写真や資料をなんとなくめくっているだけになっていた。そんな事ではいつまで経っても捜査が進展しないとも思われる。しかし、人間の記憶力は不思議なもので、スケアリーは資料の写真を見てなんとも言えない違和感を覚え始めた。

　スケアリーはその一枚の写真を束の中から分けて別の場所に置くと、すでに調べた資料をもう一度めくり始めた。

「何かあったの？」

モオルダアが聞くと、スケアリーは資料から目を離さずに「黙っていなさい」とだけ答えた。ひらめきというか、直感というか、そういうボンヤリとしながらも重要で意味があるようなものが頭の中に見えてきた時には何も聞かれたくないものだ。

　モオルダアもそこを解っていたのか、或いはただスケアリーに怒られるのが恐かったのか、黙って彼女のすることを見ていた。すると、警察の資料をかなりめくった後に一枚の写真をスケアリーがとりだした。

「ちょいとモオルダア。これを見て」

スケアリーは片手に資料の中の写真を、もう片方の手に第二の被害者の撮影した写真を持ってモオルダアに見せた。

「これはどういう事だ？」

モオルダアが聞いたが、スケアリーに解るわけはない。

　二つの写真には同じ顔が写っていた。一枚は血だらけの遺体になった写真だったが、もう一枚の生きている時の写真と比べても同じ人間だという事がすぐにわかった。

「とにかく、少しだけ何かに近づいたということかな」

モオルダアの瞳はにわかに輝き始めたが、スケアリーはこういうモオルダアの表情を見るたびに面倒な話が始まるのではないかと心配になる。

　モオルダアがこの二枚の写真を見てどんな説明を始めるのか、と思っていたところにM刑事が入って来た。そして、これまでになく少し慌てた感じで二人に声をかけた。

「ちょっと来てもらえませんかね。もしかすると、何か関係があるかも知れない」

少し慌てていたので、M刑事がなんのことを言っているのか二人には解らなかったが、とにかくM刑事が慌てるほどなのだから何かあるに違いない、と思って二人はM刑事について部屋を出た。

		
			12  取調室
		

		　取調室にはミライガミがうつむいて座っていたが、モオルダアとスケアリーが入ってくると顔を上げて、ふてくされたような、或いは何かを言いたそうな、或いは眠そうな感じのそんな細い目をメガネのレンズを通して二人に向けた。二人はこの特に凶悪犯でもなさそうな、おっとりとして小太りのミライガミがどうしてこのような取調室に居るのか少し疑問に思っていた。

「もしかすると、考えすぎという事かも知れないんですけどね。でも、もしかするとということもありますから。ですから部下にもそういうところで怪しいところがあったら注意するように、と伝えてあったのですけどね」

M刑事が説明を始めたが、まだ何を言っているのか全然解らなかった。

「この方はどうしてここにいるんですの？」

たまりかねてスケアリーが聞き直した。

「それなんですけどね。まあ、殺人事件なんてのはしょっちゅう起こるものではないですが、交通事故やら、最近の不景気で自殺者も増えてますから、そんな事で我々も大忙しなんですが、ここ数日に起きた死亡事故や何かの現場に行くと必ず彼が先にいて、ビデオカメラで現場を撮影してたってことでしてね」

やっとM刑事の言いたいことが解ってきた。スケアリーは、もう少し解りやすく説明できないものかしら？と思っていたのだが、そういうことはあまり表情に出さないように努めていた。

「つまり彼が予知能力を使って事故の現場に先回りしていたという事ですね」

モオルダアが聞くとM刑事は認めたくないながらも黙って頷いた。一方でミライガミはモオルダアの言葉に反応して一瞬だけモオルダアに鋭い視線を向けて、また元どおりの瞳で机の上に視線を戻した。

「キミ、名前は？」

「ミライガミ・エタゾウです」

モオルダアが聞くと代わりにM刑事が答えた。ミライガミは黙って机の上を見たままである。

「キミは、ボクやここにいる人達を最初にみた時に、ボクらが死んでいる姿が見えたりしたか？」

モオルダアに言われると、ミライガミは一度ゆっくりモオルダアの方を見ただけで何も言わなかった。

「だとすると、キミは夢や瞑想によって未来を知るタイプだということだね。それにしては、キミはなんというかアレだよね。雰囲気がないというか…」

「ちょいとモオルダア！」

モオルダアが話を怪しい方向へ持っていこうとするのでスケアリーが慌てて止めに入った。

「それよりも、あなたがどうして事故の現場にいたのか教えてもらわないといけませんわね。いくら偶然が重なっても、死亡事故の現場に何度も居合わせるなんて事はあり得ませんわ」

ミライガミはうつむいて黙ったままだった。

「納得のいく説明が出来ないのなら、あなたに何か容疑がかかるかも知れませんわよ。もしも、あなたの仕組んだ何かのいたずらによって事故が起きて人が亡くなったというのなら、殺人ではないにしろそれなりの罪になるんですのよ」

ミライガミは少し動揺したようで、一度スケアリーの方を見て何かを言いかけたのだが、思いとどまってまたうつむいてしまった。しばらく微妙な沈黙が続いたあとにM刑事が口を開いた。

「一体、あんな事故現場を撮影してどうするつもりだったんだね？」

沈黙を嫌ったM刑事が適当に聞いたことだったのだが、ミライガミにとってはいい質問だったようで、この質問にはちゃんと答えた。

「エンターテイメントです。ドキュメンタリーです。次世代の！」

「ああ、そういえばキミは映像作家という事だったね。それで、死んでいる人間の映像を集めて何を作る気だったんだ？そんなものはウケるかも知れないが、なかなか売るのは難しいだろう？」

そう言われても、これまでカラスや猫や酔っ払いのケンカを撮影してきたミライガミには答えられなかった。代わりにモオルダアが答えた。

「そんなことはありませんよ。問題があるかどうかに関わらず、そういうものを見たい人は沢山いますしね。そういうものを撮影するために人を殺したら、それは犯罪ですけど。ただ偶然カメラに収められたそういったシーンというのは普通にテレビでだって放送されてますからね。最近ではあまりに酷いものは放送されませんが、昔ボクが見た衝撃映像特集はホントに恐くて…」

「そんなことはどうでもいいですわ！」

スケアリーが割って入ったので、モオルダアは余計な思い出話をやめて話を元に戻した。

「それでキミは、事故や自殺がどこで起こるのか、誰から教えてもらうんだ？ボクの考えでは、キミがそういう現場に先回りできるような能力を持つようになったのはつい最近の事だと思うんだけどね。しかも、それはキミ自身の能力というよりも、誰かの力を借りているはずなんだ。どう考えてもキミにはそういう雰囲気が…」

そこまでいうと、ミライガミが突然モオルダアを睨みつけた。モオルダアは一瞬ビビッたのだが、ミライガミがそれほど人を威圧したり脅したりすることを得意とする人間ではないようで、モオルダアはすぐに我に返ることができた。

「ボクには才能があるんです。そうです。未来が見えるんです」

ミライガミはモオルダアを睨みつけたまま言ったが、ミライガミの様子からモオルダアはこの男が自分に対してちょっとビビっていると思って多少の余裕を感じていた。

「そう思うのはかまわないけどね。でもそのうちキミが体中をナイフで刺されて殺される未来を知るかも知れないんだぞ。そんなことになる前に本当のところを話したほうが良いと思うんだけどね」

横で聞いていたスケアリーとM刑事はワケが解らなくなって揃ってモオルダアの方を見た。モオルダアはそんなところは気にしていない感じで、カバンの中に持っていた写真をミライガミに見せた。

　それを見たミライガミは「ウワァ！」という悲鳴をあげて椅子ごと後ろに退くと押さえきれない恐怖に震え始めたようだった。スケアリーとM刑事はモオルダアに向けていた視線をミライガミの方へ移した後に、お互いの「良く解らない」という表情を見合っていた。写真は先程スケアリーが資料の中に発見したものだった。

		
			13  FBLビルディング・ペケファイル課の部屋
		

		　モオルダアとスケアリーはペケファイル課の部屋に戻ってきたが、ここに戻る途中に何が何なのか良く解らない感じのスケアリーは、モオルダアが何かに気付いておかしな理論を頭の中で構築しているような、そんな雰囲気なのが気に入らなかった。

　ミライガミは、特に拘留しておく理由がないということで家に帰されたのだが、警察署を出る前に彼の連絡先を聞き、ペケファイル課の二人の連絡先も彼に知らせておいた。取調室で昔の事件の被害者の写真を見て飛び上がるほど驚いたミライガミが何も知らないわけはないのだし。

「一体どういう事ですの？」

部屋に戻るなりスケアリーが苛ついた感じでモオルダアに聞いた。ペケファイル課で何かを捜査をしている間の彼女は大抵の場合苛ついている感じなのだが、今回は明らかに自分の理解を超えたところで捜査が進行していることに対する苛立ちのようだ。

「どうしてミライガミはあの写真を見てあんなに脅えていたというんですの？」

「さあ。でもボクが調べたところによると、第二の被害者は誰かから情報を提供されて事件や事故が起きるのを知ったということだし、サキガ刑事も同じ誰かから情報を提供されていたと思うんだよね。そしてその誰かは今ではミライガミに未来の事件や事故を教えてるんだと思うんだけど」

「それが、あの写真に写っていた被害者だって言うの？でもあの方はもう亡くなっているんですのよ」

「そうだけど。でも死人なら監視カメラに映らずにマンションの部屋に侵入できるしね。とにかくあの写真に写っていた被害者についてもっと調べるべきなんだと思うけど」

スケアリーは死人が人を殺すなんて話は信じなかったのが、サキガ刑事の担当した事件の資料と第二の被害者の撮影した写真の両方に写ってた被害者は、この事件に何らかの関係があるに違いないとは思っていた。なので、ここは幽霊の話みたいなことをするモオルダアと言い争っているより、あの写真の被害者について調べるべきだと思って黙って頷いた。

　二人があの写真の被害者について調べようとして、また資料を机の上に取り出した時モオルダアの携帯電話が鳴り出した。

「もしもしモオルダアだ。…そうか。それは興味深い話だな。…うむ。今すぐそちらに向かうからキミはその場で待機していてくれたまえ」

スケアリーはモオルダアがなんでそんな風に気取った話し方をするのか疑問に思ってしまったが、そこは考えても意味がないことだと思って気にしないことにした。

「誰なんですの？」

「ミライガミくんからだよ。これから事件か事故か起こるかも知れないみたいだぜ」

そう言ってモオルダアは部屋を出ていってしまった。

「ちょいと、モオルダア!?」

唖然とした感じのスケアリーは「だぜ」って何なんですの？と思いながらモオルダアの出ていった扉の方に向かって言ったが、すでにモオルダアはそれが聞こえないところまで歩いていたようだった。

　スケアリーは仕方なく例の写真の被害者について調べる事にした。すると間もなく、ペケファイル課の部屋の電話が鳴り出した。

		
			14  都心部のどこかの交差点付近
		

		　モオルダアの立っている場所の右側にある信号が青になるとアッチからコッチへ、コッチからアッチへと人間が大量に移動し、それが終わって左側の信号が青になるとソッチからコッチへ、コッチからソッチへとまた大量の人間が移動する。モオルダアは先程からずっとミライガミを探しているのだが、この人混みではなかなか見付かりそうにない。

　モオルダアが人をよけながらミライガミを探してうろついていると、スケアリーから電話がかかってきた。

「ちょいとモオルダア。一体何をやっているんですの？例の被害者の事を調べもしないで」

「それよりもこっちが大事な感じだからね。それで、あの被害者について何か解ったの？」

「それが少しヘンなんですのよ。あの被害者の名前は合田達蔵（アイダ・タツゾウ）といって、警官をやめた後に報道写真家になっているんですのよ」

「それは解りやすく二人の被害者に関係していそうだね」

「そうなんですのよ。アイダの勤務先などを考えると確実に二人の共通の知り合いという事になるはずなんですのよ」

「それなら、ミライガミはどうなんだ？彼とアイダに何かつながりは？」

「それはあなたが調べたらどうなんですの？それよりも、あたくしカスカニという方から気になる事を電話で聞いたので、そちらに向かっていますから。あたくしが行くまでヘンな事をしてはいけませんわよ。もうすぐ着きますから」

「なんで？」

「なんでも良いからそうするんですのよ！」

何故かつて預言者として知られたカスカニがスケアリーに電話するのか？良く解らなくなっていたがモオルダアは携帯電話をポケットの中にしまうと再びミライガミを探し始めた。

　ミライガミが言うには、この交差点で事故が起こるというのだ。これだけ人がいればいつ事故が起きてもおかしくはない場所ではあるのだが、こういう場所に限って事故はあまり起きない。逆に事故が起きないような場所で、人が油断している時の方が事故が起きやすいのかも知れない。モオルダアがそうやってどうでもいいことを考えていると背後から声をかけられた。

　そこにいたのはM刑事だった。

「モオルダアさん。あなたも彼から？」

「そうなんですよ。事故が起きるって言うから。それにしてもあなたは結構多く登場しますね」

M刑事はモオルダアが何を言っているのか良く解らなかったが、私は開き直ってM刑事を沢山登場させてしまっています。

「それで、彼は見付かりましたか？」

「いや、さっきから探してるんですけど、この人混みじゃあね…」

「まさか我々をからかっているとか、そんなことはないですよね？」

「いや、彼はそんなことはしないと思いますけどね」

モオルダアはミライガミの事を悪い人間だとは思っていないようだった。そんなことを話していると二人を見付けたミライガミが近づいてきた。

「ハァ…ハァ…。やっと見付かりました」

ミライガミはモオルダア達を見付けるためにそうとう歩き回ったらしく寒空の下に似合わない汗を額に流しながら言った。

「キミ、一体どうしたって言うんだね？ホントにここで事故が起こるんだろうな？」

「ハァ…ハァ…。それは解りません。でも、ボクはもう嫌なんですよ。人が目の前で死んだりするところなんて、もう見たくないんです。ハァ…ハァ…。だからこうしてあなた達に連絡をして…」

「事故が起こることを我々に知らせると、キミが人を死ぬところを見なくて済む、っていうのはどういう事だ？」

M刑事が聞いたが、モオルダアも確かにそのとおりだと思っていた。

「それは知りません。でもボクの知ったことを人に知らせれば、こんな恐ろしいことはもう終わると思って」

「恐ろしいとは、どういうこと？キミに未来を教えてくれる男は、キミに事件や事故を目撃することを強要しているのか？キミはまだ何も言っていないけど、キミは誰かに未来に起こることを教えてもらっているんでしょ？」

モオルダアが言うとM刑事はちょっとヘンな顔でモオルダアを見た。ミライガミは困ったような感じでしばらく黙ってしまった。

「モオルダアさんはあの男の事を知っているんですか？」

ミライガミはどうして未来を知ることが出来たのか白状する気になったらしい。

「ボクは優秀な捜査官なんだ。だから大抵の事は知ってるんだよ」

それはウソである。

「始めは夢だと思っていたんですよ。いや、本当に夢だったのかも知れませんが。あの男が現れて教えてくれたんです。ボクがそういうことに興味を持っていたのをあの男が知っていたのか知りませんが」

「ちなみに、あの男の名前はアイダというんだよ」

モオルダアが余計な事を言ったためにM刑事が話しに入ってきてしまった。

「アイダってもしかして、警官だったアイダですか?!」

「そうですけど。それがなにか？」

「いやぁ、別に。どうでもいいんだが」

どう考えても「どうでもいい」とは思えない様子のM刑事。

「そうだ、あなたも刑事なんだからアイダの事は知ってるんじゃないですか？」

「いや、私はアイダが警官をやめてからこっちに来たんで。でも、そのアイダって言うのはいろいろとヘンな噂のある人でね。まあ、警官をやめて写真家になったあげく、事件に巻き込まれたりで、そんな感じならヘンな噂も…」

M刑事はアイダに関する噂話を冗談半分に話し始めていたが、モオルダアにはその言葉は少しも届いていないようだった。

「ちょっと、モオルダアさん？」

モオルダアはM刑事の声には反応せずに通りの反対側の歩道の方を凝視していた。ミライガミもモオルダアの様子に気付いて彼の見ている方を見た。そして何かに気付いて「アッ！」という声をあげた。

　その声に反応したのかどうかは解らないが、モオルダアは急に走り出して交差点に飛び出した。モオルダアが渡ろうとしている信号は赤信号だった。モオルダアが飛び出した後には、急ブレーキをかけてタイヤのきしむ甲高い音がビルの谷間に響き渡った。

		
			15  都心部のどこか（さっきの続き）
		

		　奇跡的とはこういう事を言うのだろうか。M刑事とミライガミは目の前で次々に停車する車を見ながらそう思っていた。モオルダアは赤信号を無視して行き交う自動車の中へ飛び出していったが、車にぶつかることなく通りの反対側まで辿り着いた。途中何度もモオルダアのスレスレのところを車が通りすぎて、それを見ていた歩行者から悲鳴が上がったのだが、モオルダアが無事に道路を渡りきった今、この交差点はいつもどおりの人混みでざわついた交差点に戻っていた。

　M刑事とミライガミはしばらく放心状態でモオルダアの走っていった後を眺めていたが互いに目を合わせるとモオルダアの後を追った。もちろん、信号が青になってからだが。

「まさかと思うが、キミが見たのはアレだったのか？」

「はい」

二人ともモオルダアがなぜ突然走り出したのかはだいたい解っていたようだ。彼は道路の向こう側に誰かを見付けて追いかけて行ったに違いないのだ。そしてその人間はアイダとそっくりな顔をしていた。或いはアイダ本人かも知れないが、二人はあまりそう思いたくはなかっただろう。死んだ人間は交差点の反対側で信号を待っていたりはしないから。



　モオルダアは自分が奇跡的に道路を渡りきったということには少しも気付いていない様子で、必死になってさっき見た人物を追いかけていた。アイダらしき人物はモオルダアに追われてしばらく走った後にとあるビルに入っていった。

　アイダらしき人物に続いてモオルダアがビルに入ると、奥にある階段へ続く扉の中に入っていくアイダらしき人物の姿が見えた。ビルの中にいた数人の会社員達は、いきなり慌ただしい事になっていて驚いているようなので、モオルダアはエフ・ビー・エルの身分証を掲げながら入っていったが、そうしたところでそれは中にいた人達の不信感を煽るだけだった。

　階段のところに来ると数階上から人が走って登っていく音が聞こえてきた。どこへ逃げようとしているのか知らないが、もう袋のネズミといった状態である。モオルダアは上から聞こえてくる足音を追いかけて階段を登っていった。

　ビルは10階まであるかどうかという高さだった。ただし一階から最上階まで一気に階段で登るのは普通の人間にとってはしんどいことだ。モオルダアも五階辺りで息が上がってきたが、重要人物を目の前にして多少興奮状態のために止まらずに追いかけることが出来た。こういうビルの狭い階段は手摺りを上手く利用して両手の力も使えばけっこう楽に登れるのだ。モオルダアはFBLビルディングの階段でこの「楽に階段を昇る方法」をあみ出していた。（どうでも良いことだが、シーズン１の時にはFBLビルディングにエレベーターがなかったので職員は階段か屋外の窓ふき用のゴンドラを使って各階を移動していた。）

　モオルダアはアイダらしき人物を追いかけて最上階を通り過ぎて屋上まで登ってきた。屋上に出るためのドアが勢いよく開けられて、一度開ききってから反動でゆっくり閉まろうとしているところだった。アイダのような人物はもうすぐ目の前にいるようだ。モオルダアは息をするのにかなり苦しそうにしていたが、今こそ優秀な捜査官として活躍する時でもあった。彼は胸のところのホルスターからいつものモデルガンを取りだして屋上に出た。

「動くな！」

モオルダアがモデルガンを向けた先にはアイダのような人物の背中が見えていた。その人物はモオルダアに言われたとおり逃げるのをやめてそこに立ち止まった。

「両手を挙げて、ゆっくりこちらに向くんだ」

息が上がって声が途切れそうなところもあったのだが、ここまでは完璧な「優秀な捜査官」になっている。アイダのような人物もモオルダアに言われたとおりに両手を挙げた。それから、体の向きは変えずに顔だけをモオルダアの方に向けた。

　モオルダアはその顔を見ると、背筋に気味の悪いものを感じてゾクッとしてしまった。その人物はアイダに違いなかった。ほとんどネズミ色といっても良いほどに生気のない死人の顔に大きめの目をギラギラさせながら、モオルダアを見て幽かに微笑んだようだった。

　モオルダアが一瞬ひるんだその時に、アイダはまた走り出した。この屋上からどこへ逃げるのか？とモオルダアは思ったのだが、アイダはさほど高くない柵を乗り越えるとそこからジャンプした。それを見たモオルダアは「ヘッ!?」という声をあげてしまい、せっかくこれまで「優秀な捜査官」っぽいことになっていたのが台無しだ、と思いながら慌ててアイダの乗り越えた柵の方へと走っていった。

　そこから見えたのは、このビルよりも少し背の低い隣のビルだ。そこからアイダはまた不気味な瞳で微笑むようにモオルダアを見つめていた。ここでアイダを逃がすわけにはいかない。さっきまで走り回ってテンションが上がっていることも手伝って、モオルダアは思い切った行動に出た。

　アイダがやったのと同じように、柵を乗り越えるとそこからジャンプしたのだ。この時にモオルダアが一度でもビルの遙か下に見える地面を見ていたら大変なことになっていたかも知れないのだが、幸いにも今のモオルダアにはアイダしか見えていなかった。

　隣のビルに飛び移ったモオルダアだったが、さっきのビルから２メートル以上の高さを落ちてきたので、屋上に着地した時にはそうとうの衝撃があったようだ。普段はほとんど味わうことのない衝撃にモオルダアの頭はしばし混乱状態にあったのだが、すぐに我に返るとアイダの姿を探した。

　このビルはさっきのビルと違って屋上に簡単に人が出られるような作りになっていないようだ。それで、物が置かれていることもなく、貯水タンクといくつかの換気用のパイプのようなものを除けば何もない。アイダは確かにここにいたのだが、一体どこに隠れたのだろう？もうこのビルからは飛び移れそうな場所は他にないし。

　そんなことを考えてモオルダアは辺りを見回したのだが、その時になってようやく自分がどんなに危険な事をしていたのかに気がついた。そして、自分が柵のない屋上にいて、しかもちょっと覗き込めばビルの下の道路が見えるほど端に立っていることも解った。そして、そこから下を見てしまったらもうオシマイである。

　モオルダアは体の中心から全ての力が抜けていくような、或いは全ての血液が氷水になってしまったような、というか、何と表現すれば良いのか解らない高い場所に独特の、あの恐怖感でいっぱいになっていた。

「ヤバい…ヤバい…」

自分を落ち着かせようと精一杯の努力をして何かを口にしたのだが「ヤバい…」じゃあまり効果はなかった。恐怖心は人に普段以上の能力を発揮させる時もあれば、全ての能力を奪ってしまうこともある。さっきビルの間を飛び越えたモオルダアの行動は前者で、今のモオルダアが後者ということになるのだろうか。

　モオルダアはまったく身動きがとれなくなっていた。少し屋上の中心に向かって移動すれば今よりも安全になるのだが、足を動かそうとするとなぜか意志とは反対に動きそうな気がして動けないのである。それよりも、モオルダアの意志とは反対にモオルダアはどうしてもビルの下を覗き込みたくなっていた。どうしてそうなるのか知らないが、パニックに陥った人間の行動に理由はないのかも知れない。

　10階ぐらいの高さだが、ここから落ちたら命がないことぐらい誰にでもわかる。だから高いところは誰でも少しは恐いと思うのだが、これがモオルダアほどの高所恐怖症となると、その恐怖は収集がつかないものになる。

　モオルダアはそうするべきではないと思いながら、ビルの下を覗き込んでしまった。遥か下の方に道路のアスファルトが見える。そこを小さな人間達が行き来している。なぜか吸い込まれる気分。誰かが自分を引っぱっているような気もするし、自ら下の方に移動していくような気もする。モオルダアは汗で塗れた両手を握りしめながら、何か手摺りのような物があればどれだけ助けになるか、と思っていた。しかし、そこには掴まるものは何もない。「こんな危険な屋上はもう二度と作らせるべきではない」と、いつか訴えてやろうと思いながら、モオルダアの体は次第に遥かに下方の地面の方へと傾いていった。「もしかして、あそこの交差点で起きる事故ってボクが落ちるって事だったのか？」それが最後にモオルダアの思ったことだとしたら、あまりにも悲しかっただろう。



「ちょいと、モオルダア！」

屋上の端っこでバランスを崩して落ちそうになっているモルダアの上着の背中をスケアリーが掴んだ。

「ぁぁぁ…」

屋上から転落せずに済んだモオルダアは振り返ると悲鳴なのか何なのか良く解らない声を発した。そしてそのまま放っておいたら子供のように泣き出しそうな感じで目に涙をいっぱいに溜めていた。

「一体なんだって言うんですの？」

モオルダアの泣きそうな顔を見ていたらスケアリーも何とも言えない恐ろしさを感じて不安な表情をモオルダアに向けていた。見たことのないそのスケアリーの表情に、なぜかモオルダアはわずかながら自分を取り戻すことが出来た。

「なんでキミがここにいるんだ？」

まだスケアリーに背中を掴まれているままのヘンな態勢でモオルダアが言った。スケアリーはそのままモオルダアを引っぱって屋上の真ん中辺まで連れてきた。

「それはどうでも良いんですのよ！」

「そんなふうには思えないけどね」

簡単に落ちない場所に連れてこられたモオルダアはやっと冷静に話せるようになった。しかしスケアリーの表情はいつもと違うままだった。

「どうしてキミはボクがここにいると解ったんだ？」

「だから、さっき電話で言ったでございましょ？あたくしが到着するまで何もするなって」

「そうだけど、アイダがいたんだよ。それで何もしないわけにはいかないしね。でもボクはキミに助けられたのかな？」

「助けたのはあたくしじゃありませんわ。さっきも言ったようにカスカニという予言者が言ったからですのよ」

「ホントに?!」

モオルダアはそれを聞いて納得したようなしないようなおかしな感じだった。カスカニの予知能力を本当にスケアリーが信じたのだろうか？

「キミがカスカニさんの言うことを信じてここに来たというのは何というか…」

「とにかく、あたくしのおかげであなたはここから落ちないで済んだのですから、それで良いんですのよ！」

スケアリーがいつもの恐い顔に戻ったので、モオルダアはそれ以上聞けなくなってしまった。



　二人が屋上のハッチからビルの中に入ろうとすると、隣のビルの屋上からM刑事に呼び止められた。

「あれ？いったいどういう事ですか？あの人はどうなりました？」

そういえばアイダはどこに行ったのだろうか？モオルダアは疑問に思ったのだが、ここから隣のビルに向かって説明するのは面倒なので一度体勢を立て直すことにした。

		
			16  さっきのビルの最上階
		

		　何がどのように事件なのか解らない感じではあったが、さっきアイダが消えたビルの屋上は事件現場ということになって数人の警官がやって来ていた。やって来た警官も何をすれば良いのか解らないようだったが、屋上をくまなく探してアイダがいないことを確認すると屋上から降りて帰っていった。



「するとあなた達は三人ともアイダの姿をみたという事ですのね」

「ええ、まあ。でも我々二人は遠くから見ただけなので、ホントにアイダだったかどうかはわからんのです」

M刑事がスケアリーに説明した。この後のことはモオルダアが話すのだろうと思っていたがモオルダアは黙って何かを考えているようだった。彼の少女的第六感が彼に伝えようとしている何かの答えを探しているようでもあった。

「それにしてもおかしいですわ。本当にアイダがこのビルの屋上にいたのなら、あそこの整備用ハッチから中に入る以外に行く場所はないでございましょ？最初にいたビル以外は他に飛び移れるようなビルもありませんし。それにあたくしがあのハッチから外に出たのも、アイダがこのビルに飛び移ったのと同じ頃のはずですし」

スケアリーがいうとM刑事は黙って頷いていた。ミライガミもここにいたが、彼は捜査をしている人間ではないのでM刑事のようにうなずいて良いのか解らずにじっとしていたが、心の中では同様に頷いていた。

「普通の人間なら無理だけどね」

まともな考え方が行き詰まると、モオルダアのような人間が口を開く。スケアリー達にはモオルダアの言いたいことは良く解っていた。

「確かに、アイダはすでに亡くなっていますわね。でもあたくし達が一度も会ったことのない人ですのよ。少し似ている人なら間違えるかも知れませんわ」

「その、アイダにそっくりな人間はビルの屋上から忽然と姿を消すことが出来る能力があるっていうの？」

「それは知りませんわよ。あたくしはあなたの言うような幽霊話みたいなのはバカげていると思っているだけですのよ」

スケアリーがちょっと苛立ってきたようなのでモオルダアはスケアリーに反論せずにミライガミに話しかけた。

「ミライガミくん。キミはどう思ってる？ボクの考えではキミはアイダから未来に起きる事件や事故のことを教えてもらっていたはずだけど？」

ミライガミは頷いたが、それはモオルダアの言っていることを完全に肯定している感じではなかった。

「確かに、そんな気はするんですけど。彼がボクに話している間にボクが起きている状態かどうか解らないんです。それは夢か現実か解らない状態ですし」

「でもキミがさっき交差点で見たのは夢じゃないよね」

「そうですが…」

「ちょいとモオルダア！一体何が言いたいんですの？」

モオルダアとミライガミのやりとりを聞いてスケアリーはさらに苛ついたようだった。

「ここはアイダがいるのかいないのか？ということを考えずにボクの考えを聞いてくれないかな」

スケアリーはあまり気が進まなかったが、そうする以外に話を進める方法がなさそうなので聞くことにした。

「タクシーとかヒッチハイクの怪談話ってあるでしょ？客やヒッチハイカーを車に乗せると、その人がミョーに顔色が悪くて、なんかヘンだなぁ…って思ってるけど、特に気にしないで車を走らせる。運転しながら客とかヒッチハイカーに話しかけてみるんだけど、黙ったままで何だか気持ち悪いなぁ…って思いながら車を走らせる。そしてある場所をその車が通った時に、さっきまでいたはずの客とかヒッチハイカーの姿が突然消えてしまうとか。この先の話はタクシーかヒッチハイカーかで変わってくるんだけどね。ヒッチハイカーの場合はその場所のすぐ近くで以前に殺されたヒッチハイカーの遺体が見付かるとか。タクシーの場合は驚いた運転手が車を止めて外に出ると、すぐ近くで葬儀が行われていて、ふと目に入ってきた遺影はさっきまでタクシーに乗っていた客の顔と同じ…」

「ちょいと、モオルダア！」

スケアリーが突然大声を出したので話していたモオルダアが少しビビってしまったが、この手の話が苦手なスケアリーから今にもモオルダアに殴りかかって来そうな雰囲気を感じて、話をそらしすぎたことを少し反省した。

「つまりね、さっきまでいたはずの人の姿が見えなくなるというのには、何か理由があるはずなんだよね」

「それだったら、余計な話はしなくても良かったんじゃございませんこと？」

「まったくそのとおりだ」

スケアリーに賛同しているM刑事もモオルダアの話がちょっと恐かったのだろうか？

「それで、どんな理由があるっていうんですの？」

「そこなんだけどね…」

モオルダアは一度M刑事の方へ顔を向けた。

「M刑事。結局、今日あの交差点で事件や事故は起こってませんよね」

「まあ、そうだな。今のところ何の連絡もないがな。こんな事が起きて付近には警官もパトカーも増えてるから無茶な運転をするヤツも減るだろうしな」

「そうなんですよね。アイダは事件や事故が起きることをボクらに教えたんじゃないと思うんです。ミライガミくんを通じてボクらをここに連れてくることが目的だったんじゃないかとも思うんですけどね」

モオルダアはそういったが、それだけでは何のことだか解らずにスケアリーもM刑事も先の説明を期待しているようだった。どう説明したら伝わるのかモオルダアはちょっと考え込みそうだったが、ここでミライガミが良い具合に話に口を挟んできてくれた。

「でも、これまで彼はボクに実際に起きる事件や事故を教えてくれましたよ。ホントにそんなことが起きてボクは恐ろしくてたまらなかったんですけど」

これを聞いてモオルダアの少女的第六感が彼に伝えていた曖昧なヒントが明確になったような気がした。

「そうだね。きっとそこなんだと思うよ。ボクはキミを初めて見た時に、なんて雰囲気のない予知能力者なんだ、と思ったんだけどね。それだからこそ、アイダはキミを選んだんだよ。キミが人の死んでいる姿を撮影して作品を作ることに耐えられるほど卑怯で残酷な人間でないからこそ、キミが選ばれたんだ。アイダはキミがいつかボクらに情報をもらすことを解っていて、それでキミのところに来たんだよ。始めはボクらや警察にキミを近づけるために本当に事件や事故のことを教えていたけど、最終的にはボクらをここに呼び寄せるためにウソの未来を教えたんだ。だから今日はあの交差点で事件も事故も起きなかったんだよ」

モオルダアは盛り上がっていたが、他の三人はいまいち納得できない感じだった。

「仮にアイダが…なんていうか幽霊のような状態で現れたとしたなら、そんな遠回しなやり方じゃなくて直接私らの前に現れたらいいと思うんだが」

M刑事に言われるとモオルダアも「確かにそうかも知れない」と思ってしまいそうだったが、そう思えない理由もなくもなかった。

「でもM刑事は夢か現実かどうか解らない状況で未来の事件や事故の事を教えてもらっても信じますか？」

「ウーン…。それはわからないなぁ…」

モオルダアはこのM刑事の返事の仕方がちょっとカワイイとか思ってしまったが、そこを気にしても仕方がないので気にしないことにした。

「とにかく今回の一連の殺人事件とアイダとこのビルは何か関わりがあると思うんだよ」

一同、釈然としないながらもモオルダア言っていることがなんとなく正しいような気もしていた。とにかく、モオルダアの追いかけたアイダらしき人物が存在して、それが本当にアイダなのかというところが解らないと話にならない状態なのだからどうにもならない。

		
			17  まだ同じビル
		

		　モオルダアが曖昧すぎる理論を展開し始めてそれ以上話が進まない感じになってきたので、とりあえずM刑事は「警察のやり方」で捜査を進めるべく警察署に戻っていった。ミライガミはもう少しこの話に関わっていたい感じだったのだが、そろそろ彼の役割は終わっている感じもする。彼は「また何かあったら連絡します」と言って帰っていったが、その表情は少し寂しげだった。

　モオルダアは二人が帰った後にもう一度屋上を調べると言って整備用のハッチから屋上へと出た、スケアリーはそんなことに付き合うのは面倒だったのだが、先程モオルダアが屋上から落ちそうになっている光景を思い出すと心配になってモオルダアの後を追って屋上に出た。

「ここに何があるって言うんですの？」

モオルダアの後に屋上に出てきたスケアリーが聞いた。モオルダアは屋上の真ん中から辺りを見回していた。絶対にビルの下が見えるような端の方へは行かないという雰囲気だった。

「さあね。でもアイダは絶対にボクをここに連れてきたかったんだよ。ボクが追いかけている時だって、もっと速く走れば上手く逃げられたはずだし。それに、わざわざ逃げ場の少ない屋上に来ることもないしね」

「でも見てのとおり、この屋上には何もありませんわよ。もしかしてあの貯水タンクに何かあるとか言うのかしら？」

「そんな映画があった気がするけど、ここはマンションや団地の屋上じゃないからね。それに普通の人はこの屋上には出てこられないんでしょ。あのハッチは普段は鍵がかかってるはずだし」

「だったら、ここに何があるんですの？」

「さあね」

モオルダアは先程からずっと真ん中辺りからこの屋上を隅々まで眺めていたが、何か重要な手掛かりがあるような場所はどこにもなかった。それに、さっきは警官達がこの屋上をくまなく調べているのだし、おかしなところがあればそれに気付いていたに違いない。

　スケアリーはモオルダアのような重度の高所恐怖症ではないので、この屋上のあちこちを調べてまわっている。柵のない屋上の端の方を歩いているスケアリーの姿を見るだけで、モオルダアは足下から背中の方へとムズムズしたものが登ってくる嫌な感じを覚えていた。

　そんなムズムズに耐えかねたモオルダアは一度この屋上から目を離して少し遠くの方を眺めてみた。自分が高いところにいるということに変わりがないので、それほど簡単にムズムズはなくならないのだが、遠くに目をやると少しは気分が落ち着いた。

　この辺りは古くから栄えていたのだが、再開発のような事はまだ行われていないのであまり背の高いビルはない。二人が今いるビルよりも高いのは隣のビルぐらいだ。傾きかけた太陽が次第に街を赤く染め始めようかという風景にモオルダアはなんとなく不安な気持ちになるのだった。なぜそうなるのか知らないが、乾燥した空気に色の薄い空と町並みとが、あまり居心地の良くない夢の中にいるような気持ちにさせるのかも知れない。或いは、それとは関係なく彼の少女的第六感がモオルダアに何かを訴えていたのかも知れない。

　モオルダアがボーッと眺めていた先は、数ブロック離れた場所にあるビルの屋上の看板だった。あの看板には見覚えがある。というよりも、モオルダアは二日前にあのビルにいたのだ。あのビルで二人目の被害者の撮影したむごたらしい遺体の写真を何枚も見せられて大変な思いをしたのだった。モオルダアは何かが気になって少し遠くにいるスケアリーを大声で呼んだ。

「スケアリー！」

「何なんですの急に？もっと近くに来ればそんなに大きな声で話さなくても良いのに」

「そうだけども。でもここにはもう用はないみたいだよ」

モオルダアが言うとスケアリーは少しムッとした感じでモオルダアの方へやって来た。

「それって、結局何もなかったってことじゃございませんこと？」

「まあ、ここにはね。でもボクらはまだ何かを見落としてるはずだよ」

例のビルを見ながらモオルダアが言うので、スケアリーもモオルダアが見ている方を見た。

「あの出版社はたしか…」

「あそこにボクらの気付いていない何かがあるのかも知れないね」

本当にそうなのかは怪しい感じだったが、スケアリーは次第に寒くなるこの屋上にいるのが嫌になってきたので「そうですわね」と答えてハッチからビルの中へ戻って行った。

		
			18  例の出版社
		

		　さっきのビルを出た後、スケアリーはこれ以上モオルダアに付き合うのが面倒になったようで出版社には行かずにFBLビルディングに戻ってしまった。モオルダアは特に一人で困ることもないと思ったので一人で例の出版社のあるビルへと向かった。

　その出版社は大手ではなかったが、ドロドロした雑誌やある種のマニアックな人間向けの書籍をかなり昔から出版している老舗のような出版社だった。端から見れば細々と経営を続けているようにも思えるのだが、内容が特殊であればあるほど、お金を惜しまずに払う人は多くなるもので、実はそれなりに儲けている出版社でもあった。

　モオルダアがビルの中の出版社のオフィスのあるフロアまで行くと、それに気付いた男が一人モオルダアに近づいてきた。その男は前にモオルダアがここへ来た時に、二人目の被害者の事などを聞いた人物だったのでモオルダアもすぐにその男の事に気がついた。

「あの、どうしましたか？モオルダア捜査官でしたね。まだ何か聞きたいことでもありましたか？」

男はモオルダアが前に来た時と同じくハッキリと丁寧な感じで話していたが、ここにまだ何かがあると思ってやって来ているモオルダアには、それがどこかに狡猾さを感じさせるような喋り方にも思えた。

「なんていうかね、このあいだ聞き忘れたことがあるような気がしてね。こうしてやってきたわけだけど」

「そうですか。でも私が知っていることは全部話しましたし、写真は全部あなたに渡しましたから。もう何も話すことはないと思いますけどね」

「まあ、そうなんだけど。あの写真家と関わりがあったのはあなただけですか？あなたは確か編集者でしたよね。写真を買い取ったりするのには、また別の人とかいるんじゃないですか？もしもそうなら話が聞きたいんですが」

「本来ならそうでしょうけどね。でもウチは小さな出版社ですよ。見てのとおり、ここには社員もほとんどいませんし。大きな出版社ならいろんな仕事を分担してやるのだと思いますけどね。ウチは一人の編集者が別の仕事もやっていたりするんですよ。そのほとんどが私の仕事なんですけどね」

モオルダアはオフィスの中を見渡したが、ここには社員が数人いるだけのようだった。モオルダアは目の前の男の顔を見て少し考えた。姿の見えない犯人に殺された二人の被害者と、目の前にいるこの男。この三人に何らかの関係があるとしても、なんとなく納得がいかない気がする。

　もしも関係があるのなら、この男はもっと脅えていても良いはずなのだ。今の彼の態度がもしかすると演技なのかも知れないが、この男のようにどことなく不自然な話し方が板に付いている人間というのは、仕事中はほとんど人間でないと言えるほど自分自身を消している。もっと決定的な確信やら証拠があれば、この男が本当のことを言っているのかどうかが解りそうだったが、今はそうでもなさそうだ。

「あの、他に何もなければそろそろ良いですかね？私どもは常に締め切りに追われている身なんで」

モオルダアの考えが行き詰まっていたところで男に言われたので、モオルダアはちょっと慌ててしまった。

「ああ、これは失礼しました。それじゃあ、最後に聞きますが。この会社の社員はここにいる人たちだけですか？」

モオルダアは何を聞きたかったのか知らないが、恐らくフロアの広さに対して人が少なすぎる事が気になっていたのだろう。

「ええ、まあ。あとは社長がいますけどね」

男はヘンな質問をされて拍子抜けした感じだったので余計な事まで話してしまったと後悔した。

「ああ、そうか。なんとなくあなたが一番偉いような気がしてましたが、会社だったら社長のほうが偉いですよね」

モオルダアの言うことも良く解らないが、モオルダアはさらに続けた。

「それで、社長は今どこに？」

そう聞かれると男はちょっと困った感じになっていた。

「いや、あの。今はここにいないです」

「いないとは？」

男は少し困ったようにて一瞬モオルダアから目をそらして何かを考えていたようだった。それからモオルダアに返事をした。

「なんていうか。あの人もかなり歳なんですけどね。最近になって愛人みたいな人が出来たとかで。それでちょっとランナウェイなんですよ。これは他の社員には言えないことなんですけどね」

モオルダアは「ランナウェイって…！」と思いながらも少しガッカリして頷いた。そして、これ以上は何もなさそうなので帰ることにした。



　この時、誰もいないはずの社長室では誰かが監視カメラを使ってオフィスにいるモオルダアと男の様子をうかがっていた。モオルダアが帰ったあと社長室にいる誰かは電話の受話器を取ってボタンを押すと、カメラの映像に映っている男がオフィスにある電話に出た。

「キミね。そろそろ食事にしたいんだが」

ここにいる誰かが言うと、カメラの向こうの男は姿の見えない相手に対して何度も頭を下げながら、了解したという事を伝えたのか、受話器を置くとそのまま、どこかへ行ってしまった。しばらくしたらこの部屋に食事を持ってやって来るのだろう。

　この部屋にいる誰かは監視カメラの映像が映っているモニタを消した。すると他に明かりの点いていなかった部屋は暗闇に包まれた。

		
			19  FBLビルディング
		

		　さっきの様子からするとスケアリーはあのビルを出たあとにそのまま帰ってしまったのかとも思われたのだが、ちゃんとFBLビルディングに戻ってきて捜査を続けていたらしい。モオルダアの言っていることには何の脈絡もないと思っていたのだが、このままではモオルダアがワケの解らないことを始めてまた面倒な事になりかねない。

　それで、何かしなければいけなかったのだが、何をすれば良いのか解らずに、結局モオルダアが言っていたあの出版社とアイダとの関係を調べることから始めていた。調べるといってもアイダに関する資料はそれほど多くないし、彼が命を落とした事件は発生後にすぐに解決しているのようだ。

　その事件がすぐに解決したのも、サキガ刑事の例の能力によって事件が発生するとほぼ同時にサキガが現場に到着していたからだったようだが。その時に第二の被害者も偶然に例の能力を発揮してアイダの写真を撮ることが出来たのだろう。

　しかし警察無線を傍受すれば、どこで事件が起きているのか知る事が出来る。たまたま近くに第二の被害者がいたのだとしたら、それは特殊な能力がなくても可能ではある。

　それだから、なんだって言うんですの？スケアリーは自分の考えが行き詰まってきたところで小さくつぶやいた。アイダの事件に二人が関わっていた事と、二人が最近になって惨殺された事にはどんな関わりがあるのかはまったく見えて来ない。そして、スケアリーが思わず事件の資料を投げ出してしまいそうになった時だった。

　部屋の明かりが消えて辺りは真っ暗になった。「ちょいと、なんなんですの?!」スケアリーはそう言いながら暗闇の中で辺りを見回していたが、暗闇なので何も見えなかった。少しするとスケアリーの目の前だけに明かりが灯った。スケアリーが携帯電話を取り出して操作すると画面の明かりがついたのだ。それからもう一度スケアリーは辺りを見回したが、まだ辺りは暗闇なので何も見えない。どうやらビルが停電のようだ。

「ちょいと停電ですのよ！」

スケアリーは廊下の方に向かって言ってみたが、誰も聞いているワケはない。しかし、本当は偶然通りかかった誰かがそこにいてくれたら少しは心強かったのかも知れない。毎日のように来ているこの部屋ではあったが、一人でいる時に停電になると少し気味が悪い。そして、そんな時に限ってモオルダアが話していた怪談話みたいなものを思い出してしまったりするのだ。

　スケアリーは持っていた携帯電話の画面の明かりだけでは心細くなって、その明かりを頼りに懐中電灯を探し始めた。この部屋のどこかに懐中電灯があるはずだった。それが書類棚の上だったかモオルダアの机の上だったか忘れた。記憶の中では確かにこの部屋に懐中電灯があったのだが、いざ必要な時にそういう物はなかなか見付からない。

　携帯電話の画面からのわずかな光ではほとんど手探りで探すしかなかったが、そうしながら部屋の中を探しまわっていると、機械が動き始める幽かな音が耳に入ってきた。それを聞いてスケアリーは少し安心した。この部屋のパソコンは停電後に自動的に電源が入るように設定してあるのだ。

　しかし、おかしな事にパソコンが動き出しても部屋の明かりが点かない。電気が戻ってきたらまず最初に部屋の蛍光灯が点きそうなものだが。スケアリーはもう一度機械の音を確認してみた。その音はパソコンの廃熱ファンの音に似ていたが、そうではないようだ。パソコンを見ても電源が入っていることを示すランプも点いていない。

　スケアリーは耳を澄まして音のする場所を探し当てた。そこには、この話の冒頭でモオルダアを大いに恐がらせたプロジェクターがあった。プロジェクターはまだスケアリーのノートパソコンに接続されたままである。このノートパソコンは今閉じられた状態だが、バッテリーで動くので停電中であっても開くとスリープが解除されて画面が表示されるはずである。

　ノートパソコンを開けばプロジェクターで画面が表示されて部屋は明るくなるはずだが、停電なのに動いているプロジェクターを動かしても良いものか？冷静に考えれば、プロジェクターが動いているのならそれは停電ではないのだが、スケアリーは今は少し冷静でなくなっている。

　勝手に動き出したプロジェクターの不気味さと、この暗闇の恐怖と、どちらが耐え難いのか？という事をしばらく考えたあげく、スケアリーは閉じていたノートパソコンを開いた。するとプロジェクターが壁際のスクリーンにパソコンの画面を映し出して、それと同時に部屋は辺りに何があるのかが解るぐらいに明るくなった。少し安心したスケアリーは画面の映っている壁の方を見て「キャァ！」という悲鳴をあげて倒れ込んでしまった。壁に映っていたのは血だらけのアイダの遺体写真だった。

　これではまるでモオルダアですわ、とスケアリーは思っていたのだが、手足に力が入らずになかなか立ち上がることが出来なかった。そうしていると部屋の明かりが点いた。ドアのところで部屋のスイッチを入れたモオルダアが倒れているスケアリーを心配そうに眺めている。それから壁に映されている遺体写真に気付いて「ウワッ」っとなってしまった。

「ど、どうしたの…？さっき悲鳴が聞こえたような気がしたんだけど」

「あの、転んだんですのよ。…オホホホホッ。だって停電だったでございましょ？」

スケアリーは明かりが点いて次第に冷静になっているようだったが、モオルダアはまだなんともいえない感じだった。

「停電って、いつのこと？」

「いつって、もう十分ぐらいになるかしら？」

「エェ?!ボクはもっと前にこのビルに戻ってきたけど、停電なんてなかったよ」

スケアリーはモオルダアの言うことを聞いて何かを考えてしまいそうになったが、それを考えるとまた恐ろしくなるだけのような気がしたので考えないようにした。

「それは、おかしいですわね。それよりも、もっと前に戻ってきていたのなら、どうしてすぐにここに戻って来なかったんですの？あたくしはいろいろと調べ物で大変でしたのよ！」

「いや。ボクだって他の場所でやることもあるからね」

なぜかスケアリーが怒り出しそうなのでモオルダアはちょっと焦ったが、良い具合に電話がかかってきた。



「はい、こちらペケファイル課。…ええ。…はい。…はあ。…ほお！…はい。…そうですか。それはありがたい。…ええ。それでは」

電話に出たモオルダアが何を話していたのか良く解らないが、とにかく少しは良いことがあったようだ。

「どなたからですの？」

「M刑事からだけどね。第二の被害者の家で押収したパソコンから世に出ていない新たな遺体写真が出てきたらしいんだよ。その中にアイダの写真も何枚もあったから送ったって言ってたけど。…あれ、もしかしてさっき壁に映ってたのってその写真？」

モオルダアは壁のスクリーンの方を見たが、さっきの遺体写真はもう映っていなかった。

「え!?…まあ、そんな感じかしら」

スケアリーはどうしてあの写真が壁に映されていたのか検討もついていなかった。あの写真は初めて見るものだったし、M刑事が送ってきたものだとしても、どうしてスケアリーのノートパソコンの画面に表示されているのか解らない。そう考えるとスケアリーは背筋が寒くなって身震いした。

　モオルダアは勝手にスケアリーのノートパソコンを操作し始めた。またスリープモードになって画面が消えていたので、プロジェクターの画面も消えていたようなのだが、モオルダアがパソコンを操作しても何もないデスクトップが表示されただけだった。

「ちょいと！勝手に人のパソコンをいじらないでくださるかしら!?」

「ああ、まあ、そうだけど…。さっきの写真は？」

「なんのことですの？」

「だから、あの、アイダの写真。そこに映ってたやつ」

「そんなの知りませんわ！」

「知らないって…、だって…」

「いいから、早くメールを受信して例の写真を見たらどうなんですの！」

このままだとなぜかスケアリーが怒り出しそうなので、モオルダアは言われたとおり部屋にあるパソコンでメールを受信してみた。するとM刑事に言われたとおり、写真が貼付されたメールが送られてきた。それらは全て血を流して倒れているアイダの写真だったが、パソコンの画面サイズで見る限り、モオルダアにも耐えられる内容だった。そして、中には先程壁に映されていたものと同じ写真があった。

「ねえ、この写真ってさっきそこの壁に映ってた…」

「それは何かの間違いだと思いますわよ。あたくしが見ていたのはなんでもないものでしたから」

「なんでもないもの?!」

なんでもないもの、ってなんなのか解らなかったが、そこは気にしても意味がなさそうなので、アイダの写真に集中することにした。

「アイダもナイフで刺されたんだな」

「そうですわね。メッタ刺しではないですけれど。運悪く通り魔事件に巻き込まれたって事ですのよ」

「へえ…」

モオルダアの気のない返事にスケアリーは少し腹が立ったが、それはモオルダアが何かに気を取られている証拠でもあった。モオルダアは立ち上がると、プロジェクターのところに行って部屋のパソコンとプロジェクターを繋ぐ作業を始めた。それが終わるとモオルダアは部屋の電気を消してプロジェクターのスイッチを入れた。

　壁のスクリーンに映されたのは先程スケアリーのノートパソコンで表示されていたものと全く同じだった。それを見たスケアリーは危うく「アッ」と声をあげるところだった。

「こ、この写真がなんだって言うんですの？」

「なんだか気になるんだけどね」

写真は倒れているアイダの全身を写したものだった。傷は数カ所にあるようだったが、腹部にある傷を押さえている手からは血が溢れ出していて、その様子はまだアイダに息があるようにさえ思えるものだった。

「これは、事件発生直後という感じがするよね？」

「そういわれてみるとそうですけれど。でもこの写真だけではなんとも言えませんわ」

「この事件現場に人はどれくらいいたんだろう？」

「さあ、夜の工業地帯ですから。ほとんどいなかったはずですわね」

「それじゃあ、これは誰だろう？」

モオルダアはそう言ってスクリーンに映る写真を指さした。その先には撮影者とは別に二つの影が映っていて人の影にも見える。それが人だとすると、写真を撮影した第二の被害者の他に二人そこにいたことになる。

「一人は犯人？もう一人はサキガ刑事？」

「まさか、そんなことはあり得ませんわ」

「これは何かありそうだね」

先程スケアリーが一人でいた時に勝手にスクリーンに映された写真と同じ写真の中に謎の人影が映っていることに気付いて、彼女は気味の悪さに今にも倒れそうだった。

		
			20  警察署
		

		　モオルダアはアイダが殺害された通り魔事件のことをもう一度調べ直すべきだと言って、ペケファイル課の部屋を飛び出した。いつもなら面倒なのでモオルダアについていくことはないはずのスケアリーも今夜に限ってはこの部屋に一人で居たくはなかったので、モオルダアのあとについて行った。

　警察署に行くとM刑事もどこか二人が来るのを待っていたかのような感じで二人を迎えた。

「どうにも解らないことが増えてきましてね」

M刑事は困った感じで話し始めた。

「あなた方も、あのアイダの事件を調べるべきだと思っているんでしょ？我々だってそのくらいはやってますよ。ただね、あの犯人は逮捕されたあと精神科に入れられて、そこで自殺しちまったとかで。つまり、あの通り魔事件があった場所に居た人間は一人残らず死んでしまったという事になるんですよね」

「死人に口なし、ということですね。M刑事は通り魔事件の犯人が本当に自殺したと思いますか？」

モオルダアが怪しいことを言い始めたのでM刑事はさらに困った感じになっていった。

「あなた、何が言いたいんですか？まさか、アイダの幽霊に殺されたとでも言うんですか？」

「いや、そうではありません、少なくとも通り魔事件の犯人に関しては、違うはずです。その犯人は口封じのために殺されたとは思いませんか？」

「なんの口封じですか？」

「口封じというよりも、その犯人は精神を患ってもいないし、人も殺してないということがバレないようにです」

スケアリーにはモオルダアの言いたいことがなんとなく解っていたが、このまま聞いていたらモオルダアの考えはどんどん飛躍していきそうだった。スケアリーは机の上にプリントされたアイダの遺体写真があるのに気付いた。

「M刑事さんはこの写真について何か思い当たることはありませんこと？」

スケアリーがM刑事に見せたのは、先程ペケファイル課の部屋で見た謎の人影が写っている写真だった。M刑事は写真をしばらく眺めたあとにアッと言ってモオルダアとスケアリーの方に目を向けた。

「この人影は犯人？いや、犯人ならいつまでもこんな所に立っているはずはないし、これは一体?!」

「犯人は。いや、捕まって犯人にさせられた人物は始めからそこにいなかったと思うんです」

「それじゃあ、この人影は一体誰なんですか？」

「さあ。これは推測でしかないですが、一人は恐らくサキガ刑事でしょう」

あまり信じたくはなかったがM刑事は現場の状況を考えて頷いた。現場は夜中の工業地帯でほとんど人通りもなく、その場所にいたのは事件直後に現場に到着した（事になっている）サキガ刑事であってもおかしくはない。

「ここで、サキガ刑事と第二の被害者の他にもう一人の謎の人物の存在が浮かび上がってきますね」

「それはどういう事だ？その人物が二人を殺したのか？…いや、次に殺害されるのがその人物ということか？」

新たな謎に直面したM刑事は多少混乱状態に陥っていたが、恐らくそれはM刑事のクセみたいなのでモオルダアは話を続ける事にした。

「ボクが思うに、そのどちらでもないですよ。でも、この写真に写っている三人目も今回の犯人の殺害リストに入っているはずです。他の二人が惨殺された現場にはどちらにも犯人が侵入した痕跡がなかったし、それを幽霊のようなものの仕業とするかどうかは自由ですけど、それだけの事が出来るのに、三人目の殺害事件はまだ起きてません。それは殺害が困難な場所にこの三人目の人物がいるからだと思うんですが」

モオルダアが何を言っているのか解らなくなってきたのでスケアリーが割って入った。

「モオルダア。それは少しヘンじゃございませんこと？なぜアイダが殺されたのか解りませんけれど、三人が共謀していて、そのウチの二人が殺されたら残りの一人を疑うのが当然だと思いませんこと？」

「そうかも知れないけど、この三人目の人物にとって残りの二人は生きていた方が都合が良かったはずなんだけどね」

「何だか、あなたは三人目の人物の事を知っているような話し方だが」

M刑事に言われるとモオルダアは得意げな表情をM刑事に向けた。



　アイダが殺された現場にはこれまでに惨殺された二人に加えてもう一人の人物がいて、そこにいた三人目も狙われているとモオルダアは言っている。これまで姿の見えない犯人はどう考えても侵入不可能な場所から被害者の部屋に入って、ほとんど証拠を残さずに消えている。そんなことが出来るのは幽霊しかいないとモオルダアは始めから思っていた。スケアリーやM刑事はそんなことはあるわけないと思いながら、本当にそんなことにならないように願っていた。

　とにかく、犯人が幽霊なら、これまでと同様に三人目も簡単にメッタ刺しに出来るはずなのだが、それをしないのは何故なのだろうか？スケアリーはそこに犯人が幽霊などではないという証拠を見いだそうとしていたが、モオルダアそうは思っていないようだ。それよりも、三人目の人物とは誰なのだろうか。

「ボクはどうもあの出版社の社長が怪しいと思うんだよね。出来ればすぐにあの出版社を捜査できるように令状が欲しいんだけど」

「いきなり言われても、無理ですよ」

M刑事は驚いて答えた。確かにそのとおりだと、モオルダアは焦りすぎたことを後悔してもう少し詳しく説明することにした。

「ボクはあの出版社に聞き込みに行ったあとに何かが気になって、社長の事を調べてみたんだけど。あの出版社は人が死んでる写真とかを載せた雑誌とかを発行して、それで、そういう死体の写真とかは遺族の許可なく載せていたり、そんな感じであの社長はいろんな人の怨みを買うような事ばかりで、滅多に外に出られないということなんだよ。いつどこで誰に襲われるか解らないとかで」

「そんなこと、どこで調べたんですの？」

「FBLの技術者に調べてもらったんだけど。ネットワークを駆使してググったって言ってたけど」

先程モオルダアがFBLビルディングに戻っていたのにペケファイル課の部屋にいなかったのはそのせいに違いない。それはどうでもいいが、モオルダアが先を続けた。

「その滅多なことで外出しない社長がね、今日ボクが行った時にはランナウェイだったって言うんだよ」

「ランナウェイってなんですか？」

「さあ、愛人がどうのこうの、って事でしたけど」

そう言いながら、モオルダアはなんとなく熱海の温泉旅館を想像していた。M刑事はなんとなく夜の池袋を想像した。スケアリーはバカなことを考え始める前に、モオルダアに先を続けるように目で促した。それに気付いてモオルダアが先を続けた。

「そこで、あの出版社には何かがあるに違いないと思って、もう少し細かいところまで調べてみたんだけど…。それでは、こちらをご覧ください！」

そう言って、モオルダアはカバンの中から技術者のところで作ってきた資料を取りだした。

「まず、これがあの出版社の創業時からの売り上げの推移をグラフにしたものですが。高度成長期、オカルトブーム、バブル期と順調に売り上げは伸びていますが、バブル崩壊後、次第に売り上げは落ちて、さらに全体的なネタ切れ感も手伝って、15年ほど前からはほとんど売れてない状態になっています。ところが７年前を境に徐々に盛り返してきてまた以前のような売り上げに戻っているのです」

「７年前というと、アレですな」

M刑事はモオルダアに聞いた。

「そうなんです。アイダが亡くなったのもちょうど７年前。そして、ここからが興味深い点なのです。では続いて、こちらをご覧ください！」

モオルダアはこれまで見せていたグラフの上に、透明のフィルムに印刷されたグラフを重ねた。（スケアリーは「なんでモオルダアはヘンな話し方で説明するのかしら？」と思っていたが、特に口にすることはなかった。）

「こちらはFBLが総力をあげて調査したサキガ刑事の活躍度グラフです。刑事になってからほとんど活躍出来なかったサキガ刑事ですが、７年前からの出版社の売り上げとほぼ同じように活躍しているのが良く解ると思います。そして、続いてこちらがフリーカメラマンである第二の被害者の納税額をグラフにしたものです」

そう言って、また別の透明フィルムを先程のグラフの上に重ねた。その折れ線グラフが一番最初の出版社の売り上げの棒グラフの線と重なるような描き方になっているのは、なんとなく意図的な部分があるような気もしてしまうが、その納税額も７年前から増えているようだ。しかも、それ以前はほとんど収入がないといっても良いような感じだった。

「さて、これらの調査結果から導き出される結論はなんだと思いますか？」

このモオルダアの質問で彼が何を言いたいのかだいたい解っていたスケアリーだったが、なんとなくモオルダアのヘンな話し方が気に入らないので答えたくなかった。しかしM刑事はなんとなく何も話し始めそうにない雰囲気なのでスケアリーは何か言うしかなかった。

「つまり、三人が協力関係にあったということですの？サキガ刑事が事件や事故の現場で写真を撮らせたりして、見返りに賄賂を受け取っていたのなら、解りますけれど…。でも、それでは何か…」

「そうだよね。ここでミライガミくんの事を思い出してもらうけど。彼はアイダらしき人物が現れて自分にこれから起こることを教えてくれたとか言ってたよね。それに、サキガ刑事にも第二の被害者にも情報を教えてくれる誰かがいたということだったし」

「ということは、つまり…。どういう事だ？」

M刑事は何か解ったような気がして話し始めたが、ひらめいたことがすぐに消え失せてしまって、何だかヘンな感じで口をつぐんでしまった。今ここで話している内容が曖昧すぎるので、そうなるのも無理はない。

「恐らく、三人にとってはアイダが死んだらそれで良かったんだと思うんだよ」

「それはどういう事ですの？」

モオルダアの突拍子もない考えにスケアリーは少し慌てていた。

「どういう事か解らないけど、アイダを殺すことによって三人はそれぞれ得をするような状況にあったということだと思うけど」

モオルダアの説明を聞いてM刑事は頭を抱えていた。

「ウーン…。何だか興味深い話なんだが、それだけで令状が出るとは思えないんだなぁ。なんか、もうちょっと、こう決定的なものが出てこないと」

モオルダアはせっかく作ってきた資料が思っていたほど役に立たなかったので少しガッカリしたが、元々が雲をつかむような話なので、そこまでは期待しても仕方がないと諦めた。と、その時である。三人のいた部屋の扉が勢いよく開いて刑事らしき人物が入ってきた。

「ちょっと失礼します！ちょっとM刑事！ちょっと大変です！ちょっとこちらへ！」

そう言ってM刑事の上着の裾を掴んで引っぱって外に連れて入った。

「ああ、じゃあちょっと失礼するよ」

モオルダアとスケアリーはそう言って出ていくM刑事の後ろ姿をちょっと見つめてしまったが、すぐに考えを事件に集中させようと我に返った。

「どうしてアイダを殺すと三人が得をする思うんですの？」

「さあね。まあ少なくともカメラマンと出版社には死体写真は稼ぎのネタになるからね」

モオルダアの答えが意外と普通だったのでスケアリーは少し拍子抜けな感じがした。するとその時、M刑事が大慌てで部屋に戻ってきた。

「行きましょう！決定的なものが出たかも知れませんよ」

何が出たのか良く解らなかったが、三人は急いで出版社へと向かった。

		
			21  警察のやり方
		

		　FBLにはFBLの、警察には警察のやり方がある。今回の事件でモオルダアの突拍子もない推理に振り回されそうになるたびに警察ではこの言葉をスローガンのようにしてまともな捜査をしてきた。二人目の被害者が殺された現場でモオルダアの様子を見ていた警官達は誰もFBLを信用していなかったので、どうしても自分達で事件を解決したいと考えていたようだ。

　とはいっても、M刑事はあまり好戦的な性格ではないので、モオルダアやスケアリーがヘンな事を言いだしても得に反発したりはしないし、それが結局のところ事態を好転させることにもなっていた。アイダが今回の事件に関わっている可能性があるとM刑事が警官達に知らせたため、彼らは重点的にアイダの周辺を調べていたのだった。

　元は警官だったこともあって、アイダのことを良く知る警官もたくさんいるし、関係していた人間についてもすぐにわかった。そして以外とあっさりと「決定的なもの」に辿り着いたということである。

　厳密なことをいうと「あっさり」ではなかったのかも知れない。以前から警察の不祥事に関する捜査が警察内部で極秘に行われており、それが実は今回の殺人事件に大いに関わっていたことが解って、一気にいろいろなところが解決したという事でもあったのだ。



　アイダが急に警官をやめたのはその不祥事を知ったからだったようだ。そしてアイダはそのネタを持ってあの出版社へ行った。もっとまともな出版社に行けば後に殺されるような事にはならなかったのかも知れないが、アイダにとってはそこが最大の過ちという事だったに違いない。

　当時は経営がかなり危ういことになっていた出版社は喜んでアイダのネタを買うことにしたのだが、社長はそれでは少し物足りないと思ったようだ。その当時は社員を雇う余裕もなくて社長自らそういったネタを買い取ったりする仕事もしていたのだが、アイダが帰ったあとに彼はちょっと良いことを思いついてしまったのだ。社長は警察署のサキガ刑事に電話をかけた。

「もしもし、サキガさんですか？あなたは悪い人ですね。警察がそんな悪いことをしてはいけませんよ」

「あの、どなたか知りませんが、何の用ですか？」

「捜査で押収するようなポルノビデオには何が映ってるんですか？サキガさん。あなたがこっそり持ち帰ったりしたくなるような内容ですか？そしてそれを裏で売りに出したりしたくなるようなものですか？」

「な、何を言うんですか!?」

「大丈夫ですよ。まだ誰にも言ってませんから。でも、私にこのことを教えてくれた人はまた誰かに言うかも知れませんね。どうしますか？私はあなたを助けることも出来るんですけどね。あなたが私に協力してくれさえすれば」

そんな感じで、社長のアイディアでアイダが殺された通り魔事件がでっち上げられたのだ。そしてアイダの死体写真を雑誌に掲載することができ、なによりも刑事を一人、意のままに操れる状態に出来たのだ。

		
			22  例の出版社
		

		　出版社のあるビルへ向かう車の中でモオルダアは妙に落ち着きがなかった。これまで二度もあの出版社に捜査に行っているし、もしかすると今頃社長は危険が迫っていることに気付いてどこかに逃げてしまったという事もあるかも知れない。あれだけあくどいことの出来る社長なら、いざというときの逃げ場も考えてあるだろう。例えば偽造パスポートで海外に逃亡したり。そんなことになると面倒な事になる。モオルダアはなるべく早くビルに行きたかったのだが、車を運転しているのはモオルダアではなくスケアリーなので、モオルダアはソワソワするしかなかった。

　モオルダアがソワソワしていることに気付いたスケアリーは、モオルダアが先程の話に登場したポルノビデオの事を考えているに違いないと思って気味が悪いと思っていた。



　M刑事を始めとする警官達とともにビルに到着したモオルダアとスケアリーは急いで出版社のオフィスのある階まで向かった。彼らがオフィスに押し入ってくる様子を見て、以前にモオルダアの相手をしていた男が慌てて彼らの前に立ちふさがるようにして彼らに聞いた。

「どうしましたか？いきなりやって来られても困りますよ。我々は常に締め切りに追われている身で…」

「もう締め切りは心配しなくても良いと思うぞ」

M刑事がそう言いながら令状を見せると男は諦めて退いた。

「社長はどこだ？」

「社長ならいませんよ」

男はまだ社長をかばう気でいるようだ。

「ランナウェイならそれで良いよ。でも社長室の場所は教えられるだろ」

モオルダアが言うと男は気に入らない感じでモオルダアを見た。

「社長室はあそこですけど。鍵がかかってますよ」

「開かないと言うのなら蹴破るだけだがな。キミ、我々に協力しないと後々面倒な事になると思うぜ」

M刑事が言うと男は引き出しから鍵を取り出して、肩を落としながら社長室の方へと向かった。

　スケアリーとM刑事は万が一のために銃を取り出していた。モオルダアもモデルガンを手に持っていたことは言うまでもない。社長室の扉の右側にM刑事。左側にスケアリーが壁際に銃を構えて立っていた。モオルダアはどこに立っていたら良いのか解らずに中途半端な感じで男が鍵を開けるのを後ろから見ていた。

　男が鍵を開けると、M刑事は男に扉から離れるように合図した。そして一度辺りを見回して準備が整っているかを確認してから社長室に踏み込んだ。

「警察だ！…」

「…FBLですのよ！」

「…動くな！FBLだ！…」

それぞれに好き勝手な事を言っているので何を言っているのか解らなかったが、それは聞き取れてもそうでなくても特に意味はないようだった。部屋にはセクシー下着姿の女性が一人、脅えた感じでソファの上で震えていた。モオルダアはこのセクシー下着に一瞬心を奪われてしまったが、しまった！と思って部屋の中を見渡した。

　辺りを見回した瞬間に、この部屋が異常な感じであることはすぐに気付いた。部屋のあちこちにお札のようなものが貼られている。これで悪霊から身を守るという事なのだろうか？とモオルダアは思っていたが、それよりも社長を探さないといけない。モオルダアは部屋の窓が開いたままなのに気付いた。

「おい、お前。社長はどこだ？」

M刑事はセクシー下着の女性に聞いた。一つはモデルガンなのだが、いきなり何丁もの拳銃を向けられて女性はパニックだったようだが、なんとか震える手を持ち上げて空けっぱなしの窓の方を指さしていた。

　その窓を見るとモオルダアがそこから外に出ようとしているところだった。

「ちょいと！モオルダア！」

スケアリーは慌ててモオルダアを止めようとしたのだが、夢中になると彼が止まらないということも知っていた。



　モオルダアが窓から顔を出した時に、窓の下にあるちょっとした出っ張りをつたってどこかへ逃げようとする社長の姿が目に入ってきた。部屋の中にいたセクシー下着の女性とこれからお楽しみ会が始まるところだったようでランニングシャツにトランクスだが靴は履いたまま、というなんとも言えない情けない格好だった。

　ここがビルの五階であることをモオルダアが覚えていたらそんなことはしなかったはずだが、ここまで来て社長を逃がすわけにはいかない、と盛り上がっているモオルダアはそんなことは忘れている。窓から外に出ると、その下のちょっとした出っ張りに降りて社長を追いかけた。

　この窓の下の出っ張りというのは、どうにも厄介である。下の階の雨除けなのか、それとも映画などのこういう場面で見ている人間をドキドキさせるためだけに存在しているのか。とにかく、それは靴のサイズよりもちょっとだけ大きいぐらいの幅しかなくて、その上を歩くには壁に背を付けてちょっとずつ横向きに進んでいかなくてはいけないのだ。

　モオルダアが窓の外に降りた時には、社長はすでにビルの端まで到達していて、そこから折れ曲がってビルの別の面へ消えていくところだった。

「チョットマッテ、シャチョーサン！」

妙な興奮状態のモオルダアはヘンなイントネーションで社長を呼び止めたが、それで止まるわけはない。モオルダアは急いで社長の後を追った。急いでも、急げない場所なのでもどかしかったのだが、年配の社長よりは早く進めたようで、モオルダアがビルの端から社長の曲がっていた方を覗き込むとすぐ近くに社長の姿があった。

「もういい加減に諦めたらどうなんですか？」

モオルダアが社長に向かって言うと、社長は一度モオルダアの方を見てからまた必死に逃げ始めた。このビルの外壁からどこへ逃げようと言うのか解らないが、往生際が悪いというのはこういうことを言うのだろう。

　壁面に背を付けたままの横歩きで逃げる社長を、同じようにしてモオルダアが追いかけた。モオルダアが社長に気をとられて、まだ自分の足下を見ていないのが幸いである。自分がビルの五階の高さにいると気付いたら、目がくらんでモオルダアは勝手にその場所から落下していくに違いない。

「社長さん。もう諦めましょうよ。もう逃げる場所もないんですよ」

モオルダアが言うと、社長が一度動きを止めた。モオルダアの言うとおり、このビルの外側のちょっとした出っ張りを逃げても、ビルのまわりをグルグル回るだけでどこにも逃げられないのは確かだった。それでも社長はまだ諦めない感じでモオルダアに言った。

「キミ。キミはなかなか見どころのある人間だと思うのだがね。どうだね、私と手を組むというのは？」

この期におよんでそんなことを言うとは、さすがのモオルダアも呆れた感じで何も答えずに社長の方へ近づいていった。するとその時、信じがたいことが起きたのだった。

　社長の背後にはビルの窓があるのだが、中は誰もいないらしく明かりも点いていないし、窓は閉められているようだった。その窓から何者かの手がのびてきて社長の背中を勢いよく突き飛ばしたのだ。社長とモオルダアが今立っている細い場所を考えると、勢い良くなくてもちょっと背中を押せば大変な事になるのだが、さらに勢いが良いとなるとひとたまりもない。

　社長は驚愕と恐怖とその他もろもろの感情を込めた、情けない光を帯びた目をモオルダアに向けて何かを訴えるようにしながらビルから落ちていった。

「アッ！」

と、言ってビックリしながら社長が落ちていくのを目で追ってしまったモオルダアだったが、それと同時に恐ろしいことに気付いてしまったようだ。自分が今ビルの五階の高さにいて、少し間違えれば落っこちて命が無い。しかも、目の前で社長が落っこちて、ちょうど今、アスファルトに叩き付けられてグニャっとなったところだ。

　ヤバい。ヤバいというよりも、もうダメな気がした。しかし、ほとんど気絶しそうなモオルダアは朦朧とした意識の中で何かと戦おうとしていた。この恐怖を克服しさえすれば大丈夫。そう、大丈夫。落ちるまでは落ちていないのだから。生きているうちは死んでいないのだから。大丈夫に決まっている。

　そんなことを考えても、やっぱり高いところの恐怖には勝てない。意識すればするほど危険な方へと重心が傾いていく。モオルダアは両手を背後にある壁に当ててみた。当たり前だが、そこに手でつかめるものなど無かった。どうして人が横向きになって歩けるぐらいの出っ張りはあるのに、こういう時に掴むものは用意されていないのか？そんなことを考えながらも、まだ何かを掴もうと両手で背後を探りながら、モオルダアの体は次第に地面の方へと引き寄せられていくようだった。もうモオルダアにはそれがどういう事を意味しているのか解っていなかった。ただ、もうダメだ！と思うしかなかった。

　するとその時、モオルダアの背後の窓が開くとそこから手がのびてきて、モオルダアの上着の背中を掴んだ。



　前に見たような光景だったが、モオルダアはまた前に見たような感じで泣きそうになりながら振り返った。するとそこにはスケアリーの姿があった。

「なんなんですの？まったく」

スケアリーの安心したようなあきれたような表情を見てモオルダアは本当に泣きそうになったのだが、なんとかこらえていた。とにかく、この恐ろしい場所から早く移動したいので、スケアリーの腕にしがみついて窓からビルの中へと入った。

　ビルの中に入って窓の外を見ると、さっきまであんなに恐ろしかった眼下の光景がなんでもないように見える。とは言っても、そこに見えているのは落下してグニャっとなっている社長の姿だったのだが。

「おとなしく捕まっていれば良かったのに…」

そう言いながら、モオルダアはどうして社長がビルから落下したのかをスケアリーに話すべきかどうか迷っていた。

「でもこれでアイダの無念が晴れたということでございましょ？」

このスケアリーの発言に驚いてモオルダアはスケアリーを見つめてしまったのだが、彼女は黙ってビルの下の方を眺めているだけだった。



　ビルから落下した社長のまわりには早くも人だかりが出来ていた。そこに集まった野次馬達は携帯電話のカメラで下着姿で落下してきた社長の死体を撮影していた。その写真をインターネットで公開するのか、それとも一人で見たり身内に見せたりして楽しむのか解らないが、少なくとも、そこに倒れているのがついさっきまで生きていた人間であるというところは特に意識していないようだった。

　モオルダアはそんな感じで五階の窓から下の様子を眺めていたのだが、それと同時に「どうして携帯電話のカメラで写真を撮影する事を『写メ』というのだろう？」とヘンな事も考えていた。携帯電話に付いていても、アレはカメラであることに変わりは無いのだし、写真を撮るのは「撮影」とか、そのまま「写真を撮る」で良いのだが。まあ、どうでもいいか。

		
			23  翌日
		

		　これで事件が解決したのかどうかは良く解らなかった。ただこれから姿の見えない犯人によるメッタ刺し事件は起こらないとモオルダアは確信していた。その辺はスケアリーも納得しているようだった。M刑事はこの二人に感謝して良いのかどうか解らない感じだったが、なんとなく何かが解決したような感じになってきたのでFBLに応援を依頼したことは良かったに違いないと思っていた。



　モオルダアは静かな住宅街を歩いていた。手には綺麗に包装された箱を持っていた。中身はスーパーで売っている中で一番高いパスタである。パスタをギフト用に包装してくれと頼むモオルダアにスーパーの店員はかなり困惑していたが、融通の利く店員がいたようで、包んでくれた。

　モオルダアがパスタを持って行く場所はだいたい検討が付く。予知能力者のカスカニがモオルダアの身に起こる危険をスケアリーに知らせてくれたおかげで、モオルダアは命拾いしている。その事に関してお礼を言いに来たというワケだ。

　カスカニの家の前に付くと、以前とは少し雰囲気が変わっていた。家の前には人が数人並んでいた。そして、ドアの横には「よく当たる、加須加仁のパスタ占い」と書いてあった。

　なんだこれは？と思いながらモオルダアが呼び鈴を押そうとすると、その少し前にドアが開いた。

「忙しいので、話をしているヒマはないですが、だいたいのことは解っていますから」

ドアから出てきたカスカニが言うと手を出してモオルダアの持ってきたパスタを渡すように催促した。なんだか不意をつかれた感じのモオルダアはそのまま持っていたパスタを渡した。

「それから、お礼なら私にではなくて、私の言うことを信じてくれたあの女性にしてください。それではこれで」

「はあ…」

カスカニが扉を閉めた後もモオルダアはしばらく扉の前で呆然としてしまったが、家の中からキッチンタイマーの音が幽かに聞こえてくると「そういえば、スケアリーにお礼を言ってなかったような気がする」と思って彼女に電話をかけることにした。



　その頃、スケアリーは今回の事件に関するレポートをまとめるために机の上に散らばった資料と格闘していた。レポートをまとめると言っても、今回は解らない事だらけですし、一体どうしたらいいのか解りませんわ！ということで、ほとんどお手上げ状態でもあったのだが、それでも解っていることだけでもまとめておかないと、今回はほとんど活躍してないような感じでもあるし。

　スケアリーはこじつけでも良いから、今回の一連の事件に科学的な説明が出来ないかと資料をくまなく読み返していた。たまに紙をめくる以外にほとんど物音のしない状態がずっと続いていたが、どこかで聞いたことのある幽かなブーンという音が聞こえてスケアリーは書類から目を離した。

　何か嫌な予感がする。窓のない地下室は昼間でも夜でも薄暗い。スケアリーは急に恐ろしくなってきた。そして視線をゆっくりとあのプロジェクターの方へ移した。すると嫌な予感は的中した。

　パチッという音と伴にプロジェクターのスイッチがひとりでに入ると、壁際のスクリーンに写真が映った。スケアリーは恐怖で固まったまま視線だけをスクリーンに移した。そこにはアイダが生きていた時の顔写真が映っていた。数秒間その写真が常時された後に、一度画面が真っ暗になると、その後に「ありがとう」「さようなら！」と表示されてからプロジェクターのスイッチが切れた。スケアリーは半分口を開けたまま動けないでいた。



　そして、この後にタイミングが良いのか悪いのか、モオルダアからの電話がかかって来てスケアリーは飛び上がるほど驚いてしまうのだが、せっかっくのモオルダアの感謝の気持ちもスケアリーには全く伝わらずに、モオルダアは彼女から怒られるだけになってしまった。どうして怒られているのか解らないモオルダアは、妙な気分でその日を過ごさなければいけなかった。



　それから、これは書かなくても良いのだが、ミライガミは今日もドキュメンタリーの素材を集めるためにビデオカメラを持って街を歩き回っていた。今度は「追いつめられたネズミが猫に反撃する瞬間」を撮影しようと思っていたようだが、今のところ「ハトを襲おうとして失敗した野良猫」の映像が一番の収穫のようだ。

		
			#024「リヴェンガ」

			Little Mustapha
		

	
		
			#025「404」
		

		
			0  まえがき
		

		　この話はシーズン２の途中から時々やっている本物の方（つまり「the X-Files」）のパロディでもあるので、大量のネタバレを含みます。もしもこれから本物の方を見る予定があるのなら気を付けてください。

		
			1  FBLペケファイル課の部屋
		

		　スケアリーが部屋に入ると、恐らくこれまでも部屋のあちこちをそうやって何かを探しまわっていたのだろう、という感じで何かを探しているモオルダアの姿が目に入ってきた。机の下を覗き込んだり、引き出しを開けたり、机の上にある書類をめくってみたり、考えられるあらゆる場所を探した後にもう一度引き出しを開けてからモオルダアは動きを止めて考え込んでいたようだった。

「ちょいと、どうなさいましたの？」

スケアリーがいたことに気付いていたのかいないのか解らないが、突然声をかけられてもそれほど驚かないモオルダアというのはちょっと意外だった。それほど探し物に集中していたのかも知れない。

「このあいだこの部屋にプロジェクターがあったでしょ。あれどうしたのかな？」

「プロジェクターって、あのプロジェクターですの？」

「そうだけど」

モオルダアは何でそんなことをスケアリーがいちいち確認するのか？と思っていたのだが、スケアリーはスケアリーでモオルダアが書類の下とか、机の引き出しにあのビデオデッキほどの大きさのプロジェクターが入っていると思って探していたのか？と不思議に思っていたのである。どう考えてもないものを探していて、そしてどうしてもそれが必要だという時にはあり得ない場所でも探してみる価値はあるということなのだろうか？それはどうでもいいが、スケアリーはモオルダアにとって残念な報告をしなければならなかった。

「アレなら捨てましたわよ」

「捨てたって。あれは結構イイものだったんじゃないの？」

「そうですけれど、ダメなものはダメですから捨てたんですのよ！」

ここでスケアリーの機嫌が悪くなって、モオルダアはどうして機嫌が悪くなるのか不思議に思ったのだが、そこを追及するとさらに機嫌が悪くなるような気もしたので、プロジェクターはあきらめるしかなかった。プロジェクターが処分された理由については前回のエピソードを読むとだいたい解る、という宣伝だが、あの事件の直後にプロジェクターはスケアリーによって破棄されてしまったのだ。

「それじゃあ、まあいいか」

あれほど必死で探していたモオルダアだが、プロジェクターがないと解ると意外とあっさりあきらめてテレビのところに向かった。それからテレビの横にあるDVDプレーヤーにラベルの付いていないDVDを入れて再生ボタンを押した。

　スケアリーは少し嫌な気がした。いつもの怪しい話に関するDVDなのだろうが、わざわざ自分を呼びだして見せるというからにはそれなりのものなのであろう。しかし「それなりのもの」というのはスケアリーにとっては面倒なものに他ならないのだが。



　再生が始まると、何の前置きもなく画面には縦長の部屋が映し出された。数々の医療器具が置かれて、中央には手術台のようなものがある。そのまわりに防護服を着てマスクを付けた何人かの人間が立っていて手術台の上の何かを調べているような感じだった。部屋の天井に付けられた監視カメラで撮影したような映像なので、部屋にいる人間達が何をやっているのか、正確なところは良く解らないし、映像自体も鮮明さに欠け、時折画面に現れるノイズのために見るのに苦労するものだった。それにカメラにマイクが付いていないためか音は少しも聞こえてこない。

「これが何だって言うんですの？」

「コレハ、チョット、オモシロイモノデスネェ」

スケアリーが聞くとモオルダアがヘンな発音で答えた。どうしてそんな話し方なのか解らないが、いちいち気にしているのは面倒なのでもう一度スケアリーが聞いた。

「だから何なんですの？」

スケアリーに言われると、モオルダアはこのディスクの入っていたケースをスケアリーに渡した。ケースには「衝撃映像・エイリアン大解剖！（二九八〇円）」とパソコンでプリントされたようなラベルシールが貼ってあった。

「これは何かの冗談かしら？こんな作り物の映像に二九八〇円を払ったのなら、あなたはものすごい無駄遣いをしたことになりますわね」

スケアリーは皮肉めいた笑みを浮かべながらモオルダアにケースを返した。

「ただし、これは他のエイリアン解剖ビデオとは違うんだよね。コレヲ・チョット、ミテクダサイ。コレハ、オモシロイモノデスネ。…ほら、こういうところとか。解剖のやり方が専門的だと思わない？他のだったら、この辺は適当だから映画やテレビのまねごとみたいになっていたり、専門家ならおかしいと思うところが沢山見つかるんだけどね」

「確かに解剖のやり方は専門的のようですけど、でもどうしてこの人達は防護服や防毒マスクをつけているんですの？」

「エイリアンの毒ガスから身を守るためだと思うけどね。彼らの体液が気化すると猛毒のガスになるという話はこれまでに出てこなかったかも知れないけど、ボクはそんな気がするんだよね」

「何を言っているのか意味が解りませんわ。それに、何を解剖しているのか全然映ってないじゃございませんこと？これではエイリアン大解剖としては詐欺ですわよ」

「それが本物であることを裏付けているとも言えるぜ。ニセモノならどうしてもエイリアンを見せようとするけど、これは本物の監視カメラの映像だから、エイリアンが映るか映らないかにかかわらず部屋全体を映しているんだよ。そして、ここからがオモシロイトコロデスヨ。コレヲ・チョット、ミテクダサイ」

モオルダアはまたヘンな発音で話しながら映像を少し早送りした。そして普通の再生速度に戻すと、画面では部屋の奥にあるビニールのような半透明のカーテンがかけられている向こうから機関銃を持った「特殊部隊のような人達」がなだれ込んでくるのが解った。そして彼らが部屋の中にいた人間達に機関銃を発射した直後に画面が真っ暗になって、そこで映像が終わってしまった。

「なんなんですの？」

この映像を見てスケアリーは少し嫌な気分になっていた。あのような「特殊部隊のような人達」というのは実際に以前の捜査で何度も登場している。そして、彼らが登場するということはこれが何かややこしい大きな問題をはらんだ事件と関係しているかも知れない、ということを意味しているのだ。

「ナンダ、アヤツタチ!?」

という感じだよね。モオルダアがまたヘンな発音で言った。そろそろスケアリーもその話し方にイライラしてきたようである。

「さっきから一体なんなんですの?!別に面白くないですからそんな喋り方はやめてくださるかしら？」

「そうじゃなくてね。実を言うとこのDVDは『カタコト日系人密入国事件』の捜査の過程で見付けたものなんだけどね」

「なんですの、そのカタコトなんとか、っていうのは？」

「アメリカの日系人が日本人になりすまして密入国しているってことで、スキヤナー副長官にその捜査を頼まれてたんだよね。ボクはFBLってそんな捜査もするのか!?ということに驚くと同時に、どうしてボクにそんな事件の捜査を依頼するのか？とも思ったんだけど、スキヤナー副長官が言うところによると、ボクがカタコトが得意だからだとかいうことで」

モオルダアが何を話しているのか、話に付いていくのが大変になりそうだったが、どうしてヘンな話し方をしているのかだいたい解ったのでスケアリーはうなずいていた。

「すると、今回はその密入国者達を探すということですのね？」

「いや、そうじゃなくてね。その事件はもう捜査しなくてよくなったんだって」

「何でですの？」

「彼らの射殺体が川で発見されて、そうなってしまうともうFBLが扱うところではなくなるとかで…」

「射殺体って、まさか？」

スケアリーの頭の中に先程の映像に出てきた特殊部隊のような人達の姿が甦ってきた。

「だからスキヤナーに言われたとおりにこのままおとなしく手を引くわけにはいかないと思うんだよね」

どうやらこの謎のDVDについて調べなくてはいけなくなりそうだ。それよりFBLがどんな団体でどんな事柄を捜査しているのかまた解らなくなってきているが、そこは気にしてはいけない。

		
			2  東京・府中市
		

		　エイリアン大解剖のDVDの配送元をたどってモオルダアとスケアリーはここまでやって来た。東京といっても、この辺りまでくると道路や住宅の感じも広々とした感じがして、少なからず緊張感が薄れていってしまう。しかも、モオルダアはどう思っているのか知らないがスケアリーはまだ完全に例のDVDが本物であると信じているワケではないし、できれば配送元の怪しい業者に話を聞いて全部がインチキであるということが解れば良いとも思っていた。

「あのDVDを売っていた業者はホントにこんな所に事務所をかまえているのかしら？この辺りには普通の家しかないじゃございませんこと？」

「まあ、あんなDVDは数万円の機械を買えばいくらでもコピーできるからね、デジタルになって、そういうところはずいぶんと敷居が下がったよね。アナログのビデオはコピーすればするほど劣化するけどね」

「あなた偉そうに解説していますけれど、そんなことはあたくしにも解りますわよ」

「それはそうだけどね、気を付けないといけないのは、こういうDVDを作って売っている人達というのは時々、タチの悪い人間だったりするからね。なんかキミは緊張感のない感じだけど、そろそろ雰囲気を出しといた方が良いと思うけどね」

「なんですの雰囲気って？」

そこまで話したところで、彼らは目的の住所にたどり着いた。そこは普通の古びた木造の住宅だったが、玄関が開けっ放しになっていて散らかっている部屋の中がよく見える状態になっていた。中には人の気配がしないし、今時はドアを開けっ放しで外出というのはあまりないことである。何かがおかしいということを感じとったスケアリーが銃を取り出すと、それなりの緊張感とそれなりの雰囲気が彼女から漂ってきた。

　それを見ていたモオルダアもモデルガンを取りだすと銃口を下に向けて両手で持っていた。そして玄関横の壁に背を付けた状態から玄関の中を一度覗き込んでから中へと入っていった。玄関から見える範囲には全く人の気配がしなかったので、モオルダアはまだ銃をかまえたりはしていなかったのだが、ここでいつもこういう時にモオルダアを悩ませる問題に今回も直面していることに気付いた。

　モオルダアは自称優秀な捜査官。優秀な捜査官ならば細心の注意を払いつつも、素早い行動で家の奥へと入っていって異常がないか調べたりするのだが、そうすることができるのは玄関で靴を脱ぐ習慣のない国に住んでいる捜査官である。モオルダアは玄関に入って、この先は靴を脱いで行くべきか、このまま土足で入るべきかいつも悩んでしまうのである。

「ごめんくださいまし！FBLでございますけれど、どなたかおいでじゃございませんこと？」

モオルダアが悩んでいる間に、スケアリーが大きな声で奥に向かって聞いた。モオルダアはこれでさらに優秀な捜査官らしくなくなったと思ってしまったが、スケアリーは返事がないことを確認すると土足のまま家の中へと入っていってしまった。「ダイジョブなのか?!」とか思いながらモオルダアも靴を履いたまま中に入っていった。



　一階と二階を合わせて十ぐらいの部屋がありそうな家の中の部屋を一つずつ調べていくスケアリーであったが、もしもここがDVDを作った業者が勝手に記載した住所で、住んでいるのが全く違う人だったりしたらどういたしましょう？とかも思って土足で入って来たことを後悔し始めていたのだが、そんな心配は無用であることが次の部屋の扉を開けた時に明らかになった。

「ちょいと、モオルダア！」

いきなりスケアリーが緊急事態という感じでモオルダアを呼んだので、一瞬ビクッとなってモオルダアが部屋の方へとやって来た。部屋に入るとベッドの上に両手を体の後ろで縛られて頭から血を流している男がうつ伏せに倒れていた。いつもならここでモオルダアが情けない悲鳴をあげる場面なのだが、さっき一度ビクッとなっていた緊張感が持続していたので悲鳴はあげずに済んだようだ。

　倒れている男の脈をとっていたスケアリーがモオルダアの方を向いて「手遅れですわ」と言ったその時、家の奥の方で誰かが慌ててバタバタしている足音が聞こえてきた。部屋のドアのところにいたモオルダアが反応して音のした方を見ると、奥の部屋から出てきた男が廊下の突き当たりにある別の部屋の方に入っていくのが見えた。

「コラっ、待て！」

いつものように逃げようとする人間を見ると反射的に追いかけてしまうモオルダアは廊下を走って誰かが逃げ込んだ部屋に入った。そこに入ると庭に出るための大きな窓が開いていて、そこから庭のむこうの塀を乗り越えようとしている男の姿がモオルダアに見えた。ここでモオルダアは土足で正解だった！と盛り上がりながら、そのまま庭に飛び出すと男を追いかけていった。

　モオルダアとスケアリーがやって来て慌てて逃げるような男は怪しい人間に違いない。そう思ったモオルダアは夢中で男を追いかける。逃げる方の男も、まさかいきなり二人がやって来るとは思ってもいなかったようで、どこに逃げたら良いのか解らない感じで、やみくもに走り続けて、自ら逃げ場を失っていくようにも感じられた。

　そして、袋小路にさしかかって仕方なく塀を乗り越えて逃げようとしている男の上着を追いついたモオルダアが掴んだ。

「FBLだ！おとなしく…」

モオルダアが男を取り押さえようとしたのだが、男はいきなりモオルダアに向かって空手パンチや空手キックをくり出してきた。男の方も焦っていたようで、パンチもキックもまともに当たらなかったのだが、その本格的なパンチとキックにモオルダアはヤバいと思って慌ててモデルガンを取りだした。そして男の方に向けて構えようとしたのだが、その時すでに男は目の前まで進んできていてモオルダアのモデルガンを払い落とすと、もう一度空手パンチをくり出してきた。

「ヤーッ！」という男のかけ声とともに倒れ込むモオルダア。それを見て男は振り返ってまた塀をよじ登って逃げようとしていた。その背後ではモオルダアが密かに隠し持っているもう一つのモデルガンを取りだしていた。

「おい、止まれ！止まらないと撃つぞ」

幸いなことに、男はまだモオルダアの持っているのがモデルガンであることに気付いていない。銃を向けられていては塀をよじ登っているヒマはなさそうである。男は仕方なく塀から降りると悔しそうに呻きながらモオルダアの言うことに従った。

「キサマ・カナラズコロシテヤル」

男がヘンな日本語で言った。見た目は日本人のようだが、どうやらそうではなさそうだ。

「コレハ、チョット・オモシロイデスネ。アナタハ、ドコノヒトデスカ？」

モオルダアが男と似たような話し方で聞いた。この男がカタコトだったことが気になるようである。

「ナニヲホザイテル」

「別にほざいているワケじゃないけど。とにかくその持っているカバンを渡してくれないかな、というよりも、殺人事件の容疑者だし、とりあえずキミはタイホということだけどね。さあ、早くカバンをコッチに渡すんだよ」

モオルダアはモデルガンを男に向けたまもう片方の手を男の方に差し出した。

「クソ〜…」

どうやら男は観念したようだ。しかしモオルダアがさらに男の方へ近づくと、男はまた空手キックを繰り出してきた。男が完全にあきらめたと思っていたモオルダアは、あっけなく二つ目のモデルガンも空手キックによってはじき飛ばされてしまった。（これは書く必要があるか解らないが、最初にモオルダアが持っていたモデルガンは彼の父が持っていて、スキヤナー副長官も本物と間違えたリアルなものである。そして、次に出してきたのがモオルダアが父のモデルガンを使うようになる前から使っているものである。モオルダアが男に近づいたので、そのモデルガンのこともよく見えてそれが本物の銃でないと気付いたのだろう。）

　あれ？という感じではじき飛ばされたモデルガンの行く先を眺めていたモオルダアがもう一度男の方へ視線を向けた時、さらに男が空手パンチを繰り出してきた。男の「ヤーッ！」というかけ声とともにまたモオルダアが倒れた。そしてそれを見ると、男は倒れているモオルダアをまたいで元来た道を逃げようとしたのだが、二三歩進んだところで目の前にスケアリーが現れて彼に銃（本物）を向けた。

「止まりなさい！FBLですのよ！」

「クソ〜…」

今度こそ男は観念したらしい。先程のように銃を蹴り飛ばすには距離がありすぎるし、背後ではモオルダアがよろめきながらも立ち上がっているのが解った。

「大丈夫ですの？モオルダア」

「ダイジョブデスネ！コレハチョット・チガデテマスケドネ」

スケアリーはまたヘンな喋り方をしているモオルダアを睨んでいたが、モオルダアはそんなことに気付いていなかったようで、男のところへ行くと手錠をかけた。

「クソ〜…」

男がまた言うとモオルダアは「ナニヲホザイテイル」と言い返した。いくらモオルダアと言えども男であるからには空手パンチや空手キックでやられっぱなしなのは気に入らなかったのだろう。彼に手錠をかけたモオルダアは片方の端から出血してる唇をいびつにゆがめて微笑みを浮かべながら、男からカバンを取りあげた。

		
			3  警察署
		

		　ここはモオルダアとスケアリーが先程逮捕した男を連行してきた警察署である。さっきの場所が府中市となっていたのだから、恐らくここは府中市にある警察署であろう。どうしてこんなことを書くのかというと、時に話がどこで進行していようと関係ないことがあるからである。この事件も府中市で起きなければいけない理由はないのだが、この辺りがどんな場所なのか？という設定を考えた時に私が「府中市みたいな感じかな」と考えたから府中市になっていただけなのだ。府中市がどんな場所かを知っている人なら説明しなくても、そこがどんな場所かは解るのだし、そうでない人は私の書いたチョットした情報からここがどんな場所かを推測するしかないのだが。

　そんなことはどうでもいいが、ここは東京の都心に比べたら静かな環境にある場所であるということなのだ。とにかく、モオルダアとスケアリーが怪しいDVDの発送元を調べてやって来ると、そこでは男が殺されていた。殺された男の風采からいうと、自分が恐ろしい殺人事件の被害者になるとは思ってもいなかったに違いない。この静かな街でちょっと怪しいことに興味を持って、おかしなDVDを通販で売ったりした以外はいたって普通の男という感じだった。その男を後ろ手に縛ってから処刑したと思われるカタコトの男は逃げようとしたところをモオルダアとスケアリーに捕まえられ、今はこの警察署にいるのである。



「あなたが捜査してたっていう不法入国の日系人ですけれど、その人達は遺体で見付かったって言ってましたわよね。あたくしはまだ信じられないのですけれど、あのDVDに写っていた人達がその人達で、あの最後の場面で射殺されたって、あなたはそうおっしゃりたいんでございましょ？」

スケアリーがモオルダアに聞いた。

「ボクも、まさかとは思ったんだけどね。でもあの家に行ったら人が殺されていて、そこからカタコトの男が逃げだそうとしていたとか、これは驚くべき展開なんだよね。ただ、あの男が酷いカタコトで誰も何を言っている理解できなくてね。取り調べはいっこうに進まないらしいよ」

「カタコトならあなたが得意だからあなたがすれば良いんですわ」

カタコトが酷くて理解できないというのはヘンであるが、警察はあの男から事情を聞くのは困難だと思っているようだ。

「そうなんだけどね。今はあの男のことは警察が調べるってことになってるしね。でも、FBLから良く解らない命令が出てボクが捜査するとか、そういう展開とか…。あれ？あれはもしかすると」

モオルダアはそう言うと警察署の入り口の方から入ってくる人物を目で追った。入ってきたのはどうやらスキヤナー副長官のようだった。

「まさか、FBLから『良く解らない命令』ですの？」

「そうだと嬉しいけどね」

二人はなにか妙な期待をしてしまったが、やって来るスキヤナー副長官は深刻な表情をして彼らのところに近づいてきた。

「おいモオルダア、何をやっているんだ?!」

「何を、って言われても。…なんて言うか捜査ですけど。あの、海賊版DVDとか。それよりも、副長官はカタコトが得意だからここに呼び出されたとか、あるいはボクに命令を伝えるためにここに来たとか？」

「何を言っているんだ?!キミ達はとんでもないことをしたのに気付いてないのか？あの男はすぐに釈放しないと」

「何でですの？人が殺されてたんですのよ。そこから逃げる男が怪しくないなんてことは…」

「国際問題に発展しかねないことなんだよ。キミ達が捕まえた男はアメリカの外交官だってことなんだからな」

そういってスキヤナーは取調室の窓から中を覗き込んで男の顔を確認した。

「外交官？あの男が？」

モオルダアは納得がいかない感じで一緒になって中を覗き込んだ。

「そうに違いない。ついでに言っておくと、彼の苗字はサクライというマメ知識もな」

「なんなんですの？そのマメ知識って」

「とにかく彼は釈放されて、キミ達はこの事件から手を引くということだ。いいな」

モオルダアとスケアリーは納得できない感じだったが、スキヤナー副長官が厳しい調子で言うので仕方なく納得した感じで頷いていた。



　人が殺されて、一番怪しい容疑者が釈放というのはどうにも納得ができない。こうなってくるとモオルダアだけでなくスケアリーも、元は怪しいDVDから始まった事件にのめり込んでくる。警察署の駐車場まで来たスケアリーはいつもより少し鼻の穴を広げた感じで心のどこかから沸き上がってくる怒りを暗に周囲に示していた。

「これでは納得がいきませんわ！そうじゃございません？」

モオルダアはスケアリーが多少興奮気味なのがちょっと恐かったが、ここは努めて冷静にしていた。今回は何か大きな事件に違いないと確信したのか、彼の少女的第六感は彼に冷静になれと伝えているようだった。モオルダアは彼らがここに来るのに乗ってきたスケアリーの車のトランクを開けて、先程男から取りあげたカバンを出した。

「たまにはこういう忘れ物も何かの役に立つんだな」

モオルダアが何を言っているのかイマイチ解らなかったが、男を捕まえた時の騒動で舞い上がっていたモオルダアは、男から取りあげたカバンを警察に提出するのを忘れていたようだ。モオルダアがカバンを開けて中身を確認していた。

「なんなんですの、それ？」

モオルダアは大判の封筒から書類を取り出していた。

「コレハ・チョットオモシロイモノデスネ」

なぜかカタコトで話しているモオルダアだったが横でスケアリーが怒り出しそうな雰囲気を感じて普通に喋ることにした。

「これはなんだろう？衛星写真のようだけど。それから、こっちは。…これはUFOサークルの名簿だね。この名前のところに印が付いているのって…」

「これは、DVDを送ってきたあの家の方の名前ですわ！」

「それから、こっちにも印が付いてるぜ！」

スケアリーはモオルダアがちょっと盛り上がって来た時に言葉の最後に「ぜ」を付けるのが気に入らないのだが、今はそこを気にしている場合ではないので、モオルダアの指さしているところを見た。そこにはUFOサークルの別のメンバーの名前が書いてある。

「これは、つまり。この方も危険だということかしら？」

「そうかも知れないし、少なくとも今回の事件に何か関わりがあるに違いないよ。とにかくキミはこの人のところに行って話を聞いてみてくれないかな？ここから近いみたいだし」

「良いですけれど、あなたはどうするんですの？」

「ボクはこの衛星写真について調べることにするよ」

「そうじゃなくて、移動はどうするんですの？車はあたくしが使いますわよ」

「ああ、そういうことか。でもここからなら電車で行けるしダイジョブだけどね。都内は電車やバスが便利なんだぜ」

そこで「ぜ」が出てくるのがスケアリーはまた気に入らなかったが、ここで怒っても仕方がないので気にしないことにした。そして二人はそれぞれの目的地へと向かった。

		
			4  横須賀港
		

		　港には船がやって来る。そんなことは当たり前である。当たり前なので船がやってきても周辺では特に気にする者もいない。たとえその船の中にいる乗員のほとんどが瀕死の状態であっても。その積み荷の中に、大抵の人はそんな物はウソであると言って信じないような大変な物があったとしても。港に入ってきたのはいつもやってくる船と変わらない普通の船なのだから、中に何があろうと誰も気にしないのだ。

　いつものように船がやって来て、しばらく停泊してまたどこかに行くのだと誰もが思っているのである。ごく一部の神経質な人間を除けばの話だが。

		
			5  ローンガマンのアジト
		

		　モオルダアは警察に提出し忘れた証拠品を持ってローンガマンのアジトまでやって来た。スキヤナー副長官から怪しい感じで捜査の打ち切りを命じられたのだが、そんな感じで「やめろ」と言われるとどうしてもやりたくなるのはモオルダアのような人間の特質でもある。いずれにしろ、さっき捕まえたサクライという外交官がカバンのことを話したら、これは提出するとか返すとか、そういうことになるに違いないので、できるうちに調べられることは全部調べないといけないのだ。

　ローンガマンのアジトでは相変わらず唯一の正式メンバーのヌリカベ君と、自称正式メンバーの二人がいて、世の中の「有ること無いこと」に関して意見を交わしながらモオルダアの持ってきた証拠品を調べていた。

　あのカバンの中に入っていたのは衛星写真とUFOサークルの名簿だった。名簿の方は今スケアリーが持っているので、ここで調べているのは衛星写真ということになる。

　写真は複数枚あって、それには順を追って一艘の船が港へ入港していく様子が映されていた。ヌリカベ君はこれらの写真を高解像度のスキャナでパソコンに読み込んでから写っている船をパソコンの画面いっぱいに拡大して調べていた。電車と徒歩でここまでやって来て多少疲れていたモオルダアはソファに座ってその様子をダラダラしながら眺めていた。

「杯牌丸（パイパイマル）ですね」

ヌリカベ君がいつものように独り言っぽく言った。

「パイパイマル?!」

モオルダアはヘンな船の名前にヘンな感じで盛り上がっている。

「というか、キミは船を上から撮影した写真を見ただけでそれがどういう船だか解ってしまうのか？」

ヘンに盛り上がっても疑問に思うところはまともなモオルダアがヌリカベ君に聞いたが、いつものように首を横に振っただけで詳しい説明はしてくれなかった。こうなると、ここにいる他の人間に説明を求めるしかないのでモオルダアはとりあえず頼りになりそうな元部長の方を見た。元部長もそこは解っていたらしく、すぐにモオルダアの視線に反応して説明を始めた。

「パイパイ丸というのは戦時中に沈んだ軍艦や潜水艦を探査している船という噂なんですけどね。そういう沈んだ軍艦の中にはお宝をつんでいたものもあるとかいうことですから」

「それで、そのパイパイ丸という船は特別な形をしているとかそういうことなの？」

「いや、特に変わったところは無いはずですけどね」

「それなら、何でヌリカベ君は衛星写真だけでパイパイ丸と解ったんだ？」

「さあ、それはなんでか…」

さすがの元部長もそんなことまでは解らなかったようで黙ってしまった。元部長が黙ってしまうと話が先に進まなくなるのでモオルダアはフロシキ君の方を見たのだが、フロシキ君はいつでも「なんとなく面白いから」という理由でここにいる感じなので、特にモオルダアに伝える情報も持ってなさそうだった。ここでモオルダアが大いに困ってしまったことに気付いたのか、やっとヌリカベ君が話し始めた。

「昨日、実家から連絡があったんです」

これでやっと話が前に進むと思ったモオルダアは「それで？」という目をしてヌリカベ君の方を見たのだが、口数の少なさに磨きをかけたかにも思えるヌリカベ君はそれ以上喋ることはなかった。軽くズッコケた感じのモオルダアは再び元部長の方へ目をやったが、彼はこれまでの情報とさっきのヌリカベ君の一言から何かの結論を導き出そうと必死になっているようだった。

　これで元部長に何かが解るのなら、それはそれで元部長がある意味で優秀な人物である事を示してしまうのだが、どうやら元部長は何かに気付いてしまったようである。

「ああ、そういうことですか！」

モオルダアはちょっと驚きながらそう言った元部長の方に振り返った。

「何か解ったのか？」

「モオルダアさん。この写真を良く見てください。ここにちょっと見えてるのは千葉の富津岬じゃないですか？」

モオルダアはそう言われてなんとなく頷いていたが、ホントにそうなのかは良く解っていなかった。

「つまり、この船が入港していくコッチ側はだいたい横須賀の辺りなんですよ」

「そうかも知れないけど。だったら何なの？」

モオルダアがそう思うのもムリはない。しかし元部長はもう少し解っていることがあったようだ。

「ヌリカベ君の実家は横須賀なんですよ。だから実家の人が横須賀港にパイパイ丸が入港したことに気付いたんじゃないですかねえ」

「ああ、そう言うことか！」

そう言ったモオルダアであったが、どうしてこんな事を理解するのに無駄な推理や考察が必要なのか？と思ってちょっと苛立った感じもしないでもなかった。そんな雰囲気を感じとったのか、ようやくヌリカベ君が口を開いた。

「そうなんですけど、これはおかしな事なんです」

やっと話し始めたヌリカベ君に対してどうしたら良いのか迷ってしまったモオルダアであったが、ここは黙っていた方がヌリカベ君が話を先に進めやすいだろうと思って何も言わずにいた。

「この船は東京の芝浦埠頭辺りを拠点にしているはずです」

「それは、いったいどういう事だ？」

そう聞き返したモオルダアだったがヌリカベ君の返事はなかったのでまたちょっとズッコケた感じだった。しかし、元部長はヌリカベ君の発するわずかな言葉から推測して何かに気付いたようだった。

「そうか！確かにおかしいですよね」

軽くズッコケたり、意味深な発言に興味を示したり、大変な感じのモオルダアだったが再び元部長の方を見た。元部長は衛星写真からスキャンしたパソコン上の写真を順に表示させて説明していった。

　特にそうする必要があったかどうかは解らないが、元部長の方が衛星写真を一枚ずつ画面上に表示していくと、パイパイ丸が東京湾に入ってきて横須賀港に向かっていく様子がパラパラマンガのように画面に映っていた。それを見てもモオルダアには何のことだか良く解らなかった。

「確かに船は横須賀に向かっているようだけど、それがなんなんだ？」

モオルダアがなかなか理解しないのでここで奥で黙っていたフロシキ君が話しに入ってきた。

「あんた、何にも解ってないんだな。これを見てみなよ」

そう言うとフロシキ君はモオルダアに横須賀周辺の地図を見せた。フロシキ君が指さしている辺りには海上自衛隊や米海軍の施設が密集していた。

「これってつまり…」

モオルダアはいつもよりも本格的に何かがありそうな状況に、盛り上がっているのか焦っているのか解らないような感じがしていた。

「恐らく、パイパイ丸は何かを見付けたに違いないですよ」

モオルダアは腕組みをして目の前にある地図を見つめていた。この捜査はこのまま続けても大丈夫なのだろうか？とか、こんなに盛り上がったらきっと凄いことになるに違いない！とか、いろんな事を考えていたのだが、とにかくここまで解ったのなら現場に向かうしかなさそうなので、モオルダアはローンガマンのアジトを後にした。

		
			6  東京都稲城市
		

		　今度は稲城市になったのだが、これも前に書いた府中市と同じ理由である。そんなことはともかく、スケアリーはサクライの持っていたUFOサークルの名簿に書かれていた人物の家までやって来た。もしもサクライがあのDVDを売っていた男を殺したのなら、同じUFOサークルの名簿で印の付けられていた人物も危険に違いない。それにスキヤナーの言うところによるとサクライは重要な容疑者にもかかわらず釈放される事になっているようなのだ。

　スケアリーのやって来た家はこの住宅街の日常的な静けさの中にたたずんでいる感じで、まだ特に中で犯罪が行われているような気配はなかった。それでも一刻も早く名簿に載っていたのがどんな人物なのか知るべきであるし、そして危険が迫っていることも知らせないといけない。そこは良くある住宅街の良くある家だったのだが、スケアリーは不安にも似たおかしな緊張感を覚えながら呼び鈴のボタンを押した。すると間もなく扉が開いて少しくたびれた感じの中年女性がスケアリーの前に現れた。何も言わず興味深そうにスケアリーを見つめる女性にスケアリーはちょっと戸惑っていた。

「あの…。ここは別井（ベツイ）さんの家でございますわね？」

「ベツイさんは今ここにいませんけど」

「つまり留守ってことですの？今どこにいるか解りますかしら？すぐに連絡を取りたいんですけれど」

スケアリーの話す感じに不信感を抱いたのか、中の女性は今度は探るような目でスケアリーを見ていた。それに気付いたスケアリーは、自分がまだ誰なのか名乗っていないことに気付いた。

「あら、失礼いたしましたわ。あたくしはFBLのスケアリー特別捜査官…」

「知ってますよ」

スケアリーが最後まで説明する前に女性に遮られた。名刺入れから名刺を出そうと下を向いていたスケアリーは驚いて女性の顔を見た。

「前に会っています」

女性に言われると、スケアリーは様々な記憶を甦らせてみたが、この女性と会った覚えはなかった。同窓生とか以前にFBLにいた人物とか。あるいは、電車やバスに乗っている時に声をかけられてちょっと話したり、道を尋ねたり尋ねられたりした人物まで、思い出してみた。けっこう記憶力は良い方だと思っているスケアリーだったが、今目の前にいる女性の顔は初めて見る顔に違いなかった。

「失礼ですけれど、何かの間違いじゃございませんかしら？」

そういいながら、スケアリーはここに住んでいるはずの女性がUFOサークルの名簿に載っていた人物であることを思い出した。これはもしかすると厄介な事になったのではないかとスケアリーは心配になっていた。そして玄関で何かが起きていると感じて奥からもう一人の女性がここにやって来たときに、スケアリーは「やはり厄介な事になっていますわ」と感じとったようだ。奥から出てきたもう一人の女性が驚いた表情でスケアリーを見つめた。

「なんて事！あの人よ」

「そう、あの人だわ」

これはきっとUFOサークルの中で信じられている何かの話しに違いない。そして、なぜかスケアリーがその話の中に出てくる人物とされてしまっているのだろう。

「あの人って、何なんですの？」

あまりにも怪しい二人の対応にスケアリーは少し気味が悪くなっていた。

「私達と会ったあの人」

「メンバーの一人ね」

目の前の二人にこう言われるとスケアリーはさらに気味が悪くなった。

「それは、どういう事ですの？あたくしはここに住んでいるベツイさんに用事があってやって来たのですのよ！ヘンなことを言わないであたくしの質問に答えてくださらないかしら？ここはベツイさんの家なんでございましょ？」

スケアリーは少し苛立ったような口調になっていたが、二人は特にそこを気にするような事もなくスケアリーに中に入るように言った。なんでそうなるのか解らなかったが、自分で訪ねていって中に招き入れてもらったのに断るのはヘンだ、と思ってスケアリーは中に入ることにした。



　家の中に入ると一人の女性がUFOサークルの仲間達に連絡を始めたようで、電話をしたりメールを打ったりしていた。やはり何かややこしいことになっているに違いない、とスケアリーは思っていた。

「ちょいと、どういう事ですの？あたくしはあなた達とは会ったこともございませんし。これは何かの間違いじゃございませんこと？あたくしはただ殺人事件の捜査でやって来て、ここに住んでいるはずのベツイさんという方に話を聞こうと思って…」

「殺人ですか?!」

仲間に連絡していたのと別の女性が殺人と聞いて驚いて、スケアリーのことをまじまじと見ていた。ここでやっと自分のペースになってきたとスケアリーが説明を始めた。

「殺害されたのは仁座（ジンザ） 尋場部朗（ジンバブロウ）という方ですわ。変なDVDを売っていた…」

「まあ、ジンザさんが?!」

もう一人の仲間に連絡していた方の女性も話に加わってきた。

「あなた方はジンザさんをご存じですの？」

「私達のサークルのメンバーですから」

「そのようですわね。でもあたくしはUFOサークルのメンバーなんかではありませんのよ。こんなことを言うのもナンですけれど、あたくしはそんな話は信じていませんし、あたくしは常に科学的な視点で…」

「それは解っています」

スケアリーはこの二人の言っていることが理解できなくなってきていた。この二人が例のUFOサークルのメンバーであることは解ったのだが、スケアリーのことをメンバーと勘違いしているというスケアリーの推測は間違っていたようだ。

「でも、あなた方は先程あたくしをメンバーの一人とおっしゃいませんでした？」

二人の女性はスケアリーが全く話しについてきていないことを確認したようで、一人が話し始めた。（さっきから二人のうちの一人とか書いているが、ここにいる二人ともこれといって目立った特徴もないので「一人」というのがどっちの一人かは想像にまかせるし、まあ、どっちでもイイのである。）

「去年か、それ以前に不可思議な体験をしませんでしたか？どこかに連れ去られて記憶がなくなっているとか」

一人が言うのを聞いて、スケアリーはあまり良い気分ではなかった。記憶がなくなっていたら覚えていないのだから思い出せないし、それこそ不可思議な体験であるのだが、そんなことを気にしている場合ではなかった。記憶に無いと言えばスケアリーの首の付け根から取り出された「金属製のグリコのオマケ」というものがある。

　これまでのエピソードを読んでいる限り、スケアリーがそのような物を首の付け根に埋め込まれるような体験をしたことはなかったのだが、ここに書かれるのは彼らFBLの捜査官のする捜査のほんの一部でしかない。ここに書かれない彼らの捜査の中で何かが起こって、仮にその記憶が消されているとしたら。…消されたら思い出せないので、思い出すことはできないのだ。（同じことを二回書いているが。）

　しかし、もしもどこかに連れ去られて、その記憶を消されるなどということがあり得るのならと、そう考えるとスケアリーはにわかに不安な気分になっていた。

「ちょいと、なんでそんなことを言うんですの？」

そう言うスケアリーの表情に不安や恐れのようなものを感じとったのか、もう一人が諭すような表情で言った。

「このことについてゆっくり話すべきだと思いますよ。それと。これからここに来る人達の話も聞くべきです」

不安とか恐怖とか、そういった色んな種類の「嫌な感じ」がスケアリーの頭を覆い尽くしそうな感じがして、スケアリーはなんとなく頷いていただけだった。

		
			7  横須賀港
		

		　モオルダアが横須賀港にやって来ると、そこはモオルダアの予想と違って警察の車両などがあり物々しい雰囲気に包まれていた。もしパイパイ丸が海底に何かを見付けてそれを極秘に持ち帰ったのだとしたら、この周辺の雰囲気はあまりにも騒がしいと思えた。極秘に何かを持ち帰った船があるのなら、もっとひっそりしていても良さそうなのだが。とにかくモオルダアは港を管理している責任者みたいな人物を探して話を聞くことにした。



　港の事務所のような場所にモオルダアが行くと、そこではいつもは煙たがられるモオルダアが意外と好意的に迎えられた。なぜかモオルダアがくるのを待っていたように「早かったですね」などと言われてモオルダアは戸惑ってしまったのだが、これはもしかするとモオルダアが何かを嗅ぎ付けた、ということを逆に彼らが知っているということを示しているのかも知れない。モオルダアは相手の様子をうかがい慎重に話をしようと思っていたが、モオルダアが話を始める前に責任者は「とにかく来てください」と言ってモオルダアを部屋の外へと連れ出した。なんとなく拍子抜けした感じでモオルダアはその後についていった。

　建物の廊下を歩きながら、モオルダアは窓の外に見える岸壁とそこに係留してある大型の船を眺めていた。

「とにかく驚きましたよ。どうしてあんなことが起きたのか。普通では考えられないことです」

責任者が言っていたがモオルダアには何のことだが理解できていない。これはもしかすると自分をはぐらかすための手なのかも知れないとモオルダアは思っていた。

「あの船はどうしてここへ入港してきたんですか？本当は芝浦の方に向かっていたはずですが」

「そりゃそうですけどね。あんなことがあったんじゃそれはムリですよ。まあ、元々怪しいって噂の船でしたけどね」

「怪しい？」

「なんでも麻薬の密輸に使われているとかで。まあ、あくまでも噂ですけど」

なんだか話がヘンな方向に進んでいるような気もしたのだが、窓の外を眺めながら話していたモオルダアは船の中から放射線などから身を守る防護服に身を包んだ人間が数人出てくるのを発見した。「あの怪しすぎる船はパイパイ丸ではないか？」とモオルダアは黙ったまま内心で盛り上がっていた。その盛り上がった感じを悟られないようにモオルダアは静かに責任者の方を向いた。

「それで、麻薬は見付かったんですか？」

「それはどうですかね。それどころじゃないという感じですし」

「いや、それが重要ですよ。その辺のことを調べることは出来ますか？」

責任者はどうしてモオルダアがそこにこだわるのか不思議だったのだが、そう言われると調べるしかなさそうだ。

「それなら調べますけど。ちょっと時間がかかりますよ」

「ええ、頼みますよ」

モオルダアはシメシメといった表情で責任者が事務所に戻るのを見つめていた。

　数分後に責任者が何かの書類を持って元の場所に戻ってくるとそこにモオルダアの姿はなかった。

「あれぇ…？」

責任者は首を傾げながらまた事務所に戻っていった。



　上手く港の責任者をまくことが出来た、と思っているモオルダアは建物の外に出て先程の防護服を着た人間が出てきた船の方へと向かって行った。船の周辺には警備員や警察官もいるようだったが、特に誰かが来ないように見張っているということでもなかったようだ。すでにここは港の施設の中なので部外者は入り口で追い返されるはずだし、それほど警備は必要がないということだろう。それでモオルダアは彼らに気付かれることなく船に侵入することができた。

　船にはいると「杯牌丸」と書かれたプレートが目に入ってきて、それでこの船がパイパイ丸であることがスグに確認できた。ヘンな名前ではあったが船自体は普通の船のようで特に怪しいと感じさせるところもなかった。それよりもモオルダアが調べたいのは、この船が運んできた物のことである。先程の防護服を着た人間がここから出ていったことなどを考えると、この船は何か大変な物を運んできたに違いないのだ。それはすでに何者かによって持ち去られているのかも知れないが、それに関するちょっとした手掛かりでも見付かれば良いとモオルダアは思っていた。

　放射能といえばUFOやエイリアンとは切っても切り離せない物であるし、それにあのDVDに写っていた医師のような人達も防護服やマスクを着けていたのだ。そんなことを考えながらモオルダアの妄想は次第に盛り上がっていった。そしてそうなってくると気を付けなければいけないことがある。彼ら（と、モオルダアが言っているのが誰なのかは知らないが）はそう言う証拠はどんな手段を使ってでも隠そうとするし、何かを知った人間はどんな手段を使ってでも消してしまうのだ。彼らがそうするよりも前にここで何かを見付けようと船内のあちこちを探しまわっていたが、この船は外から見た感じよりもずっと広かった。

　とりあえず闇雲に何かを探すよりも、重要な物がありそうなところを探そうと、モオルダアは操舵室へ向かった。そして操舵室に入ると早くもモオルダアは嫌な物を見付けてしまった。それはモオルダアが探していた何かの証拠品ではなくて、操舵室の窓の外に見える光景だった。

　船の外では岸壁沿いをあまり見たことのない形のトラックが走ってきて船の手前で止まると、幌のついた荷台から特殊部隊のような格好をした人達が次々に降りてきて、パイパイ丸の方へと向かってきた。

「もう来たの?!」

モオルダアが聞こえるか聞こえないかぐらいの声を出して言うと一度辺りを見回した。せっかく船に侵入したのにまだ何も見付けていない。しかし、ここで辺りを見回しても何かの証拠になりそうなものは何もなかった。それよりも、このままここにいたら、あの特殊部隊のような格好の人達がやって来てヤバいことになるに決まっている。モオルダアは一度操舵室から出ることにした。

　操舵室から出ると、モオルダアがここにいることを知っているのか、船に入ってきた特殊部隊のような人達の足音は真っ直ぐ操舵室の方へと向かって来るようだった。モオルダアは慌てて甲板に出ると隠れる場所がないか探してみた。すると、それでダイジョブかどうか怪しかったのだが、ビニールシートが見付かったのでその下に隠れることにした。

　ビニールシートといっても色が付いていてけっこう厚手なので、下に入ってしまうとモオルダアの体は完全に隠すことが出来た。ただし、ビニールシートの下にうずくまっているモオルダアにはすぐ脇を特殊部隊のような人達が通りすぎていくのが聞こえて最高にビビっていたことは言うまでもない。

　足音が聞こえなくなるとモオルダアはビニールシートを少しだけ持ち上げて足音が向かっていった先を覗いてみた。どうやら彼らの姿は甲板にはないようだ。モオルダアはビニールシートから抜け出して甲板のへりの方まで進んでいった。今はどう考えてもこの船にいるのは危険に違いない。しかも船から出ようとすれば下には警官の姿も見える。こうなったら逃げ道は一つしかない。あまり気は進まなかったが、特殊部隊のような人達に捕まるよりはマシだと思ってモオルダアは甲板から海に飛び込んだ。特殊部隊のような人達は自分たちの任務で慌ただしい感じだったので、モオルダアが海に飛び込んだ音などは特に気付かなかったようだった。

		
			8 稲城市　別井宅
		

		　スケアリーがやって来たベツイさんの家には最初にいた二人の他に大勢のUFOサークルのメンバーが集まってきていた。スケアリーを除く全員がスケアリーがどうしても信じることの出来ないUFOやエイリアンの存在を信じているというこの状況は、彼女にとって気分の良いものではなかった。ただ、相手がモオルダアでないというところや、ここにいるメンバー達の表情にどこか脅えたような、弱々しい雰囲気を感じたのでスケアリーは、はなからメンバーの言うことを否定するようなことは出来なかった。

「あなた達の言いたいことは解りましたわ。仮にあなた達がエイリアンに誘拐されていたとして、どうしてあたくしがそこにいたなんて事になるんですの？あたくしは誘拐なんてされてないんですのよ」

UFOサークルのメンバーに囲まれているスケアリーはまわりにいる人間の顔をいちいち見ながら話していた。それを聞いて中の一人が答えた。

「それはあなたに記憶がないだけですから。でも、そのうち思い出すはずです。始めは断片的かも知れませんが、真っ白な光に包まれた部屋とか、そこで実験をする人達とか」

スケアリーはなるべく彼女たちの話をまともに聞くことは避けたかった。彼女たちがあまりにも現実のことのように話すので、そんな経験がなくても話しにつられて、そういうことを体験したことがあるような錯覚に陥るような気もしていたのだ。

「ちょいと、待ってくださらないかしら。そういうのって、こう考えたことはございません？以前に見たテレビとか映画とかの記憶が他の経験と入れ替わっているとか。あたくしはあなた方がウソを言っているなんて思ってないんですのよ。でも、過去のつらい体験を自分に受け入れられるような別のものに置き換えるというのは、これは心理学的に良くある話しなんでございますのよ。ですから…」

「過去の体験を受け入れないのはあなたかも知れませんよ」

メンバーの一人がスケアリーの話の途中に割り込んできた。スケアリーは「受け入れるも何も、何も起きていないんですから受け入れようがありませんわ！」と思って少し腹が立ってきた。

「あなた方。こんな事は言いたくないですけれど、あなた方はもしかしてあたくしをこのサークルに勧誘しようとしてるんじゃございませんこと？言っておきますけれど、あたくしはUFOとかそういうものには否定的な意見を持っていますから、それは無駄なことですよ」

スケアリーの声の調子が少し荒立って来ていたが、メンバー達はいたって落ち着いてスケアリーのことを見つめていた。

「それは解っています」

メンバー達が冷静なのがスケアリーにとっては少し不気味だった。

「だったら、なんだって言うんですの？」

「あなたに本当のことを知って欲しいんです」

「あたくしは…、あたくしのことは全部知っていますわ！」

スケアリーがそう言うと、別のメンバーが口を開いた。それはスケアリーにとって大打撃になる一言でもあった。

「あなたにも傷跡があるはずですよ。首の付け根のところに」

そう言いながら、メンバーは自分の首の後ろに手を当てた。その場所を見てスケアリーは返す言葉がなかった。

「私達にはみな同じところに傷跡があります」

「だったら…、何だって言うんですの？」

そう言いながらスケアリーも無意識に自分の首の付け根に手を当てていた。彼女が知らないうちに入り込んだ金属片を取り出した場所。取り出してみると、それは凄く小さなスーパーカーの形をしていたヘンな金属だったのだが。

「あなたもこれに見覚えがあるでしょう？」

メンバーの一人がそう言うと、他のメンバーも一斉にポケットから何かを取り出した。取り出したものは何かの入れ物で、それぞれ違うものだったが、中に入っているのは全て同じ物のようだった。

　メンバー達が手に持っている入れ物の中にはスケアリーが首から取り出した金属片と同じ形のものが入っていた。スケアリーは全身から血の気が引いていく気がして、今にも倒れそうになっていたが、何とか正気を保っていた。

「あたくしはそんな話をしに来たんじゃないんですのよ！それに、ここにいるはずのベツイさんというのはどうしたんですの？あたくしベツイさんに会いに来たんですから！それでは、この辺で失礼いたしますわ」

「ベツイさんになら会えますよ」

「何ですって？」

「ベツイさんに会うのなら、ついてきてください」

スケアリーはこれまでにこんなおかしな状況に置かれたことはなかったのだが、今はなんとなく「それが夢だと気付いてもなかなか目の覚めない悪夢」の中にいるような気分になっていた。

		
			9  大きな病院
		

		　UFOサークルのメンバーに連れられてベツイ宅からさほど遠くない病院にやって来たスケアリーは、さらに悪夢の中にいるような気分になっていた。メンバーの話によるとベツイは末期のガンでほぼ助かる見込みが無いということだった。スケアリー達が病院に着いた時にベツイは放射線治療を受けている最中であった。

　無免許だが医者でもあるスケアリーはこのような光景は客観的に見られるはずだったのだが、今はどうしてもそうすることが出来なかった。

「いったいどうして…」

スケアリーは治療を受けるベツイを見ながら思わずつぶやいた。ベツイは意識があるのかどうかも解らない感じで力無く横たわっていた。

「彼らのおこなった人体実験のせいです」

メンバーの一人がこう言うのを聞いて、スケアリーは「彼らって誰のことなんですの？」と思って、さらに気分が悪くなった。これが本当に悪夢なら、この辺で不快感やら恐怖のために目が覚めても良さそうだが、夢ではないので目は覚めない。

「もしかすると、私達全員があんなふうになってしまうのかも知れません」

もう一人のメンバーが言った。まだ目は覚めない。これは悪夢ではなくて現実なのだから。

		
			10  モオルダアのボロアパート
		

		　海に飛び込んだモオルダアはパイパイ丸から少し離れたところにある岸まで泳いで陸にはい上がって、そこから自分のアパートまで帰ってきた。書くだけなら簡単だが、服を着たまま海に飛び込んだ後に、岸まで泳いで、ずぶ濡れのまま家まで帰ってくるのは大変な事だった。電車に乗れば、どうしてこの人は濡れているのか？とヘンな目で見られるし、歩けば濡れた下着が体にまとわりついて気持ちが悪いので、何度も服の上から指先でまとわりつく下着をつまんで体から離したり。

　普通に帰ってくるよりは数倍疲れた感じだったモオルダアはとにかくスグにシャワーを浴びて服を着替えて横になりたい気分でアパートの前までやって来た。しかし、彼が部屋のドアに手をかけるとそれどころではないということに気がついた。

　ドアは完全に閉まっておらず、モオルダアがドアノブに手をかけた勢いで、ドアはひとりでに静かに開いていった。家を出る時には確かに鍵を掛けたはずである。モオルダアなら鍵をかけ忘れる事ぐらいはあるとも思われがちだが、彼はそういうところには意外と神経質で、家を出て数メートル歩いた後に一度戻って鍵を掛けたか確認することもある程なのだ。

　モオルダアは何者かにこじ開けられたドアを見ながらモデルガンを取りだした。そして、それを構えながらゆっくりと部屋の中へ入っていった。部屋は暗くて、そこに人がいるかどうかは良く解らなかった。いずれにしても、中に誰かがいるのならモオルダアが帰ってきたことにはすでに気付いているはずである。モオルダアは自分の部屋の中で人が隠れられそうな場所を思い出しながら、辺りを見回した。するとその時部屋の奥から声がして、それと同時にパチンという音が聞こえてきた。

「おいモオルダア、何をやっているんだ！」

モオルダアは慌てて声のした方に振り向いた。パチンという音がしたのは、声に驚いたモオルダアが思わずモデルガンの引き金を引いて、発射されたBB弾が壁に当たった音である。聞き覚えのある声と台詞にモオルダアは多少落ち着いたのだが、まだモデルガンはしまわずに手に持って声のした方を見ていた。そこにいたのはもちろんスキヤナー副長官であったが、なぜ彼がこの部屋にいるのか。そして、どうして部屋の扉が破られていたのか。モオルダアは今回のスキヤナーの行動にも始めから少なからず疑問を抱いている。

「何を、って。色々やってますけど…」

「確かに色々やってくれているみたいだな」

モオルダアは何を言われているのか良く解らなかったが、なぜかスキヤナーは怒っているようだ。

「キミは私が指示する前になぜか事件現場へ行き、そして、なぜかそこから勝手にいなくなったって事じゃないか」

「何ですかそれ？」

「何ですか、じゃない！キミは一体何をやっているんだ？どうやって事件の事を知ったのか知らないが、とにかく私は警察やら関係者に謝るのが大変だったんだぞ」

「それって、もしかして…」

「パイパイ丸だよ。乗員のほぼ全員が被爆して瀕死の状態で入港してきて、その原因が解らないから警察は我々に協力を求めてきたんだ。それを知ってキミは横須賀に行ったんじゃないのか？」

「なんだそれ?!」

いろんな勘違いや、話の行き違いが重なってヘンな事になっているようだった。モオルダアの考えではパイパイ丸にはUFOとかエイリアンが載せられていたはずなのだが。そうではなくて、乗員が謎の被爆によって瀕死だったりして、実はペケファイル課に捜査の依頼があったとか。それを知らずにモオルダアが横須賀港に行ったためにモオルダアは飛び込まなくてもいい海に飛び込んだり、さんざんな目にあったということでもあるのだが。

「それで、被爆って何なんですか？」

「それを調べるのがキミ達の仕事じゃないのか？」

スキヤナーの言うことももっともである。

「それから、キミはカバンを持ってるんじゃないのか？外交官のサクライさんが持ってたらしいんだが」

「ああ。あれならスケアリーの車の中かな」

なんだか話が良く解らなくなってきて、あのカバンなどどうでも良くなっていたので、モオルダアは適当に答えていた。それよりも、モオルダアはどうしてスキヤナーがこの部屋の中にいるのか気になっていた。

「ところで、どうしてあなたがこの部屋にいるんですか？ボクはちゃんと鍵を掛けて出かけたはずですけど」

「さあな。ドアなら来た時から開いてたぞ」

スキヤナーの言うことが本当なら、彼よりも先に誰かがここにやって来て鍵のかかったドアをこじ開けたということだろう。普段から散らかっている部屋なので、その時に部屋を物色したとか、そういうことがおこなわれたかどうかは解らなかったが、ここに来た誰かはあのカバンを探していたという可能性もある。今となってはそれほど重要でなくなったカバンだが、あのカバンの中身を調べて辿り着いたパイパイ丸には何かがあるに違いなかった。

　モオルダアが色々と考えをめぐらせながら盛り上がっているとスキヤナーが立ち上がった。

「とにかくだな、もうこれ以上自由にやられると私も困ってしまうんだがね」

そんなことを言われても、これまでどんな事件も自由に捜査してきたモオルダアにはなんとも言い返せなかった。

「とにかく、明日は必ずパイパイ丸の謎の被爆事件について捜査をするんだぞ。また勝手なことをしても私はこれ以上キミ達をかばうことは出来ないからな」

「ええ、まあ…」

良く解らない感じだったので、モオルダアの返事も良く解らない感じになっていた。とりあえずスキヤナーが帰るとモオルダアはドアのところに行って、壊れた鍵を見ながらため息をついていた。

		
			11  翌日、モオルダアのボロアパート
		

		　モオルダアの部屋のドアの鍵はドアノブに取り付けられているタイプの物だったが、何者かに壊されて修復が不可能だと思ったのか、モオルダアはドアノブごと取り外していた。ドアノブのあった場所には円い穴が開いていて、そこから外の光が部屋の中に差し込んでいた。

　ホコリっぽい室内に差し込む昼前の光がドアから真っ直ぐにスポットライトのような線を描いて床を照らしている、ということはどうでもいいのだが、その光が一度何かに遮られてドアの辺りが少し暗くなった。ドアの穴に誰かが指を入れていたようだ。そしてその指がぐいと曲げられてドアの内側にかかると、そのまま引っぱられてドアが開いた。そこにはスケアリーがいた。

「ちょいと！どういう事なんですの？」

中にいたモオルダアはスケアリーがこう言うことはだいたい解っていた。しかし、どういう事か説明するのは面倒でもあった。

「何から説明すれば良いか解らないけど…。とりあえず、例のカバンに入っていた衛星写真とかは返した方が良いと思うんだよね」

そう言われたスケアリーも色々と疑問なところが沢山あるので、どう反応すべきか良く解ってなかった。

「それよりも、なんでわざわざあたくしがここにやって来ないといけないんですの？なんでFBLのビルディングではないんですの？」

「そこを気にされても…。まあ、気になるか。でもそのドアを見たら解るように、これから業者がドアを直してくれるまで外出はあまり出来ないんだけどね。まあ、さっきちょっと出かけてしまったけど。ドアに鍵がないまま出かけるのって、けっこうなスリルだってキミは知ってた？」

「ちょいと、ふざけてるんですの？」

「いや、そうじゃないけど」

どうやらスケアリーがあまり機嫌が良くないということに気付いたモオルダアは、もう一度何から話すべきか考え直した。

「それで、例のUFOサークルの人はどうなったの？」

「それなんですけれど、大変な事になっていましたのよ。ベツイという方、末期ガンでもう余命わずかという事でしたし。UFOサークルの方達の話によると、ベツイさんは人体実験のせいで病気になったとかで、それであたくし達もみんな同じように死んでしまうんだとか、そんな事をおっしゃるのよ。それに、そのUFOサークルの方達はみんなこれを持っていたんですの…」

そう言ってスケアリーは例の金属片の入った透明のケースをモオルダアに見せた。

「なにそれ?!」

それを見たモオルダアがミョーに興奮して金属片に興味を示したのに気付いて、スケアリーは自分の行為を後悔していた。彼女はまだこの金属片のことをモオルダアに教えていなかったのである。ただ、この金属片の事を自分だけで解決するのはどう考えても不可能な気がしていたとか、そんな感じで無意識のうちにモオルダアに助けを求めたということかも知れない。

　とにかく見せてしまった物は仕方がないので、スケアリーはその金属片の事をモオルダアに話した。ただし、それが自分の首の付け根から摘出された物だということは黙っていた。

「ちょっと、それってスゴイことじゃん。もしかして、その人達は何者かに誘拐されて、そこで人体実験をされたけど記憶を消されているとか、そういうことなんじゃないの？」

盛り上がったモオルダアはスケアリーが今のところあまり聞きたくないことばかりを口にしていた。

「それは…、そんなことをおっしゃっていましたけど。…でもあたくしの考えではそんなことって、あり得ないでございましょ？それに…」

「それよりも、キミの持ってるその金属片はどこで手に入れたの？」

「これは…」

そこまで言ってスケアリーは無意識のうちに目から涙がこぼれそうになるのを感じて慌てて口を閉じた。口を閉じて泣きそうになっているのを止められるか解らなかったが、何とか泣き出さずに済んだようだ。彼女の持っている金属片は彼女の首の付け根から取り出したものである。それと同じ物をUFOサークルのメンバーがみんな持っていて、しかもそれは何者か（おそらくエイリアンとかUFOとか）に誘拐されて人体実験を受けた時に埋め込まれた物であると彼らが言っていたのが、スケアリーにとっては気味が悪くて仕方がなかったのである。そして、それはいつしか彼女にとっての不安と恐怖となり、心の中に暗い影を落とすようになっていたのである。

　モオルダアはスケアリーが一瞬だけ見せた涙ぐんだ表情に驚いてしまったが、今では下手なことを言うと恐ろしいことになりそうないつもの彼女の表情に戻っていたので、それ以上その金属片について聞くのはやめることにした。ただ、いずれはそのことについて、何か彼女から聞かなければいけないのではないかと思ってモオルダアは何か嫌な感じがしないでもなかった。



　話が止まってミョーな沈黙がしばらく続いたところでタイミング良くドアの修理をする業者とアパートの管理人がやって来た。モオルダアは管理人も来ていることにちょっと弱った感じになっていた。そして、ドアのところに行くと管理人にコレは自分の責任ではなくてFBLや国家的な陰謀とかそういうことだ、と説明していたが、管理人はあきれた顔で頷いているだけだった。

　スケアリーもあきれた感じでドアのところのモオルダアを見ていたのだが、ふと思い出したように部屋の中を見渡すと、以前の事件で割れた窓ガラスがまだそのままになっていることに気付いた。そのまま、といってもビニールテープなどで補修はされているのだが、ガラスは割れたままになっている。

　あのガラスが割れた瞬間にそこにいたのはスケアリーだった。そして何者かがこの部屋に向かって撃ったモデルガンの弾がスケアリーのオデコに当たって両眉毛の真ん中に丸いホクロのようなアザが出来たのだ。それだけではなく、あの事件ではスケアリーの姉がひき逃げ事件に遭っていたり、その犯人が本当に捕まっているのかどうか怪しかったり、ということも思い出していた。これは何か大きな陰謀の渦の中に見え隠れする真実の一片なのかしら？スケアリーはそんな風に思い始めていた。

「モオルダア！それであなたの方はどうなんですの？」

いきなり声をかけられたモオルダアは少しビビってスケアリーの方に振り返ったのだが、彼を真っ直ぐ見つめるスケアリーの目に言い知れぬ光を感じとったモオルダアは、しばらく忘れていた優秀な捜査官としての緊張感みたいなものを思い出していた。

「とにかく、ボクらは事件現場に向かわないといけないんだが…」

ここで二人そろって事件現場に向かいたい感じなのだが、ドアの修理はまだ始まったばかりだった。モオルダアは管理人に頼んで修理が終わるまでここを見てもらうことにした。どっちにしろモオルダアよりも管理人のほうがこの修理に関しては責任のある立場なのだし、政府とか国際問題に関わる事件とかモオルダアが言うので、そこは渋々了解してもらえたようだ。

　不自然な感じではあったが、二人は部屋を出るとスケアリーの車に乗って横須賀港へ向かった。

		
			12  横須賀港（仕切直し）
		

		　モオルダアとスケアリーは車で横須賀港へと向かっていた。車で来るのは電車よりも楽だということに気付いたモオルダアは、自分も車が欲しいと思っていたがいろいろ考えると最終的には予算の問題でいろんなものが買えないモオルダアなのでムリだということは考えなくても解っていた。せめてFBLがもっと自由に車を使わせてくれたら良いのに、とモオルダアは思っていた。回を追うごとにFBLは巨大な組織みたいになってきて、車を借りるのにも申請して許可がおりないと借りられないことになっているのだ。恐らく他の捜査官ならまともな理由で借りるので借りられるのだろうが、モオルダアの場合は理由が怪しかったり、そもそも理由なんてものがなかったりしながら捜査をするのだから車もなかなか借りられないようだ。

　それはどうでもいいのだが、モオルダアは車の中でこれまで彼がしてきた捜査についてスケアリーに話していた。

「そんな感じで、あの船は怪しいということだったんだけどね。まさに怪しかったんだよね」

「それはそうですけれど、なんであのサクライという方の持っていた写真に写っていたんですの？」

モオルダアが同じことを二回言っているというところはなるべく気にしないようにスケアリーは話を進めていた。

「そうなんだよね。本来ならそんな怪しい船はボクらから遠ざけるように仕向けてくるはずなんだけど、なぜかボクらのところに捜査の依頼が来ていたりするし。まあ、それでスキヤナーに怒られちゃったんだけど」

「でもただの調査船なんでございましょ？そこで謎の被爆事故があったならあたくし達が捜査して当然だと思いますわよ」

「サクライのカバンがなければそうなるけどね。でもあのカバンの中にはパイパイ丸を撮影した衛星写真と、UFOサークルの名簿が入っていたんだよ。そこに船での被爆事故というのはいろんな条件がそろいすぎているよね」

「ちょいと、何がいいたいんですの？」

「つまり、パイパイ丸は海底でUFOを見付けたんだよ」

「それだったら、あたくし達…、というより、あなたには知らせないと思いますわ」

「だから、おかしいと思ってるんだけどね」

お互いに納得のいかない部分を抱えている二人の会話は平行線の上を進んで交わることがないような感じだった。

「とにかくボクは色々と解らないことが多すぎて困ってしまったから、あの議員のところに行って聞いてみたんだよ」

「あの議員って、誰ですの？」

「あれ、言わなかったっけ？以前にボインジャーことを教えてくれた区議会議員だけど」

スケアリーはそんな議員のことは知らなかったが、パイパイ丸とかボインジャーとかいう名前が出てきて何故か彼女のプライドが傷付けられているような、そんな感じがしてきたのだが、それは私のせいではないので私を睨むのはやめて欲しいと思っているのである。

「なんで怒ってんの？」

「怒ってませんわよ！それで、その区議会議員の方は何ておっしゃってたんですの？」

明らかに怒っている感じのスケアリーだったが、彼女が怒っていないと言えば怒っていないに決まっているのでモオルダアは続きを話すことにした。

「それで、その議員にこれからどうするべきか聞いたら、サクライのカバンに入っていた写真とかは向こうが言うとおりに返すべきだとか、そう言ってたんだよ」

「でも、あの衛星写真は何かの証拠になるんじゃありませんの？」

「ボクもそう思ってたんだけど、議員が言うには『良い棋士は捨て駒を心得ているものだよ、モオルダア君。ガッハッハッハ！』って言ってたんだよね」

「つまり、それよりも重要な何かがまだあるということですわね」

「そうかも知れないけど、そこを聞くと得意げに『蛙の子はカエルだよ！』と言ってたよ」

「それはどういうことですの？」

「ボクにも全然解らないよ。とにかくボクは家の鍵が壊れたままのことが心配で仕方がなかったからそのまま帰ってきてしまったんだけどね。あと、それから例のカタコト外国人達が本物の医師だと言うことも教えてくれたけど」

それでは何のことだか全く解りませんわ！とスケアリーが思っていると車は横須賀港の岸壁の近くまで来ていた。そこには昨日モオルダアが見たのと同じようにパイパイ丸が停泊していた。

　二人が車を降りると昨日モオルダアの相手をしていた港の責任者みたいな人がやってきた。



港の責任者みたいな人は大きめの封筒を持ってモオルダアに話しかけてきた。

「ああ、やっと戻って来ましたね。昨日はいきなりいなくなったりして、大変だったんですから！もう」

なんだかプリプリした感じの話し方だったが、どうやら港の責任者みたいな人はこのパイパイ丸を早く港から追い出したいらしい。予定にない船がいきなりやって来て停船しているのは、あまり好ましくないのだろう。それよりもモオルダアは、怒るとちょっとオカマっぽい感じになるこの責任者みたいな人が気になってしまった。

「これはあなたの言ってた麻薬の密輸に関する書類ですけど」

モオルダアが変なところを気にしていると、責任者みたいな人は持っていた封筒をモオルダアに渡そうとした。

「それなら、もういいんだよ」

その封筒の中身はモオルダアがパイパイ丸に忍び込むために頼んだものだったので、今となってはどうでも良いものになっていた。責任者みたいな人はまたプリプリした感じになっていたのだが、スケアリーは早く捜査にとりかかりたいようだった。

「ちょいと！そんなことよりも、もっと大事なことがあるんじゃございませんこと？」

そういったスケアリーにつられたのか知らないが、責任者みたいな人は「そうですわね！」と言ってから二人を船内に案内した。モオルダアはその後を追いながら、寒気のようなミョーな感覚を覚えていたが、これは捜査とはほとんど関係ないはずだから気にするのはよそうと思っていた。



　船内は昨日モオルダアが忍び込んだ時と特に変わっていなかった。

「特に変わったところはなさそうですわね。ところで、放射能漏れとか、ちゃんと調べたんでしょうね？」

「そりゃもちろんですよ。船員があんな酷い状態だったら何かあるに違いないですからね。昨日ちゃんと専門家を呼んで調べてもらいましたよ」

専門家とは昨日モオルダアが見た防護服を着た人達なのか、それとも後から来た特殊部隊のような人達なのか考えていた。そこを考えても意味がないような気もしたが、どこか気になる部分があったのだろう。それよりも、この船についてもう少し知らないといけない。

「それで、何かあったんですか？」

「それがナンにも出なかったのよ！もう」

また変な喋り方であるが、モオルダアは気にしないようにするのが大変だった。

「つまり、船員達が被爆した原因になるような物はこの船にないということですわね？」

「そうなんですよ。それに放射能もほとんど検知されなかったってことです」

モオルダアはなんとなく、昨日見た特殊部隊のような人達を思いだして嫌な感じがしていた。もしかして、彼らが「何か」を見付けて持ち去ってしまったとか、そういうことだとするともうこの船からは何も出てこない。しかし、あの時にはすでにFBLに捜査が依頼されていて、モオルダアがやって来るということも解っていたのだから、そこにどこかの組織の特殊部隊のような人達がやって来るというのもおかしなことである。

　とにかく、話を聞いているだけでは埒があかないので、彼らは船内を見て回っていた。すると船尾にある格納庫の近くの部屋でモオルダアは面白いものを見付けた。それが直接今回の事故に関わっているのか解らないが、モオルダアの興味を惹くのには十分な形をしていた。

「これって、潜水服ですか？」

「そうだと思いますけど。私は専門家ではないですからねえ」

そこにあったのは深海で作業をするための潜水服だった。服と言うよりもほとんどロボットみたいな外見である。水圧に負けないようになっている球形の巨大なヘルメットに丸い覗き窓が印象的である。そして、そういう珍しいものを見ればモオルダアが興味を持つのも当然である。

「これって着るのにすごい時間がかかるんだよね。何メートルぐらい潜れるんだろうね？」

「知りませんわ、そんなこと」

モオルダアは潜水服を見たまま聞いたのだが、答えたのは港の責任者みたいな人の声だったような気がして、思わず振り返った。スケアリーと港の責任者みたいな人は並んでモオルダアの方を見ていたが、どっちが答えたのか良く解らない。

「その潜水服がどうしたって言うんですの？」

スケアリーが聞いた。始めは好奇心だけで潜水服を眺めていたモオルダアだったが、だんだんそこからまともな考えも出てきたような気もした。

「いや、なんとなくね。それに、この船に放射性物質がないとしたら、原因は船の外にあったということだし。航海中に船の外に出るにはこの潜水服が必要だしね。あれ?!」

「なんですの？」

「いや、なんかこの潜水服触ったらオイルが付いてたよ」

モオルダアはオイルを触った方の手の親指と人差し指をこすり合わせて、ヌルヌルした感じをなんとかしようと思っていたのだが、こすってもオイルのヌルヌルは落ちるものではない。どこかに手を拭けるような場所はないかとさがしたが、ちょうど良いものがなくて、仕方なくモオルダアはヌルヌルしたままの手をズボンのポケットの中にいれた。ハンカチを持ち歩かない人間にとって、ズボンのポケットの中というのはちり紙やハンカチと同じものなのである。

		
			13  横須賀の方の大きな病院
		

		　目も当てられない、という言葉はこの病院に運び込まれてきたパイパイ丸の乗組員達のためにあるような気がしますわ。スケアリーは病室に入るなりそんな気分になった。横たわる乗組員達は体中に包帯が巻かれていたが、その隙間から見える肌の部分はとても人間のものとは思えない色に赤黒く変色し腫れ上がり、所々皮膚がかなり深いところからめくれ上がっていた。

「一体何があったって言うんですの？」

「さあ、それを調べるのがあなた方の仕事ですけど」

スケアリーを病室まで案内してきた医師が冷静に言っていた。確かにそうですわね、と思っていたスケアリーだったが、乗組員達の状態が予想よりもひどかったために、多少冷静さを失うのは仕方のないことでもあった。それに昨日病院で見たベツイの治療の様子が脳裏によぎったりしたこともあって、スケアリーがいつもの調子でいるのは困難でもあった。

「せっかく来てもらったんですけど、彼らから話を聞くのは無理でしょうな。ここに来た時から意識は無かったですし、どんな原因でこうなったのか解らないので、処置のしようもなくて。問い合わせても機密に関わることだから何も言えないとかで…」

医師がまた冷静にそう言った。今度はスケアリーも納得して頷いていた。これだけの状態なら意識を取り戻すことがあるかさえ解らないし、恐らくこのまま目覚めることはないだろう。

「この症状は体外被曝かしら？」

次第に冷静さを取り戻してきたスケアリーが多少は専門的な質問をした。医師はFBLの捜査官からそのような質問をされるとは思っていなかったので、すこし不意をつかれた感じでスケアリーを見ていた。

「あたくしは無免許医師ですのよ」

医師の様子を察してスケアリーが説明したが無免許ってなんだ?!と思って医師はさらに不意をつかれる感じだった。

「それは、なんていうか…、体内被曝です」

「そんなことって、あり得るのかしら？彼らは数週間ずっと船の上で暮らしていたんですのよ。それに船からは少しも放射能の反応はなかったのでございますし…」

「それを調べるのがあなた方の仕事ですけど」

また医師が冷静に言うのでスケアリーは少しムッとしていたが、さらに医師が話を続けた。

「彼らの被爆量は二〇〇から四〇〇レントゲンですね」

「まさか、そんな…！それってまるで…」

「広島の原爆に匹敵します」

スケアリーは原爆のマメ知識も医師に言われてしまったので、さらにムッとしていたが、医師はまた先を続けた。

「そんな量の放射能は自然界には存在しませんけどね」

「そうですわよ！ですからあたくし達が捜査をしているんですわ！」

スケアリーは医師と張り合っているうちに自分でも何で怒っているのか解らなくなりそうな感じだったが、自然界に存在しないと聞いて盛り上がるであろうモオルダアがここにいないのが幸いだとも思っていた。彼はここに運び込まれた乗組員達のひどい状態を見るのが恐かったのか、あるいは作者の都合か知らないが、ここには来ていなかった。

　モオルダアはここにいて「地球外ならあり得るけどね」と言う代わりに、パイパイ丸に乗っていたにも関わらず健康体だったゴルチエという名の人物の元へと向かっていたのだ。その人物も一度はこの病院に来て診断を受けているのでスケアリーはそのことも聞いてみたのだが、その人物には少しも異常はなかったということだった。

　スケアリーは、これではここに来た意味が全くありませんわ！と思っていたのだが、乗組員達が原爆なみの放射能を浴びたにもかかわらず、船には何も見付からず、そして一人だけまったく健康体のまま家に帰った人物がいると言うことが解ったのだからそれで良いのだ。

（なんでこうなったのかというと、私が書く順番を間違えたからなのだが、本物の方を知らなければ解らないので良いのである。）

		
			14  東京都港区
		

		　ふと思ったが、この話（the Peke-Files全体）には実在する地名とそうでないものが出てくるが、そこを気にしても意味がないので適当に考えてくれたらいいのである。実在してもしなくても、話にかわりはないのだし、あるとすれば実在する場所の少しマニアックなことを書いたらそこの地元の人がちょっと喜ぶかも知れないぐらいだし。（しかも、あまりマニアックなことは書かれないが。）

　余計なことを書いてしまったが、パイパイ丸が本来母港としている芝浦埠頭からほど近い場所にあるマンションにモオルダアが向かっていた。向かっていると言っても、先程横須賀を出発したばかりなのでモオルダアがここにやって来るのはまだ先のことであろう。モオルダアが来るまでどうすれば良いのか？恐らく一時間近くかかるのだがそれまでずっと沈黙しているわけにもいかないし、わざわざ書くのだからここで何かが起こるのである。

　モオルダアがここへ向かってくるよりもずっと前に一人の男がこのマンションの部屋に帰ってきた。モオルダアの向かっている先なのだから、ここは先程書いたパイパイ丸の乗組員の中にいる唯一の元気な人の家に違いない。

　男の名は吾流智慧（ゴルチエ）という。名前は漢字だがこれは日本に帰化する時につけた当て字で元々はフランス人である。それからここで驚くべき話をすると、パイパイ丸は実はフランスの船だったりする。たとえ正式名称が「杯牌丸」であっても。

　なので、現在病院で瀕死の船員達はだいたいがフランス人である。ゴルチエは日本人と結婚する時に妻の父親から気に入られよとして日本に帰化したということだが、その辺はどうでもいい。

　ゴルチエは自分の家に帰ってきたはずなのだが、扉を開けて中に入ると一度辺りを見回して中の様子を探るようにしていた。玄関には妻と一緒に写っている写真が小さな額に入れて飾ってあったが、ゴルチエはそれを一度手にとると何かを確認するようにその写真を見てから部屋の奥へと入っていった。

　ここは都会によくある感じのマンションで部屋の数はそれほど多くはない。ゴルチエは各部屋のドアを開けて中を確認しながら、一番奥にある部屋に入っていった。そこは見た感じからするとゴルチエが書斎として使っている部屋のようだった。部屋に入ったゴルチエは机や棚の引き出しをあけてそこに入っている書類を方端から確認していた。そこに彼の必要としている何かがあるのだろう。

　そうしているうちに、入り口のところでドアの鍵を開ける音が聞こえてきた。そして、ドアが開くと誰かが入ってきて、中の様子に気付いたのか、真っ直ぐにゴルチエのいる部屋までやって来た。入ってきたのはゴルチエの妻だった。彼女はゴルチエの姿を見付けると驚きと安堵が入り交じったような複雑な表情をしていたが、乗組員は全員危険な状況にあると思っていたのだから、彼女にとってこれ以上の喜びはないはずである。

「ダーリン!?帰ってたの？心配したのよ。港の人から連絡があって、酷い状況だって聞いたから…」

ゴルチエを抱きしめながら妻はそう言ったのだが、どこかに違和感を感じて思わずゴルチエの目を覗き込んだ。目の前にいるのは確かに自分の夫であったが、その表情は大変な事故にあったにもかかわらず無事に帰ってこられた人間のものではなかった。妻の目にはゴルチエの肩越しに彼の部屋の光景が見えてきたのだが、最後に見た時には綺麗に片付けられていた部屋は、何者かに荒らされて散らかっている。恐らく目の前にいる夫、と言うよりも夫の姿をした何者かがそうしたに違いない。

「ダーリン!?なんで黙ってるの…？」

今度は恐怖に満ちた声で妻が言うともう一度ゴルチエの目を覗き込んだ。目の前にいるのが自分の夫であると信じたかったが、そうではないことがハッキリ解った。冷たく虚ろな瞳を見つめながら恐怖に叫び声をあげようとした瞬間にゴルチエが両手で妻の肩を掴んだ。叫びは音にならずにノドの手前で詰まっていたが、彼女の瞳は叫び続けているように大きく見開かれたままゴルチエのことを見続けていた。

　ゴルチエは相変わらず無表情で目の前の妻のことを見ていた。それが妻であると解っているのかは解らないが、とにかく両手で妻を掴んだままだった。妻はこれからこのゴルチエの姿をした誰かが何をするのか解らないまま恐怖に震えていたのだが、ゴルチエがまばたきした時、その目の中に異様な影を見た。影というのは正しくないとも思えたが、それはまばたきに合わせて目玉の表面をスープに浮いた油分のように流れていった。ということはつまりそれは影ではなくて黒い油のようなものなのだ、と一瞬妻はどうでも良いことを考えたのだが、それを最後に妻の記憶は途切れることになった。

　しばらくすると、ゴルチエの家の玄関から妻が出てきた。それは先程まで夫の豹変ぶりに脅えていた妻ではなかった。先程までのゴルチエと同じく、虚ろで冷たい目をして無表情のまま家から去っていった。



　一方、モオルダアの乗っている電車はやっと東京都内に入ってきたところだった。横須賀に向かう時には車だったし、特に電車の中でヒマ潰しに使えるようなものは持っていなかったモオルダアは、事件のことを考えてみたり、眠ろうとしてみたり、目的地までの時間をなんとかしようと努力していた。そして今は近くに座っているアラサーっぽい女性同士の会話をなんとなく聞くでもなく聞いていたりしていた。

「…へえ、そうなんだ」

「そうなのよ。それでさ、うちのダーリンがね…」

そんな会話をこっそり聞きながら、モオルダアは「ダーリン」という言い方をするのは国際結婚に違いないな、と思っていた。それから、適当に受け答えしている相手の方はまだ結婚してないし、特にそんな予定もないし、楽しそうにダーリンの話をする相手にちょっと嫌気がさしているな、と思っていた。思っているだけでそれが正しいかどうかは解らないのだが、そんなことを考えていたら急に睡魔に襲われたモオルダアは、電車の席に座ったままカクッとなってそのまま寝てしまった。そして、目覚めたのは残念ながら電車が目的の駅をちょうど発車した時だった。

「どうせなら次の駅で目覚めたかったのに」

声に出して言ったわけではないが、モオルダアは次第に速度を上げて離れていく駅のホームを見ながら心の中でブツブツ言っていた。次の駅に着くまでと、そこから一駅引き返す時間がミョーに長く感じたが、モオルダアはなんとか目的の駅にたどり着いてゴルチエの住むマンションへと向かった。もしもモオルダアが寝過ごしたりしなければ、ちょうどゴルチエの妻がドアから出てきたぐらいにマンションに着いているはずだったのだが、残念ながらゴルチエの妻とモオルダアが鉢合わせるという展開は無いようだ。



　モオルダアはゴルチエの住む部屋の前まで来て呼び鈴を押したが、もちろん中からの反応は無かった。留守なのだろうか？留守だとしたらどこに行くのだろうか？そんなことを考えながらモオルダアはなんとなくドアノブを回してみた。するとドアに鍵がかかっていなかったようで、ドアが開いた。

　鍵のかかっていない玄関は今回何度出てくるんだ？そんなことを思ってしまったが、やはりこの都会のマンションで鍵もかけずに外出は無いだろう、ということでモオルダアはまたモデルガンを取りだして慎重に部屋の中へと入っていった。

　中に入ると、まず目に付いたのが突き当たりにあるドアがあけっぱなしになっているゴルチエの書斎だった。ドアが開けっ放しで、しかも引き出しや棚が開いたままだったり、部屋中に書類などが散らばっていたり、解りやすく怪しい感じになっていた。

　モオルダアはモデルガンを構えたまま部屋の中へと入っていった。すると散らかった机の上に一封の封筒を見付けた。他にも書類や封筒や色々と散らかっているのだが、一番上にあるこの中身のグチャグチャになった封筒が怪しいに決まっている。そう思ったモオルダアは一度封筒に書いてある住所を確認するとそれを自分のポケットの中にしまった。

　するとその時、モオルダアの前の机の向こうから「ウゥゥ…」といううめき声が聞こえてきて、モオルダアは飛び上がって驚きそうになった。ただ、そのうめき声があまりにも弱々しかったので、飛び上がらずには済んだのだが、モオルダアは慌てて机の向こうに体を乗り出してそこを確認した。するとそこにはゴルチエが倒れていた。

「ちょっと、どうしたんですか？大丈夫ですか？」

モオルダアが声をかけたがゴルチエはまだ横になってうめいている状態だった。

「しっかりしてください」

そう言いながらモオルダアはゴルチエの横に行って抱き起こそうとしたのだが、ゴルチエの体や服にははヌメヌメした油のようなものが着いていて、モオルダアはその油に触ってしまった両手を見ながら「ウワッ…」っとなってしまった。うめき声をあげながら倒れている人に対して「ウワッ…」というのは失礼かも知れないが、ヌメヌメしていたら仕方がない。モオルダアはヌメヌメに触った両手を顔の前に持ってきて眺めていたが、そのヌメヌメはどこかで見たような感じもしていた。

　あのパイパイ丸にあった潜水服のヌメヌメもこんな感じだったのだ。それにしても、このヌメヌメに触った手はどうすれば良いのかと思って、ちり紙とかそういうものがないか見渡してみたが、ちょうど良いものが無かったので、モオルダアは仕方なく両手をまたポケットの中に入れた。



「ウァァァ…」

またゴルチエのうめき声がした。今度はさっきよりもハッキリしている感じだった。

「しっかりしてください」

モオルダアはせっかくポケットの中で拭いた手でゴルチエの肩を掴むと軽くゆするようにして話しかけた。

「ココハ…。ココハ・ワタシノ・イエデスネ」

また外国人風だが、元外国人なので仕方がない。

「一体、何があったんですか？」

「ワタシハ…。ワタシハ・フネニ・ノッテイタ・ハズデス！フネカラ・センスイシテイタハズデス！」

「その船で大変な事が起きたんですけど。なにか覚えてないんですか？」

「ワッカリマセンネ」

「恐らくあなた方は何かを探していて、そしてそれを見付けたんじゃないですか？」

「フフーン…」

フフーンってなんだ？という感じだが、なにか都合の悪いことでもあるのだろうか。

「アナタ・イッタイ・ダレデスカ？」

「私はFBLの優秀な捜査官のモオルダアです。あなたにこの封筒のことについて聞きたいのですが。ここに書いてある『カレンチャ君の沈没船情報社』っていうのはなんですか？」

「ワッカリマセンネ」

「そうですか。でもここにいた誰かはこの会社に興味があったみたいですよ」

自分の部屋にその会社の名前の書いてある封筒があったのは確かなことなので、ゴルチエはしらを切り続けることは無理だと思っていた。しかし、こういう時にはどう言えば良いのか、ちゃんと誰かから教えられているようだ。

「ナンダカ・シリマセンケド。ソウイウコトハ・リョウジカン・トオシテクダサイヨ」

領事館とか言っているが、ゴルチエは法律上は日本人なので領事館とか関係ないのだが。しかしパイパイ丸はフランス船籍だったりするし、ここは無理にゴルチエから話を聞くことは無理そうな気もした。

「ソレニ・アナタ！ドソクデ・ヒトノイエニハイルトハ・ナニゴトデスカ！」

そんなことを言われてモオルダアはなぜか凄く悪いことをしているような気分になってしまった。言われたとおりモオルダアは土足のままこの部屋に入ってきていた。前の時には上手くいったのだが今回は土足が裏目に出たようだ。

「マッタク・シツレイナヒトデスヨ！デテイケ！デテイケ！」

「ああ、…いや…あの…。スイマセン…」

モオルダアは情けない感じでゴルチエの家から追い出されてしまった。しかし、ポケットの中には怪しい封筒もあることだし、そこに書いてある住所などを調べたら何か解るに違いない、と思ってモオルダアは外に出ることにした。

		
			15  マンションの前
		

		　モオルダアはさっきゴルチエが言っていた「リョウジカン」というのはフランス大使館に違いないと思ってそこへ電話をしていた。ヨーロッパだし、日本とは古くからのからの付き合いだし、特に問題もなく話が進むと思っていたのだがなぜか問題に直面していた。

「あの、それじゃあ、何を言っているのか全然解りませんから、誰か日本語の話せる人とかいたら代わってくれませんかね？」

このモオルダアの言葉から察すると、どうやら日本語が通じないようだ。あるいは、これまでの経過からしてワザと日本語を話さないのかもしれない。日本語が通じないのならモオルダアがそんなことを言っても意味がなさそうだが、話せる言語が日本語だけなら日本語でなんとかするしかないのである。

「だから、ニポンゴよニポンゴ。ワカル？ジャポン語ネ。トイレにセボン、モンプティ！ブルボン…、シルベーヌ…、ガラコ〜！」

そんな風に言っても解るわけがないし、ガラコはフランスっぽくない。モオルダアはあきらめて電話を切ろうと思ったのだが、その時モオルダアのすぐ脇に車が止まった。運転していたのはスケアリーだった。車の窓が開くとスケアリーが顔を出してモオルダアに言った。

「ちょいと！なんなんですの？」

そんなことを言われてもモオルダアには良く解らない。とにかくせっかくスケアリーが来たので、念のためにフランス語が話せるか聞いてみた。するとスケアリーは「当たり前ですわ！」と言ったのでモオルダアが持っていた携帯電話を渡すとスケアリーが先程までモオルダアと話していた相手と話し始めた。

「セ・パ・マ・フトゥ…。エ・クワン・ジュ・ダン・マ・ロングァ・シャ・ジュ・ボア・レ・スットゥ…。トゥ・プェア・セジュテ・ス・モワ・セ・パマ・フッツゥ・ァ・モワ」

モオルダアには何を話しているのか解らなかったが、スケアリーと大使館員と話が進んでいるようなので黙って見ていた。

「スィ・ジョントン・トゥ・タトゥ・ド・モワ・エロー・エリ・テ・ア…。モワ・ロリタ！」

そこまで言うとスケアリーは唖然としてその様子を見ていたモオルダアに携帯電話を返して言った。

「あなたもフランス語くらいはマスターした方がよろしいですわよ！アデュー！」

そう言って、スケアリーは車の窓を閉じるとそのまま車を発進させてどこかへ行ってしまった。

　何がどうなったのか解らないまま車の行く先を見ていたモオルダアだったが、仕方なく電話でさっきの大使館員と続きを話そうかと思って返された携帯電話を見たら、すでに通話が終了していることが解った。

　これでは話が盛り上がっているのかどうか良く解らない、とか思いながらモオルダアはポケットから先程ゴルチエの家で見付けた封筒を取り出してそこに書かれた住所を確認していた。するとそこはここからさほど遠くないところの住所であることが解った。

		
			16  芝浦埠頭の近く
		

		　埠頭の近くというのは都会にあったとしても、さっきまでモオルダアが歩いていたような賑やかな町並みとは全く雰囲気が違っていて、少し別世界へと迷い込んでしまったような不思議な感覚になることもある。古くからある建物や倉庫がボロボロになっても今もそのまま使われていたり、広い敷地にいくつものコンテナが積み重なっている場所があったり。それから、背の高い建物がないために街の中よりも空が広く感じられるのもそういう不思議な感覚の原因かも知れない。

　モオルダアも封筒に書いてある住所を確かめながら歩いて来てふと顔をあげたので、そんな不思議な感覚になりそうだったが、彼にとってこういう光景はさほど珍しいものではなかったので、すぐに我に返って建物に書いてある住所を調べながら目的の場所へと向かっていった。

　すると間もなくモオルダアは目的の場所へと着いた。下手をすると周囲のコンテナに埋もれて気付かないような小さなプレハブ小屋のような建物の入り口には「カレンチャ君の沈没船情報社」と書かれていた。この小屋と会社名の方が不思議な感覚かも知れないが、モオルダアはそこを気にしないようにドアに手をかけた。

　会社の事務所だし、ドアは開いていると思ったのだが、そのドアには鍵がかかっていた。良く見るとドアのところに「御用の方はインターフォンを押してください」と書いてあった。「正確にはインターフォンのボタンだよな」と思いながらモオルダアはボタンを押した。するとほどなく中から女性の声で返事があった。相手が女性だとわかっておかしな期待をし始めたモオルダアが、優秀な捜査官らしい声を出してインターフォン越しに話はじめた。

「私はFBLの優秀な捜査官だが、少し話を聞かせてもらえないかな？」

中からは「少しお待ちを」という声が聞こえた。モオルダアは言われたとおり少し待ったが、なかなか扉は開かなかった。この狭い小屋のような事務所の扉を開けに来るにしては時間がかかりすぎである。何か取り込み中だったのか、あるいはモオルダアが来たので中でやることが出来たのか。

　少しにしては長すぎる間モオルダアが待っていると、やっと扉が開いた。ドアを開けた女性はモオルダアの期待をちょっと裏切る感じの女性だったが、それは別にどうでも良いことだった。

「ここにカレンチャさんはいますか？というかカレンチャ君と言った方がいいのかな？」

「今はおりませんが」

「どこに行ったんですか？」

「ちょっと南西の方です」

方角で言われると変な感じだが、恐らく曖昧にしておきたいということだろう。

「カレンチャ君に連絡がとりたいんですが？」

「失礼ですが今は私もカレンチャ君とは連絡がとれないんです」

それじゃあこの人は何をしているのか？とかなんのためにここにいるのか？とかイロイロと疑問が湧いてくるのだが、その辺にはなるべく気付かれないようにモオルダアは話を続けた。

「あの、この封筒なんですけど。こういうのってもしかしてあなたが宛名をプリントアウトするとか、内容をタイプするとか…」

「私はそういうことはいたしません」

「ああ、そうですか」

なんとなく女性がモオルダアに早く帰って欲しいみたいな態度になってきていた。もしかするとここは忙しい会社なのかも知れないが。それよりも、この女性は秘書のような仕事もしないみたいだし、やはりここで何をしているのか？という感じになってしまうのだが。受付嬢ということはあり得ないし。とにかく、ここではこれ以上何かを聞き出すことは出来そうになかった。

「それじゃあ、カレンチャ君が帰ってきたらFBLに連絡をもらえますかね」

そういってモオルダアは名刺を渡した。

「FBLのモオルダアさんね」

「ええ、お願いしますね…えーと…」

「私、呂里多よ」

「ロリタ!?」

モオルダアが驚いているのもなんとなく理解できるが、ロリタと名乗ったその女性はそこで表向きだけという感じで笑顔を見せた。こういう笑顔を見た時には早く退出するのが良さそうなので、モオルダアはそのまま事務所を出ることにした。

		
			17  FBLビルディング・研究室
		

		　いきなりゴルチエのマンションの前に現れて正しいのかどうか解らないフランス語を披露したスケアリーだったが、あれは横須賀からの帰りにたまたま通りかかっただけのようだ。高速道路の出口からFBLビルディングに向かう道の途中にマンションがあったということらしい。それよりも、どうしてモオルダアと話もせずにその場を去ってしまったのか？ということだが、スケアリーは少しでも早く例の金属片のことを調べたかったようだ。



　この研究室にはスケアリーに何か頼まれると張り切ってしまう技術者がいてパソコンのモニタに映った金属片の拡大写真を見ていた。

「これは小さいですねえ。噂には聞いていましたが、こんな小さいマイクロチップがあるとは」

「つまり、これはスーパーカーの模型ではなくて、コンピューターのようなものってことですの？」

「見た目はグリコのオマケみたいなスーパーカーですが、こうして拡大してみると、ほら」

技術者がそういいながら画面に映った金属片を拡大していった。するとそこには、電子機器の中にあるような集積回路をものすごく小さくしたようなものがいくつも隙間なく並べられていた。

「でも、どうしてこんな形をしているのかしら？」

「今じゃ、子供が小型コンピューターを持ち歩いているくらいですからね」

スケアリーは技術者がなんでそんなことを言ったのか解らなかったが、技術者も今の話にはほとんど意味がなかったことに気付いてちょっと恥ずかしくなった。スーパーカーの模型から子供という発想だったのだが。

　技術者はスケアリーに良いところを見せられなくてシマッタと思っていたが、スケアリーはそんなところには気付かずに、何か考え込むようにしながら技術者に礼を言うと、部屋から出ていってしまった。

		
			18  再び芝浦埠頭の近く
		

		　何かヘンだ。どこかヘンだ。モオルダアの少女的第六感がそう伝えているのにこのまま帰るわけには行かず、彼はコンテナの影に隠れて「カレンチャ君の沈没船情報社」の事務所を張り込んでいた。なんとなく張り込みを始めてしまったのだが、何かが起きるという確信があるワケでもなく本当にここでこんなことをしていて良いのだろうか？と不安にもなっていた。

　そろそろ疲れてきたし、あんパンを買って持ってきてくれるような相棒がいるわけでもない。さっきのようにまたスケアリーが現れて「あんパンですのよ！」と言って渡してくれたりしたら良いのだが、そんなことはあり得ない。もうしばらく待って何もなかったら帰っちゃおうかな？とモオルダアが思っていると、ちょうど良い具合に何かが起こったようだった。

　少し遠くの方から数台の車がやって来るのが解った。たまにトラックが通る他はほとんど車が通らなかったので、数台の車の近づいてくる音はかなり大きく聞こえた。というよりも、それは実際に慌ただしい感じでタイヤをきしませながら「カレンチャ君の沈没船情報社」の事務所の方へと急いでやって来た感じだった。

　車が事務所の前で止まって中から男達が出てくる姿を見て、モオルダアはいつもの特殊部隊のような人達を連想したが、ここにやってきたのは防弾チョッキをまとって銃を構えた人達ではなくて、スーツを着た男達だった。

　彼らもまたいつもの特殊部隊のような人達と同様に素早く正確な動きでドアのところまでやって来た。その顔を見ればだいたい解ったが、彼らは日本人ではなさそうだ。そして話している言葉は恐らくフランス語に違いない。モオルダアは先程スケアリーがフランス語を喋っているのを聞いていたので、なんとなくフランス語っぽいなと思ったのだが。それに彼らがドアを蹴破る時に「アン、ドゥ、トロワ！」と言っていたような気もした。

　とにかく彼らは銃を手にして事務所へ押し入ったのだ。そんな感じで中にいるロリタは大丈夫なのだろうか？モオルダアは心配にもなったが、あの男達がいる中へモデルガンを持って入っていったところでどうにもならないのは解っている。しかし、心配が無用だということはすぐにわかった。

　男達がドアを蹴破って全員が中に入るとすぐに裏口からロリタが出てきたのである。まるでこうなることが解っていたかのようなタイミングだが、ロリタの冷静な顔つきと、急ぎ足でありながらも慌てない感じで街の方角へと歩いていく様子をみると、やはりこうなることが解っていたに違いない。

　何かがヘンで、どこかがヘンだった！そう思ったモオルダアは急いでロリタの後を追いかけた。

		
			19  FBLビルディング、ペケファイル課の部屋
		

		　だったら、これは一体何なんですの？先程からスケアリーのあらゆる思考は必ずこの言葉から先に進めなくなっていた。彼女の首の付け根から摘出された金属片が実はマイクロチップであることは解った。しかし、それが一体何なのか？なぜ、どのようにして彼女の首の付け根に埋まっていたのか？

　明確な答えのない現象は怪奇現象でもある。全てに科学的説明がつかないと気が済まないし、そうすることが可能だと思っているスケアリーにとっては怪現象が自分の身に起きたということが信じられず、納得がいかず、そして恐ろしかった。

　しかし、いつまでもマイクロチップのことで考え込んでいるわけにはいかなかった。そのマイクロチップは現在捜査している事件に関連しているのかもしれないが、それよりも謎の被爆やら、船に関してあまり話したがらないフランス領事館や、それからあのカタコトの方達はどうしたのかしら？とも思っていた。

（ついでに書いておくと、先程怪しいフランス語のような言葉でモオルダアに代わって電話で話した時に、スケアリーはフランス政府があの船の事件を秘密にしておきたいような雰囲気を感じたのである。）

　とにかく、今は出来ること、あるいは解っていることから手を着けていくしかなさそうだった。スケアリーは部屋の中を見渡して何をしようかと考えてみたのだが、モオルダアが持ってきた例のDVDぐらいしかなかった。こんなものを見直しても特に意味がなさそうだったので、いきなりやることがなくなってしまった。それよりも、モオルダアは一体何をしているのかしら？と思った時にちょうど部屋のドアが開く音がした。

「ちょいとモオルダア！」

スケアリーは多少威圧的な感じで言ったが、入ってきたのはモオルダアではなかった。ドアのところにはこのビルににつかわしくないカジュアルな格好をした若い男が立っていて、驚いた感じでスケアリーを見ていた。

「あの…、郵便です」

男は驚いたままだったが、とにかく自分の仕事を済ませてここから立ち去ろう、とかそんな感じにも見えた。スケアリーは男の様子を見て気まずい感じになってしまったが、この男が誰なのか？ということも考えていた。私服でこの部屋まで郵便を持ってくる。胸にはFBLビルディング内に入っても大丈夫だということを示す許可証がバッジのようにが付けられている。歳は恐らく二十歳前後で、すこし未熟な感じがするところからするとバイトの大学生に違いないとスケアリーは考えた。FBLには正式な捜査官だけではなくてバイトも沢山いるのだし。それにモオルダアや技術者だってバイトなのだ。

「ああ、ご苦労様ですわね。あなたは、バイトの方かしら？」

「ええ、まあ…」

スケアリーの口調が穏やかになったが、男はまだシドロモドロという感じだった。それはどうでも良かったが、スケアリーはなんとなくFBLのバイト職員のことが気になってきていた。

「あなた、学生さんかしら？」

「ええ、まあ…」

「そらじゃあ、お金を稼ぐのも大変じゃございませんこと？不況だし時給も高くはないんでございましょ？」

「ええ、まあ…」

スケアリーはそろそろまともに話してくれないか、と思っていたのだが男は「ええ、まあ…」ばかりである。

「あたくしが学生だった頃は時給が一〇〇〇円を超えたら良い方でしたけれど、FBLはいくら払っているのかしら？」

「ええ、まあ…」

たまりかねて「ええ、まあ…」では答えられない質問をしたのに男は「ええ、まあ…」で返事をした。こうなってくると、これまで抑えていたスケアリーの怒りが彼女の眉間の辺りにあらわになってくる。それに気付いたのかどうかは知らないが男がやっと話し始めた。

「時給じゃなくて、歩合制なんです。この郵便物をこの部屋に届けたら二〇〇〇円です」

そんなオイシイ話があるはずありませんわ！とスケアリーは口を半分開けたままあっけにとられた感じだった。

「それじゃあ、ここで一日郵便物を届けてまわってたら、一日にいくらになるんですの？それって、あたくしの給料よりずっと多くありませんこと?!」

「いや、そんなことはないんです。この仕事は日雇いですし、いつでも仕事があるわけでもないですしね。しかも一回のバイトで届ける郵便物は一つだけなんですよ」

「それじゃあ、あなたは今日二〇〇〇円だけもらって帰るということですの？」

「そうなりますね。でもボクは家が水戸なもんで、交通費を考えると赤字なんですけどね」

もうワケが解らないのでスケアリーは何も返す言葉が思い浮かばなかった。

「それじゃあ、これ郵便です」

そういって男は改めてスケアリーに持ってきた郵便物を渡した。

「二〇〇〇円になります」

「…あら、そうですの。はい、どうぞ」

なぜかスケアリーがバイト代を払っているのだが、もうワケが解らないので何も疑問に思うことなくスケアリーは二〇〇〇円を払うと、男はそれを受け取って満足げに部屋を出ていった。

　郵便物は大判の封筒で、中には紙のようなものが入っているようだった。宛名のところには「FBL・ペケファイル課」とだけ書かれていたので、開けても問題はなさそうだった。とりあえず、ワケの解るものが見たいと思っていたスケアリーは封筒を開けて中を確認することにした。

		
			20  品川駅
		

		　ロリタは健脚なのか、それともケチなのか、あるいは事務所にやってきたような人間達から身を守るためなのか「まあ、歩けないこともないけど、普通は歩かないよね」という距離を歩いて芝浦埠頭から品川駅までやって来た。そして、その後を追っていたモオルダアもかなり疲れた感じで駅までやって来たところだった。なんとか姿を見失わないようにロリタの後をついていくと東海道線のホームに続く階段を降りていくロリタの姿を確認することが出来た。

　モオルダアが同じホームのロリタから遠く離れた場所で電車を待っていると彼の携帯電話が鳴り始めた。出るとそれはスケアリーからだった。

「ちょいと、なんなんですの!?」

いきなりスケアリーに言われたモオルダアだったが、そんなことを言われてもなんのことだか解らない。しかし、なんとなくこういうことを言うスケアリーは何か重大なことに気付いたりしていることもあるというのは、モオルダアにもだんだん解ってきていた。

「なにと言われてもね。キミは何か解ったの？」

「それが、その…おかしな話なんですのよ」

「なにが？」

「ですから、ペケファイル課宛に郵便が届いたんですのよ」

「ああ、あれか。あの議員に送ってもらったやつだ」

「そのようですわね。あなたの言っていたカタコトの医師達とういことらしいですけれど」

「それで、その写真がどうしたの？」

「ですから、それがおかしな話なんですのよ」

「おかしいって何が？」

「おかしいものはおかしいのですよ。それよりも、あなたは一体どこにいるんですの？」

どうやらスケアリーは電話だと話しづらい事に気付いてしまったようだ。電話の向こうではモオルダアが何かを言っていたが、電車の発車を知らせるあの電子音でメロディーが流れてきて、それでモオルダアの言っていることは良く聞こえなかった。

「あなたが今いるのは品川駅ってことですわね？」

「なんで解ったの？」

「そんなものは発車メロディーで解るものですのよ。それよりなんでそんなところにいるんですの？」

「だから、さっきも言ったけど…、ああ、もう電車が出るから切るね」

モオルダアはそういってから電話を切ると、ロリタが乗ったのを確認してからそれと同じ電車に乗り込んだ。モオルダアの人を尾行したりする能力がどのくらいなのか知らないが、今回はまだバレずにロリタを追跡することができているようだった。

　そんなことよりもモオルダアには心配なことがあった。彼の乗り込んだのは東海道線の下り電車だが、ロリタがこの電車の終着駅まで行くと、モオルダアのSuicaの残高が足りなくなる恐れがある。出る時にSuicaチャージなどしていたらロリタを見失いそうだし、これまでの経験から改札でFBLの身分証を見せても通してくれそうにはないし、モオルダアはなるべく近場でロリタが降りてくれることを願っていた。

		
			21  横浜・中華街
		

		　モオルダアは疲れきった感じで中華街を歩いていた。ロリタを追って東海道線に乗ると、ロリタは横浜で列車を降りた。モオルダアは意外と近くで降りるんだな、と思いながらさらにあとを追ったのだが、また長い距離を歩かされて中華街まで連れてこられたという感じだったのである。中華街に来るんだったら横浜で乗り替えればすぐ近くまで電車で来られるのに、とそんなことを考えると、歩き回ったことによる疲労感がさらに増してくる。ケチなのか、健脚なのか、身を守るためなのか知らないが、ロリタはそういう人らしいので仕方がない。

　ロリタを尾行していたモオルダアは、彼女が中華街の中にある小さなビルに一度入ったことを確認した。そしてすぐにそこから出てきたロリタは先程料理店に入ったところだった。そこで夕食ということだろうか。

　ロリタを追い回していればそのうちカレンチャという謎の人物に辿り着くと思っていたモオルダアだったが、そういう感じはまったくなかった。

　もしかして意味もなくロリタを尾行していただけなのか？とも思っていたが、ロリタの貫禄さえ感じさせる落ち着きぶりを見ていると何かがヘンで、どこかがヘンなのだ。男達が事務所に押し入っても何事もなかったようにしているし、いったいこのロリタというのは何者なんだ？それから、ロリタというのは名前なのか、苗字なのか？

　そこまで考えた時にモオルダアの少女的第六感が彼に何かを伝えようと活発に働きだしたような気がした。カレンチャ・ロリタ。ロリタ・カレンチャ。そんな名前があってもおかしくはないかな、とか思ってしまうと同時に、別に「君」がつくからといって男とは限らない、ということにも気付いてしまった。

「もしかしてカレンチャさんなのか!?」

心の中でそうつぶやくとモオルダアはロリタのいる料理店に入っていった。（書かなくても良いことかも知れないが、もちろん中華料理店である。）

　モオルダアがどうしてカレンチャがロリタの苗字、あるいは名前だと思ったのか解らないが、一度思いこんでしまうとそうとしか思えなくなってしまうようで、根拠はどこにもなかったがロリタがカレンチャであると確信していた。もしも、カレンチャのカレンの部分が「可憐」とかいう漢字だったら？とモオルダアが少しでも思っていたら、彼は料理店に踏み込むのを躊躇していたかもしれないのだが。（なぜってロリタの風貌からは可憐な感じはあまり感じられなかったから。）

　とにかくモオルダアは店の中に入ると一人で席について料理を食べているロリタの横に座った。いきなり現れたモオルダアに少しだけ驚いた感じのロリタだったが、すぐに例の何事にも動じない雰囲気に戻った。

「こんな所にいるとはね。ロリタさん。カレンチャ・ロリタさんだったかな」

「残念。ロリタ・カレンチャよ。モオルディエさん」

そう言いながらカレンチャは食べかけの小籠包をまた食べ始めた。歩き回って疲れていたモオルダアはカレンチャがムシャムシャ食べるのを見てお腹が空いてきたが、今はそれどころではないのでガマンした。それよりもモオルディエってなんだ？

「それでなんの用ですか？」

「あなたはグリーン席に乗ってましたよね？カレンチャ君の沈没船情報社っていうのは、小さな事務所のわりに大きな仕事をしていたように思うんだけどね。いったい国家の機密を売るとどれくらい儲かるのかな？」

「言えば言うだけ払ってくれるわよ。まさに濡れ手に粟って感じよね」

そういうとロリタがまた小籠包を口にはこんだ。モオルダアは一つぐらいわけてくれないかな？とかヘンな期待をしながらも、この小籠包がロリタのように国家機密を売買して、おそらくは数億単位の取り引きをしている人の食べるものとは思えない、とも思ってしまったのだが、その辺の事情はイロイロあるのだろう。

「それで、そういった情報は誰から手に入れるんだ？」

「そういった、ってどういった情報かしら？」

モオルダアはパイパイ丸が探しにいったもののことを言っていたのだが、実際にパイパイ丸が何を探していたのかは良く解っていない。恐らくUFOっぽいものだとは思っているのだが、今のところ何なのか解っていない。

「何でも良いけど、キミは情報を誰かから仕入れてるんでしょ？」

「そうしてたとして、私がそれをあなたに教えるワケないでしょ。フッ…」

ロリタに鼻で笑われてモオルダアはちょっとグサッとなったが、ここで負けてはいけない。

「一体この中華街で何してるんですか？」

「ビジネスに決まってるでしょ。モオルディエールさん」

モオルディエールって?!と思ったが気にしてはいけないと思った。

「するとまた重要な情報が売られるわけだ」

「売るとは言ってないわ」

モオルダアが知ったようなことを言うからか知らないが、ロリタは余計なことを話している。こんなに素直に質問に答えるとは、もしかしてこの女は自分に興味があるのではないか？とモオルダアは思っていたがそれは違うと思う。恐らくロリタはFBLやモオルダアを少しナメているということなのだろう。

「それじゃあ、買うのか？」

「そんなことはどうでもいいことじゃないですか？」

「船の乗組員が被爆して死にかけてるのにどうでもいいとは言えないと思うけどね。キミの売った情報が原因ならキミを逮捕したって良いんだぜ！」

モオルダアは多少盛り上がっていたのでまた「だぜ！」と言ったのだが、ここにスケアリーがいなかったので大丈夫なはずだった。しかし、ロリタもモオルダアの「だぜ！」はなぜか気に入らないようだった。

「だぜ、ってなんですか？それに私を逮捕するだけの証拠だって何もないのよ」

ロリタの言っていることはもっともだったが、もともとこの捜査自体がFBLの正式な捜査ではないのだ。しかもちょっと盛り上がって「だぜ」って言っているモオルダアは、けっこう大胆な行動に出ることもあるのである。モオルダアはロリタの腕を掴んで反対の手に持っていた手錠をロリタの手に掛けた。手錠のもう片方の輪っかはモオルダアの腕に掛けられている。

「ちょっと、何するのよ！」

ロリタはモオルダアを睨んだが、普段はスケアリーからもっと恐い感じで睨まれているのでロリタに睨まれたところでモオルダアはほとんど動じなかった。意外なところでスケアリーの恐さが役に立っていたが、それはどうでも良いことである。

「それじゃあ、ビジネスといこうじゃないか。…それから、僕の名前はモオルディエでもモオルディエールでもなくてモオルダアだ！」

「ちょっと、モルディエンヌ！やめてください」

ロリタはどうしてもモオルダアの名前を間違えたいようだが、そんなことはどうでもいい感じでモオルダアがロリタを引っぱっていくので、手錠を掛けられたロリタはついていくしかなかった。



　手錠を掛けられて男に連れられているところはあまり見られたくなかったのか、ロリタは特に抵抗することもなくモオルダアについていった。モオルダアは店の外に出たもののどこへ向かうべきかと考えてしまったのだが、そういえばさっきロリタが一度入っていたビルがある、ということを思い出した。そこへ行ったらロリタがこれから何をしようとしていたか、とか例のフランスの船が何を見付けたのかとか解るに違いないと考えて、そのビルへと入っていった。

「ちょっと、モルディアさん！こんなことをして私があなたを訴えたらどうなると思うんですか？」

「政府の機密情報を売買している人の言う台詞とは思えないな」

ビルの廊下を歩きながらそんなやりとりがあったのだが、そろそろロリタのモオルダアの間違った名前のネタがつきてくるのでは？と思われた。

　廊下を歩いてくると、ドアに「カレンチャ君の沈没船情報社・横浜支社」と書かれた部屋に辿り着いた。モオルダアはドアノブに手をかけて回してみたがやはり鍵がかかっていた。

「開けるんだ」

モオルダアが言うと、

「断ります。モゲレバさん」

とロリタが答えた。

　モゲレバってなんだ?!さんざん人の名前を間違えたあげく、モゲレバって酷すぎる。モオルダアはモゲレバという間違った名前に腹が立って来た。その怒りをぶつけるのに良いものはないか？と思っていたのだが、ちょうど目の前のドアがおあつらえ向きであることに気付いた。ここは古いビルで、部屋のドアは開け閉めすると「ギィィィ…」という音がしそうな木製のドアだったのである。

　モオルダアが力一杯ドアを蹴飛ばすと、大きな音を立ててドアが開いた。（モオルダアは一度これがやってみたかった、と思っていたのだが、実際にやってみるとそれほど面白いものではないな、と思って少しガッカリしていた。）

　部屋の中に入ると明かりが消されて、ほとんどまわりが見えない状態だった。

「電気はどこだ？」

大抵の場合、電灯のスイッチは入ってすぐのところにあると思ってモオルダアが手探りで探していたのだが、その時背後から予期せぬ人物の声が聞こえてきた。

「明かりならここにあるっすよ」

部屋には誰もいないと思っていたモオルダアは驚いて振り返った。すると窓の外から入ってくるわずかな光に照らされている人物の姿が確認できた。そこには銃を構えたクライチ君の姿があった。

　前に登場した時にはウィスキー男に暗殺されそうになって、マジでキレるっす！という感じだったクライチ君がここで何をやっているのか？もしかしてカレンチャ君と同じ感じの名前だからここにいるとか、そういうことかとも思ったモオルダアだが、そうではないようだ。

「クライチ君。こんなところで会うとはね」

前回もそうだったようにモオルダアはクライチ君の持っている銃がモデルガンだと思っているのだが、モデルガンでも近くから撃たれたらけっこう痛いので、クライチ君をなるべく刺激しないような感じで話した。

「どうでもイイっすけどね。なんかマジでムカつくんすよね」

モオルダアにはなぜだか解らなかったが、どうやらクライチ君はそうとう苛ついているようだった。ロリタはこれを見て何か嫌な予感がした。彼女はクライチ君の持っているのが本物の銃だと解っている。そして、クライチ君との重要な取り引きの場にモオルダアのような人間が来ているというのは、どう考えても彼らのビジネスにとっては好ましい状況ではない。

「ちょっと、落ち着いてくださいよ。モゲレーヌがここにいるのは…」

モゲレーヌって何だ?!とモオルダアは思ったのだが、そんなこととは関係なく苛ついているクライチ君はロリタの方へ近づいてきた。

「うるせえ！お前は黙ってろ、ババア！」

そういいながらクライチ君がロリタを突き飛ばすと、ロリタは倒れながらドアの外に出た。ロリタと手錠で繋がれていたモオルダアも反動で倒れ込んだのだが、倒れた時に彼の体がドアにぶつかってドアが閉じられた状態になったので、今はドアを挟んで内と外で手錠で繋がれた二人が倒れている状態だった。

「おいクライチ！ババアとはちょっと失礼だろ。まあ、どう見ても美人ではないし、それなりに歳はとってそうだけど、ババアと言うにはまだ若いと思うぜ」

なぜかモオルダアはヘンなところを気にしているがクライチ君はどうでもいいと思っているようだった。

「それに、実は友達がチョー美人でしかも独身で付き合ってる男性もいないとか、そういうこともあるかも知れないから、どんな人とでも仲良くしてれば…」

モオルダアがヘンな妄想による説教を始めたのだが、その時ドアの外から銃声が聞こえてきた。一発目の銃声の直後にロリタの「ギャッ！」という悲鳴が聞こえたが、その瞬間二発目の銃声が聞こえてきてロリタにとどめを刺したようだった。

　モオルダアはこれはかなりヤバいと思った。たった今銃殺されたであろうロリタとはドアを挟んで隣り合っているのだが、手錠で繋がれているために慌てて逃げ出すとか、そういうことができない。

　クライチ君もいきなりロリタが何者かに撃たれるという展開は想像していなかったのでちょっと焦っていたのだが、いつでも逃げられる状態のクライチ君にはまだ余裕があった。

「まあ、ボクはイケメンだから関係ないっすけどね。あなたはその人と仲良くしていてくださいよ」

そう言うと、クライチ君は窓を開けて外に逃げて行ってしまった。

　あぁ…と思っていたモオルダアだったが、そんなことを思っているよりも自分も早く逃げないといけないようだった。ロリタを撃った何者かは、恐らく廊下の端から撃ったのだと思われたが、彼らの足音が次第に部屋の方に近づいてくるのが解った。とにかく手錠をはずさないと逃げられないのだが、焦っていると手錠の鍵穴に鍵を差し込むという簡単な動作も上手くできなくなってしまう。近づいてくる足音を聞きながら、モオルダアは焦りすぎて自分で何をやっているのか解らない状態になっていた。



　ドアの外ではどこかで見たような男達がロリタの倒れている方へと近づいて来ていた。恐らく彼らは芝浦にある「カレンチャ君の沈没船情報社」の事務所に押し入った人達である。ロリタを見付けて即座に発砲したということを考えると彼らの目的はやはりロリタの殺害ということだったのだろう。その第一の任務を遂行して、これからその後の任務に移るべく彼らはドアの前に立っていた。そして彼らのうちの一人が全員の態勢が整ったことを確認してから合図をすると、一斉に男達が部屋の中になだれ込んでいった。

　部屋に入った男達がどこかに誰かの姿を見付けたらいつでも発砲するという勢いで、中を確認していたのだが部屋には誰もいなかった。どうやらモオルダアもなんとか手錠をはずして、窓から外に逃げられたようだ。

　部屋に入ってきた男達の中のリーダーっぽい人が中を確認してから、開きっぱなしになっている窓のところへやって来た。そこから外の道路をみると慌てた感じで逃げていくモオルダアの姿があった。

　彼らはフランス語で話しているので何を言っているのか良く解らなかったが、恐らくここにいても意味がないとか、ずらかるぞ、とかそんなことをリーダーっぽい人が言ったようで、一同は部屋から出ていった。すると部屋を出たところで彼らもまた予期せぬ人物に出会うことになった。

　予期せぬ人物というよりも、彼らにはそこにいたのが誰だか解らなかったと思うのだが、そこにいたのはゴルチエの妻だった。この怪しいビルにやって来る人間には見えないゴルチエの妻だったが、そんなことを思う間もなくゴルチエの妻は男達の前に現れると体から強烈な光を発した。

　この光を見た男達は目が眩んでしまったのだが、すぐにそれよりももっと激しい苦痛が彼らを襲った。男達は眩しいから両手で目を覆っていたりしたのだが、その態勢のまま苦痛のためにその場に倒れ込んでいった。ゴルチエの妻から発せられる光に何があるのか解らなかったし、人間が光るってどういうことだ？ということでもあるのだが、男達はそんなことを考える間もなく意識を失っていったようだった。

　そして、そこにはパイパイ丸の乗組員と同じように全身に放射線による火傷を負った状態の男達の姿があった。ゴルチエの妻は倒れている男達の脇を通って彼らのいた部屋の中へと入っていった。

		
			22  FBLビルディング
		

		　モオルダアがロリタを追って電車に乗り電話が切れた後、スケアリーはぺけファイル課宛に届いた写真を何度も見直していた。それから、モオルダアの持ってきたDVDを最初から注意深く見ていた。

　ナレーションもキャプションもなく、ただ淡々と防犯カメラのようなものの映像が流れているというのは今のスケアリーにとっては恐ろしい感じのするものだった。しかし、そうすることが真実に近づくための方法であると確信していたので、恐ろしくても彼女が気になっている何かを見付けるまではDVDを見続けなければいけなかった。

　30分ほど経ったころ、画面の中で一人の医師が移動して少し防犯カメラに近づく場面があった。スケアリーはそこでDVDを一時停止してそこに映っている顔と、送られてきた医師の写真を見比べていた。一瞬、気味が悪くて背筋が冷たくなるような感じがしたのだが、スケアリーはDVDに映っている顔と写真の顔が同じ人物のものだと確信した。

　スケアリーがこの医師に興味を持ったのは他にも、理由がある。スケアリーはここに映っている医師のことをなぜか知っている気がするのだ。気がするというよりも、写真を見た時からその顔に見覚えがあって、どこかで会っているということを思いだしたのだ。

　そこに映っているのが本物の医師ならばスケアリーと会っていてもおかしくはない。無免許ではあるが医師のスケアリーなら何かの会合などでその医師とあっているかも知れない。ただし、それがアメリカからやって来た日系人の医師ということになると可能性は低くなるのだが。

　とにかくスケアリーはこの恐るべき事実をモオルダアに伝えようと彼の携帯電話に電話をかけたのだが、ちょうどその時はモオルダアがロリタを追いかけて横浜の街を急ぎ足で歩いていた時のようで、電話に気付かなかったようだ。スケアリーは「何なんですの!?」と思ったのだが、これ以上ぺけファイル課の部屋でやることもなくなったので、とりあえず自分の高級アパートメントに帰ることにした。



　話の流れで行くと、ここで章が変わってスケアリーの高級アパートメントの場面になってスケアリーのシャワーシーンもあるかと思われるのだが、そうはいかなかった。

　スケアリーが高級アパートメントの自分の部屋の入り口にやって来ると背後からミスター・ペケに声をかけられた。ミスター・ペケは時々登場してモオルダアに政府や、その他の怪しい機関の情報をこっそり教えてくれたりする怪しい人物なのだが、スケアリーはまだミスター・ペケのことを良く知らなかったので、始めはストーカーみたいな人だと思ってキモいと思っていた。しかし、モオルダアとスケアリーの捜査のことを知っていたり、本物の銃を持っていたり、ただ者ではない感じで、しかもスケアリーの持っている金属片のことを知っているというのが決め手となり、スケアリーはミスター・ペケの言うことを聞くことにした。するとミスター・ペケがマイクロチップを調べろというので、スケアリーは「それだったらFBLビルディングで言ってくれないと、また戻るのは面倒ですわ！」と思ってしまったのだが、とにかくミスター・ペケの言うことを聞くことにしたので、仕方なくまたFBLビルディングに戻ってきたのである。

　なので、章は変わらずにまだFBLビルディングということなのだ。



　スケアリーは再びFBLの技術者のところへやって来て、マイクロチップのことを調べ直していた。技術者は今度こそスケアリーに良いところを見せようと張り切っていたのだが、スケアリーはそんなことは気にせずに技術者の作業が終わるまでブルボンのエリーゼを食べながら待っていた。

　技術者はスケアリーの首の付け根から取り出したマイクロチップを何かの機械につなげて調べているようだった。機械とつながっているパソコンの画面には波形のようなものが表示されている。

「どうやら何かの情報が記録されているようですね」

技術者が言うと、スケアリーは開けようとしていたエリーゼの袋を箱の中に戻して技術者の方に目を向けた。

「それってつまり、メモリーカードみたいなものかしら？」

「いや、それよりももっと複雑な感じで…。どちらかというと脳が情報を記憶するという感じに近いんですよね」

それはやっぱりメモリーカードみたいなものじゃないかしら？とスケアリーは思ったのだが、技術者が違うといっているので違うのだろう。

「それって、もっと生物的なことってことかしら？生体情報とかかしら？」

良く解らないがスケアリーが適当に聞いてみた。すると技術者が得意げに頷いていた。

「そう考えるのが普通なんですけどね。これって首の付け根に埋め込まれてたって話ですよね。だとすると、脳からの信号を記録すると考えられるんですけど…、こちらをご覧ください」

技術者はそう言うとパソコンの画面を指さした。スケアリーは技術者のこの口調は以前モオルダアのやっていたのと同じだとおもって、もしかしてこの二人の間で流行っているのか？とか思ったが、そこを気にしても仕方がないので画面に注意を向けた。

「このグラフを見ると、情報の刺激が繰り返し送られているのが解るんです」

「それって、記憶を形成するみたいですわね」

技術者はスケアリーがそんなことを知っているのに驚いたが、これでさらにスケアリーが魅力的でドキドキしてしまうとも思ってしまった。

「どうやら、このチップは人間の脳の働きをマネしているようなんですよ。フフ…」

スケアリーは何で技術者がフフ…っと気持ち悪い感じで笑うのか気になったが、このチップのほうが気になったので技術者にさらに続けるように目で促した。

「もっと詳しく言うと、人間の思考そのものを記録しているとも言えますね」

「それって、意識や感情なども記録できるってことですの？」

「ええ、まあ…」

スケアリーは今日に限って「ええ、まあ…」という返事は気に入らないのでちょっと気分を害したような表情を見せた。技術者はどうしてそんな表情をするのか？と思ったが、このままだとスケアリーに嫌われそうなので話を少し変えることにした。

「とにかく、ここまで複雑なものはあまり見たことがありませんね」

「あまりないって、どういうことですの？これまでにもこういうものが作られてきたと言うことですの？」

「まあ、この大きさだと世界初！かも知れませんけど。作っているメーカーの名前は解ったんですよ」

「小さなものは日本製に違いないですわね」

「ええ、まあ…」

またスケアリーが嫌そうな表情になったので技術者は慌てたのだが、もうほかに話のネタがないので仕方なく先を続けた。

「ただ、日本のメーカーといってもそんな名前のメーカーがあった記録はないんですよね。ただ、あらゆる可能性を考えてFBLの技術力を駆使していろんなデータをググってみると、なんと宅配便の記録の中にそのメーカーの名前が出てきたんですよね。山梨の山の中にある施設宛に送られていましたよ」

そう言いながら技術者は住所の書かれた紙をスケアリーに渡した。スケアリーはそれを見ながら、これでやっと話が前に進むような気がいたしますわね！と思って喜んでいた。そして無意識のうちに技術者の腕に手をかけて「ホントに助かりましたわ！これからもこの調子でお願いしますわね！」と言った。

　技術者はスケアリーに触れられたことに舞い上がって、なにかを言い返そうにも言葉が出てこなくて「ええ、まあ…」と答えてしまった。もちろん、これを聞いたスケアリーはまた不機嫌になって技術者はアチャ〜…と思っていたのだが。

		
			23  横浜・石川町駅
		

		　中華街からなら多分石川町だけど、もしかして東京に帰るんだったら関内かな？モオルダアはソワソワしながら考えていた。ロリタが謎のフランス人達に射殺されたり、いきなりクライチ君が現れたり。（しかもモオルダアの知らないところでは謎のフランス人達はヘンな光を浴びて被爆してヤバいことになっているし。）とにかく、今回はただごとではないことは良く解っていた。それに、何よりも今回のクライチ君の態度が気に入らないということもあって、モオルダアは何としてもクライチ君を捕まえたかった。

　そんな感じでソワソワしながらクライチ君を探しているモオルダアだったのが、もしもクライチ君が電車ではなくて車で移動するとかだと、ここにいるモオルダアは全く見当違いなことをしているし、早くFBLビルディングや自分のボロアパートやその他もろもろの「何かが起きそうな場所」に移動した方が良さそうなんだが。しかし、モオルダアにはなんとなくクライチ君が電車で移動するという確信があった。

　車は確かに便利ではあるのだが、都会で利用する場合には駐車スペースの問題があるのだ。ウィスキー男の手先だった頃はまだ表向きにはまっとうな人間ということになっていたのだが、ウィスキー男に暗殺されそうになったりして、今では完全な悪人キャラなクライチ君なのだから、駐車違反などで警察に罰金を払ったりするのは好ましくないと思っているに違いないのだ。

　かなり怪しい理屈ではあるのだが、モオルダアはここにクライチ君が来ると信じて辺りを見張っていた。すると驚いたことに駅の入り口から改札の方へ急ぎ足でやって来るクライチ君の姿が確認できた。まだモオルダアがいることに気付いていないが、このままでは完全に気付かれるに決まっているので、モオルダアは慌てて近くにあった公衆電話の受話器を取りあげて電話をしているフリをしてクライチ君に背を向けて顔を隠した。

　今時、公衆電話で電話をしている人はけっこう珍しいので、逆に目立ってしまいそうだが、慌てて電車に乗りたい感じのクライチ君は改札の方しか目に入っていないらしくて、モオルダアのすぐ近くを通り過ぎようとしている時にも全く彼の存在に気付いていなかった。そしてちょうどクライチ君がモオルダアの後ろを通り過ぎようとした時にモオルダアが振り返ってクライチ君の胸ぐらを掴んだ。

「おい、クライチ！一体どういうことなんだ!?」

モオルダアは自分でも何を聞きたいのか解らない感じだったので、何が「どういうこと」なのか良く解っていなかったが、とにかくクライチ君への怒りをぶつける感じで胸ぐらを掴んで、そしてライチ君を掴んだまま振り返って彼を公衆電話の方へ押しつけた。

　完全に不意をつかれた感じのクライチ君はモオルダアのなすがままに公衆電話に背中を打ち付けながら「うわぁ、なんすかこれ?!」と言っていた。

「なんすか、じゃないよ！キミのせいでカレンチャさんは殺されて、それから思い出したけど、このあいだはボクがスケアリーに撃たれたし、この責任はどうしてくれるんだ？」

「どっちもオレの責任じゃないっすよ」

確かにそんな気もしたが、モオルダアは全部クライチ君のせいだと思っているので、どうでもよかった。そしてクライチ君の上着の下に銃が見え隠れしているのに気がついた。

「それから、これだよ！」

そう言ってモオルダアはクライチ君の上着の下に手を入れると見付けた銃を取りあげた。

「こいつのせいでスケアリーの額に格好悪いアザが出来て、それで機嫌が悪かったからボクが撃たれたんだよ！」

（一応説明しておくと、以前にスケアリーはBB弾で撃たれて額にヘンなアザを作ってはいるのだが、それはクライチ君のしわざではないと思われている。しかし、モオルダアはクライチ君の銃が本物ではなくてモデルガンだと思っているので、スケアリーの額にアザを作ったのもモデルガンを持っているクライチ君のしわざだと思っているのだ。）

モオルダアは取りあげた銃をクライチ君の両眉毛の真ん中辺りに突きつけた。それが本物だと解っていたらそんなことはできないと思われるが、モデルガンだと思っているのだから話は別である。

「どうだ、これでスケアリーみたいにオデコの真ん中にヘンなアザを付けられたいか？この距離で撃ったら、ちょっとぐらい血が出ちゃうかも知れないぜ」

血が出るどころではすまないと思うのだが、クライチ君は真っ青になってモオルダアを見つめながら、声にならない感じの声を何とか振り絞ってモオルダアに謝っていた。モオルダアはクライチ君が意外と気の小さい人間だとか勘違いをしていたが、とにかく自分が有利な立場にあるようなのでこちらの要求を彼に伝えることにした。

「そう言えば、キミはあのメモリーカードを持っているはずだけど、あれを渡してもらおうか」

メモリーカードとは以前に登場した国家機密が満載のメモリーカードのことのようだ。クライチ君はのあメモリーカードの情報をカレンチャに売っていたに違いない。

「い、今は持ってないっす…」

銃を突きつけられたままなのでクライチ君は震えながら答えていた。

「どこにあるんだ？」

「詳しくは言えないんすけど…コインロッカーの中に…」

「それじゃあ、これから一緒に取りに行こうじゃないか」

「は、はい。助けてくれるなら、何でもしますよ」

ここでモオルダアはクライチ君の額に押しつけていた銃を離した。周りの目を気にして上着の裾の下に銃を隠したが、それでもクライチ君が反撃に出られないように銃口は彼に向けたままだった。

「あの、ちょっとトイレに行ってもいいっすかね？…ちょっとチビッちゃったんすけど…」

クライチ君はまだ脅えた感じでモオルダアに言った。その様子からすると、何かをたくらんでいるようにも見えなかったので、モオルダアはすぐ近くにあったトイレのところまでクライチ君を小突きながら移動した。

「すぐ出てこないと、真後ろに立っちゃうからな」

なんでそんな脅し文句なのか知らないが、確かに用をたしている時に真後ろに立たれるのは男にとっては脅威なのである。それはどうでもいいが、クライチ君は頷くとトイレの中に入っていった。

　クライチ君がトイレに入っていくのを見届けると、モオルダアは手にしていた銃をこっそり眺めていた。「こんな精巧なモデルガンはどこで手に入るのだろうか？」とかおかしなことを考えていたのだが、モオルダアはまだ本物の銃を持ったことがないので、まだそれが本物だとは気付いていない。（細かいことを言えば、今も本物の銃を持っているし、以前も同じようにクライチ君の銃を手にしたのだが。）もしも、モオルダアがそこで試しに撃ってみるとか、そんなことをしたら大変な事になっていたのだが、モオルダアはモデルガンでも駅の敷地内で撃ってはいけないということは解っていたようだ。



　モオルダアがモデルガンを眺めていたちょっとの間、誰にも気付かれずに一人の女性が男子トイレに入っていった。女性が男子トイレに入るのはおかしいのだが、偶然誰も見ていなかったし、トイレの中にはクライチ君しかいなかったので誰も気にしなかった。

　しばらくしてクライチ君がトイレから出てきた。さっき女性が入ってきたにしては何の反応も示していない感じである。元来ミョーにイタズラっぽい性格なため、男子トイレに女性が入ってきたのを見たら少なくともニヤニヤしているはずなのだが、トイレから出てきたクライチ君は一度モオルダアと目を合わせただけで真っ直ぐに改札の方へと向かっていた。

「スッキリしたか？」

モオルダアに聞かれたクライチ君は「マジっす」と良く解らない返事をしていたが、その時まばたきしたクライチ君の眼球の表面を黒い油のかたまりのようなものがトロッとした感じで流れていったのにモオルダアは気付かなかった。

　モオルダアがクライチ君の背後から銃を向けながら駅のホームへと向かって行った。この後に、男子トイレではちょっとした騒ぎが起きたのだが、その時にはすでにモオルダアは電車に乗っていたので、騒ぎには気付くことはなかった。

　男子トイレでは、油にまみれてベトベトの女性が倒れているのが見付かっていた。そこにいたのはゴルチエの妻で、彼女から話を聞いた救急隊員によると、彼女は家にいたはずだが、どうしてここにいるのか解らないと言っていたということだ。そして、このことから考えると、始めにゴルチエに何かが起きて、それが彼の妻に移って、今はクライチ君がおかしなことになっているということである。

　中華街では怪しいフランス人達を謎の光で瀕死の状態にしたゴルチエの妻だが、おそらくその妻と同じ状態になっているクライチ君を連れているモオルダアは大丈夫なのだろうか？と、ちょっと緊張感を持たせたところでこの話はそろそろ次回に続くことにした方が良いような気もしてきた。



　次回に続く前にちょっと書いておくと、実は同じ頃に行きつけの食堂で夕食を食べていたスキヤナー副長官が何者かに襲われて重症を負ったという連絡がスケアリーに入った。なんでいきなりスキヤナー副長官が襲われるんですの?!という感じのスケアリーだったが、その他の色々な予定を変更してスキヤナー副長官の運ばれた病院に行かなくてはいけなくなったのである。



to be continued...  

		
			#025「404」

			Little Mustapha
		

	
		
			#026「503」
		

		
			0  まえがき
		

		　この話は前回のエピソードの続きなのだが、いきなり遠い過去の場面から始まろうとしていたり、しかもこれまでの話とあまり関係ないように思えるかも知れないのは、この話が本物の方（つまり「the X-Files」）のパロディであるものの、本物の方では４話分の話を無理矢理２話にまとめようとしているからそうなるのである。そして、前回のエピソード同様にネタバレも含むので注意が必要ということでもある。

		
			1  1953年 ８月 : 大きな病院
		

		　蒸し暑い病室の中にいくつも並んだベッドの一つを子供達が囲んでそこに横たわっている男の話を聞いていた。男の全身には包帯が巻かれていたが、その隙間から見え隠れする皮膚は赤く爛れめくれ上がり腫れ上がって、それはまるで前回の話で登場したパイパイ丸の乗組員達の症状にそっくりであったので、ここでもう一度書くのが面倒だとも思ってしまった。

　パイパイ丸の乗組員が放射線による火傷を負っていたことを考えると、ここにいる男も放射能にやられたということに違いない。時代的にはもしかすると原爆の被害者ということもあり得るのだが、私にはそんな重要な問題をここに書くような度胸はないので、それは違うということだろう。

　男は苦しそうな声を絞り出すようにしながら子供達に話していた。ベッドのかたわらには当時は一般の人間が決して持つことが出来ないような高価な録音機が置いてあり、男の会話をテープに録音していた。一体誰がこんなものをこの病室に持ち込んだだろう？ということになるのだが、この高価な機械を持ち込んできたのはベッドのまわりに立っている子供達だった。彼らは10才から15才ぐらいに見える。どこから見ても子供なのだが、この蒸し暑い中、スーツを着込んでいた。しかもスーツ姿がいたについて、暑そうな素振りすら見せない。

　彼らは政府がこの病院の男の元へと派遣してきた「子供捜査官」である。子供捜査官とは一体何なのだ？ということにもなるのだが、戦後の混乱期で政府の仕事は大忙しであったため、さほど重要でないと思われる仕事はなぜかこの子供捜査官達がしていたということである。（まあ、これは表向きの理由なのだが「the Peke-Files」の主役の二人の活躍の場が私が今これを書いているのと同じ「現在」であるということを考えると、どうしても彼らは子供でなくてはちょっと辻褄が会わない感じなのだ。）

　それはそうと、ここに横たわっている男の話はだいたい以下のような感じである。



　終戦間際、日本軍が撃墜した米軍の爆撃機にヤバイもの（おそらくは原子爆弾）が搭載されていたのでは、という極秘情報を元に、男のいた部隊はその回収の任務にあたった。そこが太平洋のどの辺りだったのかは知らされず、命令に従うだけの男には知るよしもなかったのだが、とにかく上官の命令どおりに行動し部隊は何かを見付け日本に戻るはずだったのだ。

　しかし、船内で異常なことが起き始めた。部隊の隊員達の何人かが謎の火傷の症状に苦しみ始め、何人かは瀕死の状態にあった。このままでは部隊が全滅しかねないと、まだ症状の出ていない健康な隊員は上官に一刻も早い帰還を訴えたのだが、上官は聞こうとしなかった。

　米軍の潜水艦が付近を潜行中という情報もあり、彼らにとってはいつ攻撃を受けてもおかしくない状態のまま数日間が海の上ですぎていった。そして事件が起きた。船の中にいた比較的症状の軽い隊員が上官を脅そうとしたのか、あるいは暗殺しようとしたのか、とにかく事件が起きたのだ。

　このままでは全員死んでしまうと、隊員は銃を持って上官につかみかかった。上官には絶対服従という当時の軍隊には珍しい行為だったのだが、それ以前に上官の態度が普通ではなかったのだ。本来ならば見付けた何かを持ち帰るのが最優先されるべきなのだが、上官はそうしなかった。上官よりもさらに上の命令に従うために隊員は上官に銃を向けたのかも知れなかったが、それは今ではどうなのか解らない。

　とにかく上官を襲った隊員の試みは失敗に終わったのだが、その時に誤って発砲した音を聞きつけた他の隊員が部屋にやって来た。ここ数日間の上官の態度には誰しもが不審を抱いていた。そして、その事件をきっかけにその不信感が隊員達の団結に変わったようだった。

　事件の起きた船室の外に来た隊員は、中の様子を見るなり扉を閉めて外から掛け金のようなものを掛けてドアをロックした。中からは上官が叫きながらドアを叩く音が聞こえてきたが、軍艦の分厚い扉の向こうからは何を言っているのか解らなかった。船室の中にいた隊員達は上官とともに船室に閉じこめられたのだが、そこで彼らはこの作戦がどういうものだったのかを知ることになった。

　そこにいた上官は、もうすでに彼らの知っている上官ではなくなっていた。部下に銃を向けられたことによる憤りがそうさせているのではないことも明らかであった。上官はすでに数日前から上官ではない何者かに変わっていたのだった。その様子を見ていた隊員達は真っ直ぐに彼らを見る上官の瞳の中に黒い影がスープに浮かぶ油のように動いているのが解った。油のように見えるのならそれは影ではなくて油だ、というのはどこかで書いたような気がするが、それよりもこの上官ではない上官はこれから何か恐ろしいことを始めるに違いない！と感じた隊員達は覚悟を決めたようにして上官の姿を見守っていた。

　しかし、上官が何か恐ろしいことを始めそうな感じになった時に、密かに彼の後ろに回り込んでいた隊員が上官の後頭部をバールのようなもので強打した。上官は気を失ったか、あるいはすでに息絶えていたのか解らないが力無く倒れた。それでも隊員達はまだ上官を見つめたままだった。上官は死んだかも知れないがまだ何かがあるに違いないと、そこにいた誰もが思っていたようだ。

　隊員達が見つめる中、倒れた上官に異変が起きた。彼の半分開いたままの口や鼻や耳、目など、体内の器官とつながっている穴からドロドロした黒い液体が流れ出てきたのである。その液体は意識を持っているかのように床の上を流れていき、部屋の中央にある排水口の中へと流れ込んでいった。

　それを見ていた隊員達は、この数日間自分たちを苦しめてきたのが上官ではなくその黒い液体のような何かであることを確信した。そして、それこそ彼らが今回の任務で持ち帰るべき「何か」だったに違いなかった。



　ベッドの上の男はここまで話すと、一度息を整えるかのようにして話を中断した。

「キミのいっている『何か』というのは、生き物ということなのかね？意志を持っていると言っていたが」

ベッドのまわりに立っていた子供捜査官の一人が男に聞いた。ミョーに大人びた話し方だが、当時の子供はこういうのがカッコイイと思っていたに違いない。

「元指揮官達は原子爆弾の回収と言ってるらしいがね。それは全くのウソなんだよ。アレは私らに放射能を浴びせ私らを苦しめて、そして海底に戻っていったんだ。いっそのこと潜水艦に船ごと沈められていたら良かったとも思うよ。軍はあいつを捕まえたかったんだ。そんなことは始めから自殺行為だってことも知っていたはずだが、知ってとおりあのころ兵隊は弾薬や爆弾と同じだっただろ？命なんか二の次だったんだよ。魚雷を操縦して特攻するよりはマシだと思ったんだが、それと全く変わりはなかったということだな」

先程男に質問した子供捜査官は、謎の物体や軍隊の話を聞いて恐ろしくなると同時に、自分じゃなくて良かったと心のどこかで罪悪感の入り交じった安心を感じながら、もうこの男から聞くべきことはないだろうと思って録音機を止めようと手をのばした。するとその時、苦しそうに横たわっていた男の手がのびてきて子供捜査官が録音機を止めようとするのを妨げた。思いもしなかったこの行動に子供捜査官は思わずキョァ！とヘンな悲鳴をあげていた。

「彼らはあくまでも原子爆弾の回収だと言い張るはずだがな。でも今話したのは全て真実なんだよ。アレは海底に潜って今でもあの場所にいるはずなんだ。我々の犠牲を無駄にしないためにも、絶対に真実を暴いて欲しいんだ。モオルダア君！」

男に手を掴まれて録音機を止めるのを妨げられたのは、モオルダアの父親であるモオルダアだったようだ。これまで息子のモオルダアがどんな人間かはさんざん書いてきたので、父親もだいたい同じような人間であることは解ると思うが、男にいきなり手を掴まれた若き（というか10才ぐらいの子供の）モオルダアの父はビビって言葉が出てこなかった。

　まわりにいた子供捜査官達もこの男の話に驚きと恐怖を感じていたのか、誰も言葉を口にできない感じだったが、その中にいたウィスキーのビンを持ったこれまた10才ぐらいの子供捜査官がウィスキーを一口ラッパ飲みすると言った。

「我々にまかせておきたまえ」

そして、もう一度ウィスキーを一口ラッパ飲みした。10才ぐらいなのだが。

		
			2  移動中
		

		　戦後に10才ぐらいだった父が自分と同じような事件を捜査していたとは恐らく全く知らないであろうモオルダアだったが、今はクライチ君を連れて機密情報が満載のメモリーカードを取りに向かう電車の中だった。となりにいるクライチ君が実は先程の話に登場した「上官」のような状態になっているということにモオルダアは気付いていない。しかし、普段ならもっと余計なことばかり話しそうなクライチ君が妙におとなしく、不気味な笑みさえ浮かべているような表情をしていることにモオルダアは不信感を抱いていた。

「鍵とかあるんだろ？」

「なんすか？」

「コインロッカーなら鍵とかあるだろ？」

「ええ、まあ」

モオルダアはとりあえず鍵を持っておきたいようだった。クライチ君はあまりそうしたくないようだったが、今モオルダアは上着の下で本物の銃を自分に向けていて、しかもモオルダアはそれが本物と気付いていないので、間違って発砲する可能性もある。クライチ君はとりあえず鍵だけは渡すことにした。

　鍵をもらったのは良かったが、これだけでは安心できない気がした。

「これ、どこのコインロッカー？」

「ついたら解りますよ」

それもそうだったが、いまいち納得がいかない。しかしこれ以上聞いてもクライチ君は教えてくれないと思ってモオルダアは何も言わなかった。

　もうすぐ終電という時間で都心へ向かう電車の中はひっそりしていた。ウトウトしながら家に帰る目的ならこれ以上に眠気を誘う場所はないのだが、モオルダアはウトウトするわけにはいかない。今日は一日中動き回って、しかも健脚なのかケチなのか身を守るためなのか、電車や車を使わずに良く歩くロリタを追い回していたりで、一瞬でも目を閉じたら寝てしまいそうに疲れてはいたのだが。

　しかし、なんとか緊張感を保ったまま東京駅まで来ることが出来た。いつものようにクライチ君がちょっと気に障る感じで喋ってくれたらもっと楽だったのかも知れないとか思っていたが、今のクライチ君は見た目はいつものクライチ君でも中身は別の何かに変わってしまっているので仕方がない。

　本来ならばここで乗り替えることになるのだが、駅の構内を歩いてきたモオルダアは嫌な案内板の表示を見てしまった。

「終電、終わってるっすね」

いわれなくても解る、という感じでモオルダアはクライチ君を軽く睨んだが、クライチ君は不気味な感じで真っ直ぐ前を見ているだけだった。モオルダアは「またかぁ」と思いながら目的地まで歩くことにした。



　東京の都心部は電車で一駅の距離なら歩いてすぐに移動できたりするのだが、三駅以上離れるとけっこう疲れる。人も車もあまり通らない大通りをモオルダアとクライチ君が歩いていた。

「まだつかないの？」

「もうすぐっす」

「そうっすか」

こんな会話が何度か繰り返されていたが、なかなかつきそうな感じがしない。二人は緑の多い大きな公園の近くに来た。ここに来るとさらに暗く静かな感じがしたが、その時にモオルダアはおかしなことに気付いた。この静けさでエンジン音に気付いたのだが、どうやら先程から一台の車が二人の後を追っていたようなのだ。

「おい、尾行されてるぞ」

モオルダアが一度振り返った後にクライチ君に言ったが、クライチ君は特に反応しなかった。その代わり、ということでもないのだが、彼らの後ろで車がタイヤをきしませる音が聞こえてきた。ハッとして振り向いたモオルダアだったが、アッと言う間もなく車は二人のすぐ近くまで走ってきていた。

　このままではどう考えても二人にぶつかる勢いで車が走ってきて、二人は慌ててよけようとしたのだが不意をつかれた感じで反応が遅れたため二人とも車にはねられて、数メートル突き飛ばされた。モオルダアもクライチ君も倒れたまま動かない。

　彼らを襲った車からは二人の男が降りてきた。二人は倒れているモオルダアの顔を軽く確認すると、そのまま脇を通りすぎてクライチ君のところへ向かった。

「おい、来るんだ！」

男の一人がそう言うとクライチ君の胸ぐらを掴んで起き上がらせた。あまり意識がハッキリしていないような感じのクライチ君だったが、相変わらず不気味な目を静かに男達の方へ向けていた。二人の男はクライチ君を連れて公園の方の物影へ向かっていった。

　クライチ君と男達がちょっとザワザワした感じでやりとりをしていたので、倒れていたモオルダアは一度意識を取り戻していた。少し顔を上げると公園の方に連れて行かれるクライチ君が見えた。そして、そのまま彼らは物影に隠れてしまったのだが、それと同時に物影で眩しい光が閃いた。そして一瞬だけ男達の悲鳴が聞こえたような気もしたのだが、あまりにも短い時間だったのでそれが何なのかモオルダアには良く解らなかった。「なんなんだぁ？」と思ったままモオルダアはまた意識を失ってしまった。

		
			3  大きな都心の病院
		

		　一体なんだって言うんですの？と思いながらスケアリーは病院へと入ってきた。彼女は自分の首の付け根から取り出した例の金属片のことを調べていて、明日は朝からその金属片を発注したと思われる山の中の研究所らしきところへ向かうことになっていたのだが、夜中に電話がかかってきてスキヤナー副長官が刺されて病院に運ばれたなどと言われたら病院に来ないわけにはいかない。

　スケアリーが病院に入ってきてキョロキョロしていると彼女を呼ぶ声がした。振り返るとそこにはFBLのエキストラ捜査官が二人いた。スケアリーに声をかけた捜査官は彼女が近づいてくるともう一人の女性の捜査官の方を見てから「こちらはカライーカ捜査官だ」と紹介したが、スケアリーは変な名前ですわと思うと同時に、そう言っている捜査官は何ていう名前なのかしら？とも思っていたが、その辺は気にしているとややこしくなりそうなので気にしないことにした。

「それでどういった状況なんですの？」

「FBLビルディング近くの食堂で何者かに刺されたってことです」

「なんでそんなことになるんですの？あの方なにか悪いことでもしたんですの？」

「いや、悪いことはしてないと思いますが、今は手術中です」

「犯人はどうなってるんですの？」

「食堂の店員が犯人の顔を見たっていうんで似顔絵を作成中です。それから近くの路上に凶器に使ったと思われるナイフと、食堂内に指紋が少々…」

「ちょいと！FBLの副長官が刺されたっていうのに、それだけですの?!」

「いや、まだ捜査は始まったばかりですし…」

スケアリーに睨まれてこの捜査官はちょっとオドオドしてしまったが、ちょうどその時に手術室からスキヤナー副長官が搬送用のベッドに乗せられて出てきたのをスケアリーが発見した。

　スケアリーが近づくとベッドの上のスキヤナー副長官は意識があるのかないのか良く解らない感じで目を閉じていた。

「容態はどうなっているんですの？」

「手術は成功ですが、彼はまだ苦しんでいる状態です」

聞かれた医者が答えた。どうしてスキヤナー副長官がいきなりこんな状態になっているのか、検討もつかないという感じだったのだが重傷を負って横になっている上司の姿を見て心配にならないわけはない。スケアリーはベッドの横で運ばれていくスキヤナー副長官を見守っていたが、その時彼女の存在に気付いたのかスキヤナーが彼の手の近くにあったスケアリーの手を握った。そして幽かに目を開けてスケアリーの方を見ていた。彼が何かを言いたそうにしていることに気付いたスケアリーはスキヤナーの顔に耳を近づけた。

「前に見た顔だ…。私を刺した男…」

それを聞いてもスケアリーにはなんのことだが解らなかったのだが、苦しみに耐えながら絞り出すように言ったその言葉には重要な意味がありそうだったので、スケアリーはとりあえず気に留めておくことにした。



　スケアリーが病室に入ってスキヤナーのカルテを見ていると、先程の二人の捜査官が入ってきた。

「どうなってますか？」

「鎮静剤で眠っていますわ」

スケアリーは無免許だが医師なのでスキヤナーがどのような状態なのか一応解っているようだ。

「それよりも、護衛の警官がまだついていないようですわね」

「先程警察に連絡したところです」

カライーカ捜査官が答えたが、スケアリーは気に入らない感じだった。

「緊急なんですのよ！早くしてもらわないと困りますわ！」

「そうは言っても我々はエキスト…」

もう一人の捜査官がそこまでいったところでカライーカ捜査官に脇を小突かれて話すのをやめた。その続きはカライーカ捜査官が話し始めた。

「警察のほうも忙しかったりするんでしょう」

「命を狙われているかも知れないFBLの副長官を放っておけるぐらい忙しいってことですの?!」

イライラしているスケアリーはモオルダアでなくても恐ろしいと思ってしまう。カライーカ捜査官も少したじろいだ感じになっていた。

「警察が来ないのならそれまであなた方が警護してくださるかしら？スキヤナー副長官は狙われているんですからね。おわかりになった？」

スケアリーに言われた二人の捜査官は何も言い返せなかった、というか何か言うことがあったとしてもスケアリーに言って聞いてもらえるとは思えない感じの態度だったので、黙って頷くしかなかった。スケアリーはそれを見ていたのかどうか解らなかったが、スタスタと病室を出ていった。

		
			4  翌日・FBLビルディング
		

		　ホントに何がどうなっているんだか解りませんわ！と思いながらスケアリーは朝早くからFBLビルディングにやって来た。本当なら例の金属片のことを調べたいのだが、そういうわけにもいかず、FBLの技術者からスキヤナーの事件に関して進展があったとの知らせを受けてFBLビルディングにやって来たのだった。

「どうなっているんですの？」

研究室のドアを開けるなりスケアリーが聞いた。

「犯人の唾液がスキヤナー副長官の服に付いてたってことで、その分析結果が出たんです」

今回はスケアリーがここにやって来る回数が多くてちょっと嬉しい技術者はそう言いながらスケアリーにスキヤナー副長官襲撃事件の資料を渡した。資料によると、容疑者は40代の男性でB型で関西弁。

「どうして唾液の分析をして関西弁だって解るんですの？」

「あ、それは分析結果じゃなくて食堂の店員の言ってたことです。スキヤナー副長官を刺した後に関西弁で罵声を浴びせていたって言ってましたけど」

「そうですの…。でもそれだけではあまり手掛かりにはなりませんわね」

今のところあまりにも大まかな感じの手掛かりしかないのでスケアリーは落胆の色を隠せなかった。

「それから、まだありますよ。犯人の毛髪が見付かったからDNAで過去の犯罪者のデータベースと照合出来ますよ」

スケアリーの前では張り切る技術者はイロイロとやってくれているようだった。

「時間がかかりますわね。でも、やってみる価値はありそうですわね」

そういいながらもスケアリーの表情はすぐれなかった。スキヤナーのこの事件は予期せぬ事態という感じだし、そうなる理由もほとんど解らない状態なのでスケアリーの表情にも納得ができた。技術者はそれを見て自分の知っていることをもう少し話すべきだとも思った。

「スキヤナー副長官は最近よくここに遊びに来てたんですよね。なんでも最近はペケファイル課にはあまり行けない事情があるとかで。しかもモオルダアさんは良く外出してるから。それで他にヒマ潰し出来るところというと、ここしかなかったみたいで、そんな感じでスキヤナー副長官からイロイロ話は聞いてたんですけど」

スケアリーは技術者が急に何を言いだしたのかと思ったが、聞いてみる価値はありそうだったのでそのまま聞いていた。

「どうやらあの人は、上からの命令に背くとか、あるいは非公式に何かを捜査していたみたいなんですよね。それで、このあいだは、怪しい男達に脅されちゃったんだよね、とか言ってたんですけど。それと関係があるんじゃないですかね？」

「そうなんですの!?それで、その捜査というのは一体どういうものだったんですの？」

「さあ。これは推測でしかないんですけど、もしかするとあなたのお姉さんのひき逃げ事故のことなんじゃないかって、思ってるんですけどね」

「あたくしの…!?」

スケアリーは言葉を詰まらせて考え込んでしまった。確かにあのひき逃げ事故はおかしな点が多いのだが、姉が助かったこともあってスケアリーは後回しにしても問題ない事件だとも思っていた。しかし、それを調べたことがきっかけでスキヤナーが襲われたとなるとそれは重大な問題になりそうだ。

「そうなんですの…。あの、イロイロ教えていただいて助かりましたわ。それと、このDNAの鑑定結果を預かっていてよろしいかしら？」

「いいですよ」

スケアリーは様々な謎が頭の中をグルグル回っていて上の空みたいな表情のまま研究室を出ていった。技術者はそんな彼女をみながら「やっぱり良いなあ」を思ってニヤニヤしていた。

　いっぽいうスケアリーはここでやっと一段落していろいろな出来事をまとめる作業が出来そうだと思っていたのだが、今度はモオルダアが病院に運ばれたという知らせを聞いて、もうホントに何なんですの!?とモオルダアの心配をすることも忘れてイライラし始めていた。

		
			5  都内のどこか・医療施設
		

		　病院でも、あるいは医療に関する研究施設でも、細かい作業は多くなるのだから必然的に室内は明るくなるはずだが、ここは薄暗い。薄暗いのだがこの部屋には体中に包帯を巻かれた患者が二人寝かされていた。部屋が暗いのは、もしかするとこの患者の症状と関連があって、明るくすることが好ましくない状態なのか？ということも考えられるが、恐らく部屋が暗いのは雰囲気を出すためだと思われる。

　寝かされている患者はこの話では何度も出てきた放射能による火傷により瀕死の状態だった。白衣を着た医者らしき男がこの患者の状態について説明をしていた。

「昨日の夜ここに運び込まれてきたのですが、きわめて近い距離から放射能を浴びています。あのフランス船の乗組員と一緒ですね」

そう言って白衣の男は一度暗い部屋の奥に目をやった。そこにはウィスキーのビンを手に持ったスーツの男が立っていた。そしてビンから直接ウィスキーを一口飲むと言った。

「今はどんな状態なんだ？」

「これだけの放射能を浴びていれば恐らく助からないでしょうね」

それを聞くとウィスキー男はもう一度ウィスキーを飲み込んだ。

「誰かにこれを見せたかね？」

「いや、指示されたとおり誰にも…。しかし、これは専門家が処置をしないと助かりませんよ。こんな状態は見たことがないですから」

そう言いながらウィスキー男は横になっている患者の顔に巻かれている包帯を少しずらして皮膚の様子などを確認しているようだった。患者はほとんど何も出来ず声も出ないような状態だったのだが、虚ろな瞳でウィスキー男のほうを見つめていた。

「私は見たことがあるがね」

「何が原因か解りますか？」

医者のような男はウィスキー男がこの症状を見たことがあると言ったので少し驚いた感じだったが、ウィスキー男にとってそんなことはどうでもいいことのようだった。この状態は、何かが起きていて性急に手を打たないといけないということを示しているに違いないのだ。

「こいつらを始末するんだ」

ウィスキー男が言うのを聞いて医者らしき男は慌てて言い返した。

「まだ死んでないんですよ」

ウィスキー男は歩き始めて部屋を出ようとしていたが、一度立ち止まって振り返った。

「どうせ助からないんだろ？」

そう言って、また歩き出すと部屋から出ていった。

		
			6  大きな都心の明るい病院
		

		　目を開けると窓から差し込む日差しが白っぽい部屋を眩しく照らしていた。白い天井に消毒液のどことなく冷たい臭いがしているこの場所はどう考えてもモオルダアのボロアパートではないことはハッキリしていたが、モオルダアは自分がどうしてここで目覚めたのかまだハッキリ思い出せないような感じだった。

　恐らくかなりの時間寝ていたに違いない。それでも、いつまでも横になっていたいような、どこか居心地の良い無力感のようなものを感じてモオルダアは再び目を閉じた。すると、自分の体がベッドの内側にある目に見えない無限の空間に吸い込まれていくような、深い眠りにつこうとしているときのあの感覚を覚えて、そのままモオルダアは夢の世界に入りかけていた。このままなら美女が出てくる幸せな夢も見られそうな、そんな居心地のいい眠りが待っていそうな感じだったのだが、突然聞き慣れた声が聞こえてきて、モオルダアはハッとして目を覚ました。

「ちょいとモオルダア！」

顔を上げて見るとそこにはスケアリーがいたのだが、どう考えても機嫌の悪そうな表情にモオルダアはさらにウワッとなってしまった。スケアリーはモオルダアが必要以上に驚いたのも気に入らない様子だった。

「何て言うか…その、目覚めたら美女がいるなんて、天国に来たかと思っちゃうよね…。へへ」

まだボーッとしているモオルダアだったが、スケアリーの機嫌をとろうと精一杯のことを言ってみた。上手くいったのかどうかは知らないが、少しはスケアリーの表情がゆるんだ気がした。

「そんなことよりも、いつまで寝ているつもりなんですの？」

「いつまで、と言われても。ここは病院でボクは怪我人って感じだし…」

そう言いながらモオルダアは自分がどうしてここにいるのか思い出してみた。そして、昨晩クライチ君と一緒に歩いているところを何者かに車で襲われたことを思い出した。

「そうだ！ボクは暗殺されそうになったんだよ」

「暗殺って？それにしては軽いケガで済んだものですわね。通行人があなたを見付けて救急車を呼んだらしいですけれど、さっき聞いたところによるとあなたは軽い脳しんとうで、そのついでにずっと寝ていただけみたいですわよ。多分疲れているからしばらく寝かせて置いてあげなさい、ってお医者様がおっしゃってたから目が覚めるまで待っていましたけれど。いい加減に起きたらどうなんですの？」

「え、そうなの？でもまだ頭が痛い感じがするんだよね」

「それは寝過ぎたからですわよ」

そう言われてモオルダアはだるそうに体を起こした。

「それでクライチ君は？彼もこの病院にいるとか？」

「何を言ってるんですの？クライチ君なんかいませんわよ」

「でも、昨日ボクは彼を捕まえて一緒にあのメモリーカードを取りに行くところだったんだけど」

「メモリーカードってまさか、あのメモリーカードですの？」

「あの機密情報満載のね。クライチ君はその情報を売ってたみたいなんだな」

「すると襲われたのはあなたではなくてクライチ君かも知れませんわね」

「まあ、そうとも言えるかな。そう言えば彼が二人組に連れて行かれるのを見たような気がするな。そのあと物影からピカーッ！ってなったけど、それ以上は覚えてないな」

スケアリーはどうしてモオルダアの話はいつも最後に怪しい感じになってくるのかしら？と思って少しウンザリしそうになっていたが、それよりも彼に話すことがあるのを思い出した。

「それから、あたくしがあなたが起きるまでわざわざ待っていたのは、あなたを心配していたからではないんですのよ」

モオルダアはそんなことは別に言わなくても良いと思ったのだが、まだ先がありそうなので黙って聞いていた。

「実はこの病院にスキヤナー副長官も入院しているんですの」

「え、なんで？」

「あたくしも、始めはどうしてそんなことになるのか解らなかったんですけれど、もしかするとあたくしの姉の事故に関連しているかも知れないんですのよ」

そう言われても、モオルダアにはなにが何だかサッパリだった。そうなることは予想していたようで、スケアリーはカバンから解りやすい資料を取り出した。

「こちらをご覧いただけるかしら？」

そう言いながらスケアリーは資料その１をモオルダアに渡した。

「それは昨日スキヤナー副長官を襲った犯人のものと思われるDNAの鑑定結果ですの。そしてこちらが、姉の事故の時に検出されたDNAの鑑定結果ですのよ」

そう言いながらこんどは資料その２を渡した。モオルダアは透明なフィルム状のものにプリントされたあのグラフみたいなDNAの鑑定結果を両手に持っていた。そういう物を渡された時にやるべきことはだいたい解っている。この二枚の鑑定結果を重ねあわせると、それが同一人物のDNAかどうかが解るという算段になっているのだ。

　そして、そのとおりにモオルダアが鑑定結果を重ね合わせると二つは見事に一致した。

「つまり犯人は同じ人ってことだ」

スケアリーはこの資料だけでモオルダアが理解してくれたので、余計な説明をしなくて済むと思って安心しながら頷いていた。

「だけど、それだとどういうことになるんだ？」

そこに気付いて欲しくはなかったが、これは誰でも気にすることなのかも知れない。スケアリーもちょっとしぶい表情になってから、何がどうなっているのかまとめないといけないと思い始めていた。



　まず、この話の前編である前回の話から考えていかないといけない。

　最初、モオルダアの買った怪しいDVDのことを調べていると、そのDVDを売っていた男が殺されていて現場にはカタコトの日本語を話すサクライという人物がいた。どう考えても怪しいサクライだったのだが、彼はアメリカの外交官ということが判明して釈放となってしまった。

　しかし、サクライの持っていたカバンの中身を元にして二人が捜査を進めると、モオルダアはパイパイ丸という怪しい船に辿り着き、スケアリーはUFOサークルのメンバー達から自分の首の付け根に埋まっていた金属片に関する話を聞いて不安な思いをすることになった。

　スケアリーの金属片についてはこれから進展があると思うが、その前にパイパイ丸のことを思い出すとしよう。

　ローンガマンの推測によるとパイパイ丸は海底で何かを探していたということだった。それは海に沈んだ昔のお宝を探すような事だと思われていたのだが、実はそうではなさそうである。パイパイ丸の乗組員は一人を除いて大量の放射能を浴びて瀕死の状態だった。そして、その症状はこの話の冒頭に登場した男や、ウィスキー男のいる暗い病室に運び込まれた二人ともそっくりである。

　それからフランス政府、あるいは政府ではなく何らかの組織かも知れないが、そこに情報を売ったと思われるロリタを追うとクライチ君に辿り着いた。それはパイパイ丸が探していた物の情報がクライチ君の持っていたメモリーカードから得たものだったことを示しているのかも知れない。

　だから何なのか？というところはいまいち解らないのだが、アメリカの外交官であるサクライがパイパイ丸のことを探っていたのなら、クライチ君の持っているメモリーカードにはアメリカ政府も何らかの関わりがありそうである。それに、この事件の発端は怪しいDVDよりも先に、カタコト日系人の不法入国事件でもあった。



「コレハ、チョット・フクザツナー・ハナシデスネ」

今回の事件のことを考えていたモオルダアはまた変な発音で話した。スケアリーはいちいち反応するのが面倒なので普通に返事をした。

「それに、不法入国事件の捜査をあなたにまかせたのはスキヤナー副長官でしたわね。もしかして、そのことも昨日の襲撃事件と関わっているのかしら？」

「なんで？」

「なんで、って。わかりませんの？スキヤナー副長官がもし何かに気付いていたとして、それを直接あたくし達に伝えられないような状況にあったとしたら、なにか遠回しな方法で問題の事柄にあたくし達が気づけるように仕向けるかも知れませんでしょ？」

「そうだとすると興味深いけどね」

「とにかく、あたくしはこれから行くところがありますから、あなたは早く起きて捜査を続けるんですのよ！それから、スキヤナー副長官の警護をしている人達も、なんとなく頼りないですから、あなたがちゃんと注意しているんですのよ」

「え、何でボクが？」

モオルダアが言うのもほとんど聞こえない感じでスケアリーは部屋を出ていってしまった。モオルダアはスケアリーの後を追いかけようとも思ったのだが、靴とかスリッパとかどこにあるんだ？と思ってベットの回りを見渡していた時にはもう遅いな、と気付いたのであきらめた。

　どうやらスケアリーは例の金属片のことが気になって仕方がないようである。残されたモオルダアはのっそりとした感じで起き上がると、一度大きくあくびをしてから病院を出る支度を始めた。

		
			7  移動中
		

		　面倒なことをモオルダアに押しつけることに成功したスケアリーはやっとのことで一番気になっている事柄の捜査を始めることが出来た。スケアリーの首の付け根から取り出された金属片を発注したと思われる研究施設は東京と埼玉と山梨の三つの都県の境にほど近い山深い場所にあるはずである。

　まだ昼前であったが、スケアリーはなるべく早く到着できるように車を飛ばしていた。今ではカーナビがあって、住所さえ解っていれば滅多なことで道に迷ったりはしないのだが、目的地はそこに舗装された道があるのかどうかも疑わしいような山奥で、しかもどこの誰が何を研究していたのか解らないような怪しい施設が今でもあるのかどうかすら解らなかった。日が暮れてしまってはそんな場所を探すのは一苦労に違いない。



　ちょうどその頃、東京の都心のどこかにある怪しい暗い部屋ではスーツを着た高齢の男達が何かを話し合っていた。この怪しい部屋で話し合う内容といったらだいたい想像がつくし、そこにマシュマロを頬張る男が座っているのもそれを裏付けてもいた。

　不法入国のカタコト外国人が殺害されたことから始まって、パイパイ丸の乗組員の被爆事件や、その船が何を探していたのか？とか、さらにはスキヤナー副長官の襲撃なども、一体どういうワケなのか？と、彼らは彼らの知っている情報や憶測を交えて話し合っていた。

　最後にここでいくら話しても仕方ないということで、一度解散ということになったのだが、先程から早くこの会が終わってくれないか、とソワソワしていた男がいた。ここにいるのは、表向きには目立った活動はしないが、国家の機密を扱う人間達である。そういう人間はたいていのことには動じたりせずに、常に落ち着いた感じなのだが、見えない部分ではいつも何かを気にして脅えていることすらある。

　先程から誰にも気付かれないようにソワソワしていた男は、ここにいる男達の中では体格の良い方であったが、それとは裏腹に多少の心の弱さがなくもなかった。もしも、この中の誰かが注意してこの男のことを見ていたら、彼が何か問題を抱えていることに気付いていたはずだが、この時の会合で彼はそれほど重要な人物ではなかったので、そうなることはなかった。

　それで、一体何を彼が気にしているのか、というと彼は何者かがある研究施設について調べているという情報を得ていたのである。何者かというのは恐らくFBLの捜査官で、それはスケアリーに違いないのだが。研究施設の場所が知れてしまったというのに、この会合のために何も出来ないのが彼のソワソワの原因であった。

　そんなことなら、理由を話して退席すれば良いとも思われるが、彼らの間でそれはやってはいけないことであった。彼らは常に完璧に仕事をこなす。少なくともそう思わせておかないといけないのだ。弱みやほころびを少しでも見せれば、その地位だけでなく命までもが危険にさらされる。それくらい、彼らの扱っている物は重要な物らしい。

　会合が終わると、男はゆっくりと部屋を出ていったが、誰にも見えないところまで来ると大急ぎで車に乗り込んで、運転手に行き先を告げた。（ついでに書いておくと、彼らは大物なので自分で車の運転などはしないのだ。）



　そんなことをしている間にスケアリーの車は山の中までやって来ていた。途中で渋滞に巻き込まれることもなく、山に入っても悪路という感じの道はほとんどなくて、快適に山を登るともうすぐの目的地という場所までやって来た。

　思っていたよりも早く着いて、いつもなら自分で自分を褒める発言を心の中でするはずのスケアリーなのだが、今回の彼女には疑問や不安が多すぎてそれどころではないようだった。スケアリーの車は静かに研究施設へと向かっていった。

		
			8  都心の病院とその周辺
		

		　モオルダアが病室を後にして、一度スキヤナー副長官の様子を見に彼の病室まで行くと、いつものように「おいモオルダア！何をやっているんだ？」と言われて「何を、って。お見舞いに来たんですよ」と返す、いつもの曖昧なやりとりがあったりしたのだが、その後で犯人がスケアリーの姉のひき逃げ事件と大いに関わりがあるとか、スキヤナー副長官は以前に彼を襲った犯人を見ていて、それは例のメモリーカードを奪われた時で、その時にクライチ君の姿も見たとか、そんなやりとりもあったのだが、確かスキヤナー副長官がメモリーカードを奪われたのはダイナマイトボディの色仕掛けに引っ掛かったからだったような気もしたが、そこはあまり気にしてはいけないのかも知れないという感じで、モオルダアとスキヤナー副長官の最初の方のやりとりを長い一文で手短にまとめてみたのであるが。

「なんだ、クライチ君なら昨日捕まえたのになあ」

「なんで逃げられたんだ？」

「だって、いきなり車に撥ねられたら誰だって…。まあ、仕方ないですね」

「モオルダア。あまり感情的になっては彼らの思うつぼだぞ」

「別に感情的になんてなってませんけど？」

「もしも辛いようなら、この件は誰か別の人間にまかせても良いんだぞ」

「何でですか？」

「いや。なんていうか、そういうことを言いたい気分だったんだがな。だいたい何でスケアリーじゃなくてキミがここに来たんだ？」

「知りませんけど、スケアリーはなんか急いで調べたいことがあるみたいでしたし。ボクもイロイロとありますから、行きますね」

「ああ、そうか。それなら良いが」

なんだか良く解らないやりとりであったが、スキヤナー副長官がちゃんと話が出来る状態まで回復していることも解ったのでとりあえず捜査に戻ることにした。

　モオルダアが出ていった後でスキヤナー副長官は「誰かに内臓を魔改造された気分だよ」というネタを言おうとしていたのに言えなかったことを思い出して、ちょっと気分が悪かった。だいたいモオルダアは何でここにやってきて「調子はどうですか？」とか聞かないのか？と思っていたのだが、よく考えると最初に「おいモオルダア！何をやっているんだ？」と言ったのは自分だということを思い出して少し反省もしていた。モオルダアの顔を見るとどうしてもあの台詞が出てきてしまうようだ。しかし、いずれスケアリーも見舞いにやって来て、彼女なら「調子はどうなんですの？」とか聞いてくるに違いないから、それまでは自分の傷の痛みを上手いこと表現した台詞はおあずけということにしておくことにした。

		
			9  FBLビルディング：ペケファイル課の部屋
		

		　FBLビルディングの地下にあるペケファイル課の部屋に入ると、明らかにいつもとは様子が違っていた。モオルダア達がパイパイ丸で見付けた深海で作業するための潜水服が部屋に置いてあったのだ。

「これは一体、何なんですの？」

「すごいでしょ。証拠物件として押収したんだけどね」

「そうですの。でも、何の証拠なんですの？」

「これにはオイルが付いていたんだよね。それと同じような物がパイパイ丸の乗組員であったゴルチエにも付いていたし。それから、彼の奥さんからも同じ物がね。ボクがいた石川町駅のトイレで彼女が倒れているところを見付けられたんだけど、どうにも怪しいよね」

「はあ…」

「このオイルは戦時中に使用されていた物なんだ。戦闘機とかね。だから海底に沈んでいる爆撃機にも同じオイルが使われていたはずだよね」

「そうなんですの？そういうことでしたら、あたくしよりもダナアに聞いた方が。あの方、父や兄の影響でけっこう戦闘機とかそういうところに詳しいんですのよ」

「まあ、そうなんだけどね」

誰が誰と話しているのかワケが解らない感じだったが、ここでようやく誰がここにいるのか明らかになってきた。モオルダアは押収した潜水服についての説明をしたかったのだが、スケアリーはどこかに行ってしまったし、一人で喋るのも寂しすぎるということで、なぜかスケアリーの姉のダネエ・スケアリーをここに呼んだようだ。

「それで、そのオイルがなんだというんですの？」

「これは少し特殊な物なんだ。つまり、始めゴルチエという船員についていた物が次はその妻についていた」

「どうしてそうなるのかしら？」

「ボクの考えでは、これは媒体なんだよね。つまり、何かの生き物がこのオイルの中に潜んでいて、オイルと共に人間に乗り移るんだ。その…、なんていうか、エイリアンみたいな生き物だと思うけどね。これを使って人間の中に入り込んでその人間を支配するとか…」

ここでスケアリーの姉は思わず吹き出しそうになって口に手を当てた。スケアリーならもっと前に反論を始めるか、この辺でイラつき始めるところだが、姉は妹よりも数倍穏やかな性格で、オカルト的な話にも興味があるのでただ上品に口に手を当てて目で笑っただけだった。

「あの、あたくしはあなたのことを否定したりするつもりはないのでございますけれど、でも、エイリアンとかUFOとか、そういう物はあたくし信じていませんのよ。オホホホホ」

オカルトな話もいけるスケアリーの姉ならもう少し盛り上がると思ったモオルダアは少しガッカリしていたが、もう少し先を続けないと、このオイルに関する説明が終わらない。

「これが何であっても、海底には何かがいて、それを見付けたゴルチエに乗り移ったんだ。恐らく戦時中にそこに戦闘機が墜落してからずっと海底で誰かが来るのを待ってたんだ。それはゴルチエからその妻に移って、そして今はクライチ君の中にいると思うんだよ」

「クライチ君さんって誰ですの？」

「ああ…。えーと、それはスケアリーに聞いたら解ると思うけど」

「そうなんですの。なんだか、あまりお役に立てなくて、申し訳ありませんでしたわね。それでは、この話をダナアに伝えれば良いんですのね」

「ええ、まあ。そういうことです」

なんとなく説明が終わったのでスケアリーの姉は部屋を出ていこうと扉のところまで歩いていった。

「あなたがダナアが言っているほど変な人でなくて安心しましたわ。ウフッ…。アデュー！」

出ていく時にそんなことをスケアリーの姉が言っていたのだが、一体スケアリーは自分のことをどういうふうに家族に話してるんだ？と思ってモオルダアはちょっとウンザリした感じになった。

		
			10  コインロッカー
		

		　しばらくペケファイル課の部屋でダラッとした感じになってしまったモオルダアは、これではいけないと思い、ひとまずローンガマンのアジトへ向かうことにした。いろんな要素が絡み合ってワケの解らない今回の捜査であったが、今やるべきことはなんとなく解っている。そして、それはなるべくなら非公式な感じでやるべきだとも思っていたようだ。

　モオルダアがローンガマンのアジトに行き、昨晩クライチ君から押収したコインロッカーの鍵をヌリカベ君達に見せた。モオルダアが昨晩クライチ君と一緒に歩いて向かっていたいた方角や、コインロッカーというキーワードなどから彼らはすぐに、とあるアイススケートリンクの名前を思いついたようだ。

　モオルダアはどうしてそんなすぐに彼らがロッカーの場所を見付けられたのか？と驚いていたのだが、ローンガマンのメンバーは滅多にしない運動の場として、そのスケートリンクをよく利用しているということだった。

　そんなことなので、さっそく彼らはそのスケートリンクに向かって、ローンガマンのメンバーがへっぴり腰でアイススケートを披露して利用客を装いながら、遠回しな感じで問題のロッカーの鍵を開けて、名刺サイズほどのケースが入っていると思われる封筒を取り出した。そんな風にする必要があるのか？という感じもするが、もしもそのロッカーに入っているのが例のメモリーカードであったとすると、それはある人にとっては巨万の富を生み出す情報が満載であるのだし、ある組織にとってはどんな手段を使ってでも取り戻したい物でもあるのだから、曲がりなりにも関係者の一人であるモオルダアがフラッとやって来てロッカーを開けるというようなことは好ましくないのである。



　ローンガマンのメンバーはアイススケートリンクの外に停車している車のところにやって来た。中にはモオルダアがいて彼らの戻ってくるのを待っていた。（前回の話とのつながりで一応書いておくと、この車はモオルダアの車でも、FBLの車でもない。ローンガマンのフロシキ君が実家から借りてきた車である。）

　モオルダアは渡された封筒を開けて中身を取り出した。ローンガマンのメンバー達は中に重要な、というよりも世界の歴史が塗り替えられるような情報が満載の何かが入っているのだと思って、封筒から何が出てくるのか見守っていたのだが、封筒から出てきたのは何も入っていない半透明の小さなケースだった。半透明なので中が空なのは良く解った。

「空っぽだね」

モオルダアは「見てのとおりだ」という感じでローンガマンのメンバー達に言った。言われた方は「空っぽだな」という感じでモオルダアを見ていただけだった。

		
			11  山奥の研究施設
		

		　スケアリーの車が静かにこの山奥にある施設の前に止まった。スケアリーが入手した住所はここで間違いないし、ここの他に建物があるとは思えない山の中なので彼女は目的の場所に到着したということになるのだが、どこか腑に落ちないような感じで、少しの間車のフロントガラス越しに建物を眺めていた。

　いったいどうしてこんな山の中に研究施設をつくるのか。そして、どうしてここから発注されたと思われるマイクロチップがスケアリーの首の付け根から取り出されたのか。それは、この場所を調べたら解るのかも知れないが、こんな山奥で人知れずに研究されているということは、そこには何か人に知られたくない理由があるのであって、そんな研究はいつまでも同じところで続けられるようなものではない。

　この場所の静けさや、薄汚れた感じの建物の外壁。それからどの窓からも中で明かりが点いていないのが良く解る感じで白っぽい建物に真っ暗な四角い窓が不気味に口を開いていて、この建物に人がいるとは思えなかった。

　スケアリーは車から降りてゆっくりと建物の方へと向かった。ドアには鍵がかけられていると思ったのだが、意外なことにそれはすんなりと開いた。少し大きめの病院のような感じの建物は入り口を入ると似たような感じのドアが整然と並ぶ廊下が続いていた。

　中に入ってもやはり人の気配はしなかったのだが、なぜか鍵のかかっていない扉が出てくる時には何かがあるような気がしてスケアリーは銃を取り出して慎重に廊下を進んでいった。薄暗く、あまりにも静かで少し寒気のするような雰囲気であったが、建物自体がそれほど古い物でなく幽霊屋敷的な雰囲気はなかったので、スケアリーはいつもの冷静さを保っていた。

　似たようなドアが並ぶ廊下でどの部屋に重要なものがあるのか解らないので、スケアリーはとりあえず片っ端からドアを開けて中を確認していた。そうしているうちに彼女はこの建物がつい最近まで（というよりも、もしかすると今朝までかも知れないが）研究者達が何かを研究していたのではないかということを感じていた。部屋の中にあったと思われる物はあらかた持ち去られているのだが、残された机や棚やその周りにある物はほとんどホコリを被っていない。そういう光景を見て、スケアリーは「もしかすると」と思って部屋の明かりを点けてみたら、電気はまだ建物まで来ているようで明かりが灯った。

「一体何があったのかしら？」

誰もいない場所では思ったことを口に出して言うことは良くあることだが、スケアリーもそんな感じで独り言を言っていた。

　いくつかの部屋を見て回ったのだが、スケアリーは特にこれといった物を見付けられなかった。それでもまだ見てない部屋は沢山ありますわ！ということでまたとなりの部屋を空けると、そこは他の部屋と少し様子が違っていた。

　恐らくこの部屋は冷蔵保存が必要なサンプルなどを置いておくための部屋なのだろう。スーパーの飲み物売り場にあるようなガラス張りの冷蔵庫があって、スイッチが入ったままの冷蔵庫の明かりが部屋の中を眩しいぐらいに照らしていた。

　もちろん、冷蔵庫の中に何かの研究サンプルが残されているということはなかったのだが、スケアリーはそこにある物を見付けて近づいていった。

　スケアリーは近づく前からそこに何があるのか解っていたのだが、なんとなく今はそれを無視することが出来なかった。朝食もろくに食べられないままここまで車を運転してきて、今は昼をとっくに過ぎているのだから。

　冷蔵庫の中には、まだ中身の入っている「ブルボン・エリーゼ」の箱があった。蛍光灯付きのちょっと特殊な冷蔵庫の中にあるエリーゼの箱は普通の場所で見るよりも美味しそうに見える。スケアリーが冷蔵庫を開けて箱を確認すると賞味期限なども問題がなさそうだった。

「別に誰もいないのですし、これくらいは大丈夫ですわよね」

そう思ってスケアリーが箱からエリーゼを取り出そうとした時、次第に建物に近づいてくるヘリコプターの騒音が聞こえて来たのである。スケアリーはエリーゼの箱に伸ばしていた手を慌てて引っ込めると、窓のところに行って外を確認した。ヘリは明らかにこの建物に向かっているようだったし、さらに悪いことに建物の外の道路から特殊部隊のような人達が隊列を組んでこの建物の方に向かってくるのも確認できた。

「なんなんですの?!」

そう思ってスケアリーは部屋を飛び出して逃げ道を探しながら廊下を走っていた。それからもう一度「なんなんですの?!」と思っていた。モオルダアが関わっていない事柄でこんな風に特殊部隊のような人達に追い回されるというのが、なんとなく納得できなかったようである。

　そんなことを思う前に逃げることに専念すべきなのだが、もうすでに遅かった。屋上からはヘリから降りてきた特殊部隊のような人達。外からも特殊部隊のような人達。スケアリーはアッという間に特殊部隊のような人達に囲まれて彼らに銃を向けられていた。

「お菓子の一つぐらい、見逃してくれても良いんじゃございませんこと!?」

そういうことではないのだが、彼らが来たのとエリーゼを食べようとしたタイミングが一緒だったためにスケアリーが変な事を言っていた。特殊部隊のような人達の中のリーダーっぽい人はスケアリーが何を言っているのか解らない感じだったが、良く訓練された部隊のリーダーとして任務は着実に遂行する。

「銃を捨てて両手を挙げるんだ」

リーダーっぽい男が言うとスケアリーはおとなしくそのとおりにした。そして特殊部隊のような人達が両脇からスケアリーの両腕を掴むとスケアリーを引っぱって行った。

「ちょいと！あなた達が誰だか知りませんけれど、もしもあたくしに何かあったら…」

そこまで言って、スケアリーはちょっと考えてしまった。もしもあたくしに何かあったら、誰が何をしてくれるのか？スキヤナー副長官は入院中だし、モオルダアは頼りになるのか解らない。スケアリーはどうしようもなく不安な気持ちになりそうなのを抑えるのに必死だった。

「もしもあたくしに何かあったら…もう、知りませんからね！」

こんな意味のない強がりなど言わなければ良かった、と思いながらスケアリーは特殊部隊のような人達にどこかに連れて行かれた。

　スケアリーが連れて行かれた先には、東京の都心にある暗い怪しい部屋から大急ぎでここまでやって来た体格の良い謎の男がいて彼女を待っていた。

		
			12  マンションの部屋っぽいところ
		

		　安らぐという言葉とは無縁の仕事をしているような人間にも一時の休息は必要である。この部屋にいる男は先程からソファーに深く腰掛けてウィスキーをラッパ飲みしながらお気に入りの女性キャスターの出ているニュース番組を見てニヤニヤしていた。それのどこが休息になるのか解らないかも知れないが、このウィスキーを飲む男にとっては何よりの休息なのだ。

　緊張感を抜きまくった感じでソファーに座る男には背後に誰かが近づいていることなど気付くことが出来ない。休息中なのでついでにタバコも吸っているウィスキー男がタバコの灰を灰皿に落としていると、後ろから静かにソファーに近づいてきた誰かが、灰皿の前にあるウィスキー男の手の近くにメモリーカードを投げ出した。

　この突然の出来事に驚いたことは驚いたのだが、目に入ってきたメモリーカードをみてウィスキー男はさらに驚いていた。このメモリーカードが手に入らないことによってウィスキー男はとある組織の中で窮地に立たされていたのだ。これで全てがまた元どおりに、自分の思い通りに動くようになるに違いないと思いながらも、いったい誰がこれを持ってきたのか？と、そんな感じでウィスキー男は振り向きながら立ち上がった。

「アレはどこにある？」

そこにいたのはクライチ君だった。もちろん、今のクライチ君は見た目はクライチ君でも中身は別物のクライチ君なのだが。どうやらクライチ君はメモリーカードと何かを取り引きしようとここへやって来たようだ。ウィスキー男にとってメモリーカードは何に換えても取り戻したい物であったのだから、そんな取り引きは大歓迎である。

「キミか。待っていたぞ」

ウィスキー男がそう言った時に、奥の部屋で侵入者に気付いた用心棒がやって来てクライチ君の背後から銃を突きつけたのだが、ウィスキー男はその用心棒に銃を降ろすように命令した。

　それよりも、書き忘れたが、この男こそがスキヤナー副長官を刺した男で、しかも以前にはクライチ君と一緒にスケアリーのアパートに忍び込んでスケアリーの暗殺を遂行しようとした男でもある。

　それを知っているのかどうか解らないがクライチ君がその男が構えていた銃を降ろすのをみると再びウィスキー男の方に目を向けた。ウィスキー男はウィスキーを一口ラッパ飲みしてから言った。

「欲しいものは私が持っているぞ」

ウィスキー男は自分の取り引きしている相手がクライチ君ではなく別の「何か」であることが解っているようだった。そしてクライチ君の中にいる「何か」もそれは承知しているようで、その時点で二人の取り引きは成立したようだった。

		
			13  ローンガマンのアジト
		

		　ガッカリするのは、その前に何かを期待していたからである。そして、その期待が大きければ大きいほどガッカリの度合いも大きくなる。ローンガマンのアジトに戻ってきたメンバー達とモオルダアがどのくらいガッカリしていたのか解らないが、彼らはここに戻ってくる途中から口数も減って、今ではダラッとした感じで部屋の中で座ったり寝ころんでいたりしていた。

「せっかくスケートが出来るところまで披露したのに、全然意味がなかったですね」

元部長が言っていたが、スケートの場面はそれほど重要な場面ではなかったのでどうでも良いのだ。

「まあ、考えてもみなよ。オレ達が相手にしているのは並大抵の組織ではないんだぜ」

どこまで知っているのか解らないが、フロシキ君が知ったようなことを言っていた。モオルダアは特にこの会話には参加せずに、半透明のケース以外何も入っていなかった封筒をなんとなく眺めていた。すると、モオルダアはあることに気付いた。

「ちょっと、ここに何か書いた跡があるけど。これって、この上でボールペンでメモとかしたに違いないな」

「ホントですか!?」

やることがなくなって元気のなくなっていた元部長がモオルダアの発見に盛り上がっている。

「本当か?!そういうことなら、何とかしてその文字を解読しなきゃいけないんだろ？なんでも本場のFBIにはそういう文字を解読する高性能な装置があるらしいぜ」

フロシキ君もホントかどうか解らないことを言いながら話に入ってきた。

「電磁波で目に見えない凹凸まで検出できるってことだけどな」

「それから、絶縁テープとトナー液を使う方法もあるぜ。ただFBLにその設備があるかどうかだけど。技術者に相談したら何とかなるかな？」

なぜかモオルダアまで「高性能な装置」の話を始めてしまったので、見かねたヌリカベ君が口を開いた。

「ボクに見せてください」

滅多に喋らない人が喋るとみんな注目するので、モオルダアはハイという感じで言われたとおりに封筒をヌリカベ君に渡した。

「こうすれば解ります」

そう言って、ヌリカベ君は封筒の上に紙を一枚置くと、その上を斜めに倒した鉛筆で撫でるようにして色を塗っていった。斜めにした鉛筆の芯は紙にあたる面積が大きくなるので、それよりも小さく凹んだ部分には鉛筆の色が付かないということだ。

　ヌリカベ君が鉛筆で紙を塗っていくと、紙の上に番号が浮き出てきた。そしてそれをモオルダアに渡した。見ていた一同は感心してヌリカベ君を見つめていたが、ヌリカベ君はなんとなく迷惑そうな感じだった。

「これって多分、電話番号だね。〇三から始まる東京の市外局番だし」

モオルダアが言うと、さっそく電話をかけようとして彼の携帯電話を取り出した。もしも全然関係ないところにかかってしまったらどうしようか？とも考えたのだが、その時は「スイマセン間違えました」でいいやとか、どうでも良いことも考えていた。

　モオルダアがヌリカベ君に渡された紙を見ながら携帯電話に番号を入力していると、急に持っていた携帯電話がブルブルと振動を始めて、モオルダアは小さく悲鳴をあげそうになってしまった。マナーモードにしている携帯電話を持っている時に着信があるとけっこうビビるということに気付いても意味はないのだが、そんなことを思いながら携帯電話のディスプレイを見ると、電話をかけてきたのがスケアリーだと解った。



「ちょいと、モオルダア！どういうことですの?!」

スケアリーはいつもの調子だったのだが、いつものようになんとも答えようがない。

「どう、と言われてもね。こっちは一応盛り上がってくる感じで謎の電話番号を手に入れたんだけど。キミは何をやってるんだ？というよりも、行き先を告げずにどこかに行くなんて、らしくないよね」

「そんなことはどうでも良いんですのよ！」

そういいながらもスケアリーはモオルダアが意外と冷静に自分のことを見ているのに気付いて、ちょっとうろたえた感じになりそうだった。確かに今の自分は例の金属片のことでいつもの「公平な視点」とか「科学的な視点」というのを忘れかけているような気もする。ただ、今となっては一つの問題が納得のいく感じで解決しそうなのだからそんなことは気にしてはいられない。

「モオルダア、すごいことが解りましたのよ！」

「すごいこと?!」

「あのUFOサークルの方達に関することですけれど」

「ああ…」

モオルダアは多少どうでもいい感じの返事を返した。今のモオルダアにはUFOサークルのメンバーのことなどはどうでも良いことになりつつあった。

「ちょいと！ちゃんと聞いてるんですの？あなたの持っていたDVDにも関連しているんですのよ」

「あれにも？それはどういうこと？」

DVDが出てきて少しだけモオルダアが興味を示した。

「あたくし、今あのDVDが撮影された現場に来ているんですのよ。あれは全部ヤラセだったんですの」

「なんでそんなことが解るんだ？」

「FBLの捜査官ならもっと視野を広くしないといけませんわよ。あのDVDに関しては検証のための動画がいくつもYouTubeにアップロードされているんですのよ」

「なにそれ？」

「説明は面倒だから自分で調べたら良いんですわ。とにかくあのDVDは取材班が見付けた空き家になった医療施設で撮影されたものですの。あたくしは今そこにいるのですけれど」

「そうなの!?というか、それとUFOサークルのメンバーとはどう関わってくるんだ？」

「そこがミソなんですのよ」

ミソとか言う表現は久しぶりに聞いたと思ったのだが、今は話の内容に集中したいのでモオルダアは聞き流すことにした。

「この医療施設というのがちょっと問題で、ここでは無免許医師やインチキな科学者が人体実験をしていたんですのよ！恐らく、違法な薬物とかそういうものですわね。どうやら、実験台になった方達は催眠術か何かでUFOに誘拐されたというウソの記憶を植え付けられていたようなんですの。つまり、こういうことなんですのよ。あの殺害されたUFOサークルの方が自分が人体実験をされた場所と同じ場所で撮影された怪しい映像を偶然見てしまって、それを間違った記憶の中で解釈した結果、それがエイリアンの解剖ビデオに見えてしまって…」

「ちょっと待ってよ。キミは誰からそんな話を聞いたんだ？」

「誰って…その、事情通の方からですわよ。…あたくしたちが間違った情報で間違った方向に捜査を進めないように、とか、そんな感じで教えてくれたんですのよ」

そういうスケアリーの声からなんとなく自信が失われていくような感じだった。何よりも「事情通」というのが出てくるとどうしても信憑性が薄れていく感じがするのは否めない。スケアリーにとっては自分の首の付け根に金属片が埋まってきたことの説明として、この人体実験説が一番納得出来るものであり、そうだとしても、決して許される事ではないとも思っていたのだが、そうであって欲しいとは願っていた。しかし、そこには矛盾点がたくさんあるような感じもしていた。

「その事情通というのはまだそこにいるの？」

「忙しいとか言うことで帰りましたわ」

「そう。ボクにはどうにも納得できないんだけどね。どう考えてもそれは偽の証拠に違いないよ。もしそうだとしても、どうしてアメリカの外交官が出てきたり、DVDを売っていたあのジンザという男は殺されたりとか、そういうことの理由にはなりそうにないけど。それにクライチ君の持ってるメモリーカードとの関連とか。それから前にボクらが見付けた鉱山跡地の謎の資料とかもあるし。…そういえば、あそこのファイルにはキミの名前があったっけ？」

モオルダアがなんとなく思い出した鉱山跡地の資料とは「ゲロニンゲン」（シーズン３第二話）の話の中で二人が見付けたものであるが、その話を聞いてスケアリーはさらに自分の考えに自信をなくし、そして不安にもなっていた。実際には電話の向こうのスケアリーはほとんど泣いていた。

「そんなことを言ったって、あの方達がエイリアンに誘拐されたって証拠はどこにあるんですの？ジンザさんが殺されたのは、この場所を知られたくなかったから、口止めとかそういうことに違いないですわよ」

「そこを考えるのはまだ先のことだと思うけどね。ボクの考えでは、これはゲロニンゲン作戦と関係があると思うんだ。戦時中に化学兵器の開発なんかに携わっていた科学者達が、アメリカに彼らの能力を提供して戦犯として起訴されるのを逃れたってやつ。このあいだ日本に密入国したカタコト日系人というのが彼らか、その後を継いだ人達とかそういうことだと思うんだよ」

「なんなんですの、それ？」

「なにかと言われても、まだ推測でしかないけど。キミの言う『事情通』からの情報よりはまともだとは思わない？」

「そうかも知れませんけれど、あたくしはこんな山奥まで来て調べたんですから、こっちが正しいに決まっていますわよ！」

「ちょっと、なんでそんな強引な理屈で…」

モオルダアが言ったが、電話はもう切れていた。モオルダアは少しスケアリーのことが心配になってしまったのだが、もしかすると疲れていて機嫌が悪いだけかな？とも思っていた。もちろんそんなことはなくて、電話を切ったスケアリーは山奥の薄暗い医療施設の一室でこらえきれなくなった涙をボロボロ流しながら「そんなことはあり得ませんわよ！誰もエイリアンに誘拐なんかされてないんですのよ！」と独り言を言っていた。

		
			14  都心のどこかの狭く暗い部屋
		

		　この薄暗い部屋では再びスーツ姿の老人達が集まって、一度保留にされた問題を再び話し合おうという感じだった。しかし、一番重要な人物がまだ到着していないために、彼らは多少イライラしながらも黙ってそれぞれの考えるべきことを考えているような、そんな感じだった。

　すると、部屋の扉が開いてウィスキーのビンを持った男が入ってきた。それを見るなり部屋の中央付近に座ってマシュマロを食べていた男が口を開いた。

「ずいぶん遅かったじゃないか」

ウィスキー男を非難するような口調だったが、ウィスキー男はそれを気にしないか、あるいは気付かないようなフリをしているようだった。

「ちょっとやるべきことが出来たんでね。それよりも、みなさんも知ってのとおり…」

「キミは我々に無断でアレを移動させたってことだが。一体どういうことなんだ？」

ウィスキー男が言うのを遮ったのは、山の中の医療施設でスケアリーにあった体格の良い男だった。スケアリーに曖昧な情報を提供することによって、FBLの二人の捜査を間違った方向に進ませようという彼のもくろみはだいたい成功していると思っていて、自分の問題がほぼ片付いている状態なのでかなりの余裕を感じさせる口調になっていた。

「UFOの情報が漏れたとなったら、安全のために他に移すのが急務だと思うんだがね」

そういいながらウィスキー男は持っていたビンの蓋を開けて中身を飲み始めた。

「いったい誰が情報を知っているというのかね？」

マシュマロ男はまだ安心できない、という感じでウィスキー男に聞いた。フランスの船が何かを発見したらしいということだし、そんな風に外部に情報が漏れるというのは危険なことでもある。

「とにかく今は安全だ」

ウィスキー男はそういってから一口飲み込んだ。

「どうせならネバダに移せば良かったと思うんだが」

そう言ったのは、これまでも特に登場しなかったし、それほど重要な役割があるとは思えない男だったが、そう言った時にここにいた全員が「ネバダはアメリカだけど…」という反応だったので、それ以上ネバダのネタは続かなかった。（念のために書いておくとネバダ州にはエリア51があります。）

　ネバダのネタのせいで変な「一瞬の沈黙」が暗い部屋に訪れてしまったが、すかさずウィスキー男が口を開いた。面倒な話が始まる前にこの会合を切り上げるには、この変な沈黙はちょうど良いチャンスでもあった。

「ということで、問題は片付いたようだね」

ウィスキー男はまたウィスキーを飲むべくビンの蓋を開けながら部屋を出ていきそうな雰囲気になっていたのだが、そうはいかないという感じでマシュマロ男が言った。

「では、スキヤナー副長官の襲撃事件についてはどう説明するんだね？」

ウィスキー男は「どうして自分にそんなことを聞くのか？」という表情でマシュマロ男を見ていた。

「さあ。暴漢に襲われたんだろ。ついてなかったってことじゃないかね」

シラを切ろうとしていたウィスキー男だったが、マシュマロ男には彼がこの事件に関わっているのは解っていたようだった。

「店員が犯人の顔を覚えていたんだぞ。新聞に似顔絵まで載ってるんだ」

そういいながらマシュマロ男はウィスキー男に新聞を渡した。ウィスキー男が新聞を見ると、そこにはちょっと笑ってしまうぐらいに犯人に似ている似顔絵が掲載されていた。

「それはキミの手下に違いないだろ。あまりにも似ているから笑ってしまったよ」

マシュマロ男もそういうのでウィスキー男もホントに笑ってしまいそうになったのだが、そんなことをしている場合ではない。決して相手のペースにのってはいけない。ここはポーカーフェイスしかない。これまでも、この先もそうやってピンチを乗り越えていくのがウィスキー男なのだから、ということでウィスキー男は意外だという感じの表情で新聞を見ていた。

「これは驚きだな。何かの間違いだと思うんだが」

ウィスキー男はそう言ったが、ここにいる誰もがそうは思わなかった。そしてウィスキー男もそのウソが通じるとは思っていなかったのだろう。しかし、彼にとってはいつものように早急に手を打てば解決する問題でもあった。彼はこれほどのことで騒ぎ立てる方がおかしな事だとも思っていた。

　一方でマシュマロ男はそろそろウィスキー男に好き勝手やらせておくのが危険であると思い始めていた。実際にはもっと前にそこには気付いていて、マシュマロ男はスケアリーやモオルダアとも接触していたりもするのだが。彼はここにいる中でもウィスキー男と並んでトップクラスの人間であり、恐らくこの話の冒頭に登場した子供捜査官の中でお兄さん的な歳の子供の中の一人だったに違いないのだが、そろそろウィスキー男のやり方には我慢がならなくなっているようだった。

「いいかね、これはキミが思っているよりもずっと重要なことなんだよ」

マシュマロ男がもっと若ければここはすごい剣幕になるのだろうが、年齢的にそうはならなかった。しかし、ウィスキー男を真っ直ぐ見つめて話す姿からは、年を重ねた人間にしか表せない怒りが感じられた。

「もしもスキヤナー副長官が犯人の顔を覚えていれば、我々にはもう手出しは出来ないんだよ。そうなった時に我々のやって来たことはどうなると思うんだね？長年の間、極秘に進めてきた我々の計画がキミの思慮を欠いた襲撃計画のために台無しになって良いと思うのかね？」

マシュマロ男にそう言われたウィスキー男は相変わらず表情を変えないままでウィスキーを一口飲み込んだ。そして、「心配はいらない」と一言返しただけだった。マシュマロ男はまだ何か言いたそうだったのだが、黙ってウィスキー男の方を見ていた。もしも、問題が片付かなかったら、この先にどれだけ面倒なことが起こるのか、ウィスキー男も解っていないワケはない、ということはマシュマロ男にも解っていた。



　何だかやな予感がするよな、という感じで暗い部屋にいた男達が部屋から出て行った。そして最後まで残っていたマシュマロ男もそろそろ帰ろうと身支度をしていたのだが、そこへ電話がかかってきた。ここが普通の家や会社の事務所のような所なら電話が鳴るということはたいした出来事ではないのだが、この暗い部屋で予定にない電話が鳴るということは、それだけで非常事態であることを意味している。

　マシュマロ男が驚いた様子で電話の方を見ていると、秘書の若い男が電話に出た。

「もしもし。…あの、いや、それは違いますよ。番号を間違えてませんか？…いや、だから、ここはそういうところではないですし。…」

それはただの間違い電話かも知れなかったのだが、マシュマロ男は長年培ってきたカンのようなもので何かを感じとったのか、その電話がタダの間違い電話ではないと思い始めていた。そして電話に応対している秘書の所までやって来ると、受話器を渡すように秘書に指図した。

「いったい誰だね？」

マシュマロ男が聞くと電話の向こうでモオルダアの声がした。

「そっちこそ誰ですか？」

「誰がこの番号をキミに教えたんだ？」

「クライチ君ですけど。多分あなたも知ってますよね？」

「クライチ・アレックス・ロドリゲスか」

マシュマロ男はクライチ君のフルネームを言ったが、どうしてクライチ君がこんな名前なのかというと、私の野球好きが原因でもあるのだが、そこは気にせずに話を進める。

「クライチ君って、フルネームだとそんな名前なの？まあ、良いけど。それよりも最近は彼のおかげでイロイロと酷い目にあってるし。前は銃で撃たれて、今回は車に撥ねられたんですよ。厳密にいうと、どっちもクライチ君が直接悪さをしていたということにはならないですけどね」

モオルダアがいつものように脱線気味になっているので、マシュマロ男も自分が誰と話しているのか解ってきたようだった。

「キミはモオルダア君だね？そうだろ？」

電話の向こうのモオルダアもこれまで誰と話していたのか解っていなかったのだが、自分のことを知っていて、しかも歳をとった感じの話し方をする人、ということで頭の中で知っている人物を捜していって、以前に出会ったマシュマロを食べている人であることが解ってきた。

「まあ、そうですけど。覚えていてくれましたか？」

モオルダアは適当に返事をしていたが、マシュマロ男にとっては、このタイミングでモオルダアから電話がかかってくることが好都合であると思っていた。もちろん、自分たちのしている仕事の内容を調べて公表しようとしているモオルダアと接触することは好ましいことではないのだが、最近になって冷静さを欠いているように思えるウィスキー男を思い通りに動かすためにはまたとないチャンスでもあるようだった。

「モオルダア君。出来たら、直接あって話をしたいんだがねえ？」

「そういうことなら、喜んで」

「そうかね。それじゃあ、詳しいことは私の秘書から伝えるから。それでは」

それを聞いていた秘書がマシュマロ男の所へやって来た。マシュマロ男は腕時計を確認しながら秘書に言った。

「３時間後に日比谷公園の大噴水の前で会うと伝えるんだ。それから、この通話が終わったらこの番号は使えないように手配しておくんだ」

それを聞いて秘書がモオルダアと話を始めようとしたのだが、マシュマロ男と秘書のやりとりが受話器を通してモオルダアにも聞こえていたので、モオルダアは秘書の言うことをほとんど聞かずに「はい、はい」と返事だけをして電話を切った。

　モオルダアとしては、とりあえず重要な何かに近づいた感じがしていたので電話の向こうであるところのローンガマンのアジトでは盛り上がった感じになっていた。

		
			15  FBLの研究室
		

		　FBLの研究室にはいつもの技術者の他にスキヤナー副長官襲撃事件の捜査をしている二人のエキストラ捜査官がいて、スライドを使って事件の犯人のことを説明していた。

「犯人の顔と名前が判明しました。名前は瑠椅子（ルイス） 加治也（カジナリ）といって、日本生まれだがニカラグアで育って傭兵の訓練を受けていたそうだ。普段はスペイン語を話すということだが犯行時の関西弁は両親の影響ということだ。射撃の腕は素晴らしいのだが、なにしろ銃を持っているだけで捕まってしまう日本だからナイフで副長官を襲ったのだと思われる」

エキストラ捜査官の一人が言った。

「そうなんですの…。それで、どういうことになるんですの？」

「どういうことと、言われても。今のところそれだけなんですが」

「それではここに来た意味がありませんわ！」

「それはそうですけど、彼に関する記録がどこにもないんですよ」

今度はカライーカという名前のエキストラ捜査官が説明を始めた。

「彼の住所や銀行口座や、その他の役所に届けなければいけないような記録も何も見付からないんでよ。ダネエさん」

ダネエとはスケアリーの姉の名前である。どうやらスケアリーはまだ帰っていなくて、また代わりとしてスケアリーの姉がFBLビルディングにやって来ているということらしい。



　それで、スケアリーは何をしているのかというと、行く時にはスムーズだった道も、帰りには夕方のラッシュやタイミング悪く起きた交通事故による渋滞などに巻き込まれて、ただ今イライラしながら移動中ということだ。



「そうですか。それならダナアにそう伝えておきますが。…でも、それだけでは意味がないと思いませんこと？」

「そうですね。犯人はすでに海外に逃げた可能性もあります」

それを聞いてスケアリーの姉はどこか納得のいかないような感じで表情を曇らせていた。

「あたくしがこんなことを言うのも差し出がましいことですけれども、でもこの犯人はあたくしのひき逃げ事件にも関わっている方でございましょう？それなのに、そんな感じではちょっと納得がいきませんわね。ダナアはいつもこう言っているんですのよ。FBLには最高の人材が集まっていて、どんな犯罪だってちょっとした証拠からでも解決してしまうんですのよ！って」

「それはそうですが、今はこれ以上捜査のしようがないですし…」

名前の解らない方のエキストラ捜査官が言った。その後をカライーカ・エキストラ捜査官が続けた。

「今の状況ですと、超能力者に頼るしかないという感じですから」

カライーカ捜査官としては比喩的に打つ手がないということを伝えたかったのだが、スケアリーの姉は妹のスケアリーと違ってオカルトっぽいことが大好きで、信じている部分もあるので真に受けていた。

「そうですの。それならそうしていただけると助かりますわ！」

スケアリーの姉はスケアリーに比べたら数段穏やかな性格なのだが、エキストラ捜査官達の説明を聞いていると、何か失望させられたような気がして、多少腹が立っていたようだった。

「それではダナアにはそう伝えておきますわね。ダナアなら超能力は否定するでしょうけれど、あたくしは出来ることならなんでもやってみるべきだと思いますわよ！それでは今日は夕食当番なので、もう行きますわね。アデュー！」

エキストラ捜査官達はなんかヘンな感じだと思いながらスケアリーの姉が出ていくのを見ていた。このやりとりを黙ってみていた技術者は「お姉さんも良いなあ…」と思っていた。

（気になる人のために書いておくと、スケアリーの姉のダネエは実家に住んでいて、母親と交代で夕食を作っているのである。今日は彼女の番ということらしい。）

		
			16  夜の日比谷公園
		

		　モオルダアはマシュマロ男の指示どおりに日比谷公園の噴水の所にやって来た。マシュマロ男はどうせ車で来るのだろうけど、基本的に電車移動のモオルダアは移動が面倒なので良い迷惑である。まあ、ここからならFBLビルディングも近いし、今日は家に帰らずに技術者の所に言ってヒマ潰しすればイイや、とかどうでも良いことを考えながらモオルダアはマシュマロ男を待っていた。

　そんな感じでモオルダアが待っていると、一人の男が彼の方に近づいてくるのが解った。先程から何人も怪しい男がモオルダアの周りを歩いていたりもしたのだが、今度は知っている顔だし、その手の人間というのは他の人間とはどこか違う雰囲気があるものだ。

　モオルダアが男に気付いて彼からも近づいていくと、そこにいたのは以前に見たことのあるマシュマロ男だった。二人が話の出来る距離まで近づくとマシュマロ男は何かを言う前にマシュマロの袋を取り出して中のマシュマロを一つ口の中に入れて、話し始めた。

「これはモオルダア君…」

マシュマロのせいでくぐもった声になっている。近づくとマシュマロの甘ったるいニオイもしてきた。

「もちろん一人でやって来たよねえ？」

「一人でいるのは得意ですからね」

マシュマロ男はこのモオルダアの返事の意味が良く解らなかったので、逆に言い返した。

「都会では誰でも孤独だ、とかそんなことを言うほうが格好いいと思うんだがね…」

マシュマロ男がそう言うのを聞いてモオルダアは「しまった…」と思っていた。そんなことはどうでもいいが、マシュマロ男がさらに続けた。

「キミはクライチ君を捜しているんじゃないのかね？恐らくキミは仕返しがしたいということに違いないな。そうだろ？」

「始めはそんな感じでしたけどね、よく考えたらボクはクライチ君に何かされたとか、そういうことがあまりないことに気がついたりして。それよりもボクが知りたいのは海底から引き上げられた何かに関してなんだけど」

マシュマロ男はモオルダアがなかなかの策士だと思っていたが、モオルダアはただその場の雰囲気で喋っているようなモノなので、これはただの偶然であった。しかしマシュマロ男はモオルダアが持ちかけてきたと思っている暗黙の取り引きのようなものに応じることにした。

「あれは、空飛ぶ謎の円盤。あるいは未確認飛行物体。米国ではフー・ファイターという呼び名もあるが、コッチではあまり流行らんな。先の大戦中にゼロ戦に撃墜されたんだが」

「それが今までずっと海底に沈んだままだったということですか？」

「もちろん我が国も回収を試みたということだったがね。思わぬ事態でそれどころではなくなったとかで…。当時の記録では原爆の回収ということになっているんだがね。どう考えても原爆だけではあんなひどい症状にはならんからね。原因はいまだに不明なんだよ」

マシュマロ男はモオルダアがすでにパイパイ丸の事件などを知っていると思って話しているようだ。モオルダアもマシュマロ男が何を話しているのか解っていた。

「原因ならボクが知っているかも知れませんよ」

「知ってるとな？」

「クライチ君の居場所を教えてくれるのなら…」

「モオルダア君」

マシュマロ男がモオルダアの言葉を遮ると一度間をおいてマシュマロを一つ口に入れてから、またモフモフした感じで話し始めた。

「私はキミに多くを話したと思うんだがね。今度はキミが話す番だと思わないかね？」

そんなことを言われてもモオルダアには特に話すこともなかった。

「そんなことを言われても、ボクには特に話すこともないですが」

モオルダアは私が書いたこととほぼ同じこと言った。

「そうかね。でも一つ気にかかるのだがね。キミはどうしてクライチ君を監獄送りにはしなかったのかね？キミも彼が悪人だということぐらいは知っているだろうし、そうした方がイロイロとやりやすいと思うんだがね」

「そうかも知れませんが、そうするとメモリーカードがね…」

そのモオルダアの一言を聞いたとたんにマシュマロ男の顔色が変わった。その一言によって、それまで彼の中でモヤモヤしていた様々な疑問や謎が明確な形となって彼の頭の中に描かれた、という感じだった。ウィスキー男の不可解な行動や、なぜフランスの船が例の物を探して見付けられたのか？ということなど、全てはクライチ君の持っているメモリーカードが原因だったということが解ったのだ。ウィスキー男は自分がそれを持っていると言っていたのだが、それは全てウソだったのだ。（正確に言うと今はウィスキー男がそのメモリーカードを持っているのだが。）

「クライチ君があのメモリーカードの内容を売買したりして…」

モオルダアはまだ話していたが、マシュマロ男の妙な反応に気付いて別のことを話し始めた。

「そうか、あなたもクライチ君の居場所は知らないんでしょ。あなたもボクと同じ状態だってことでしょ？」

確かにマシュマロ男はクライチ君の居場所を知らなかったが、モオルダアの考えは的外れでもあった。マシュマロ男はまたマシュマロを一つ口に放り込むと、モゴモゴしながら話し始めた。

「モオルダア君。だれも我々からは逃げられはしないのだよ。キミ達もそれは解っているよねえ」

そう言うとマシュマロ男は薄気味の悪い笑みをモオルダアに向けたのだが、モオルダアは何だか良く解らなかった。ただし目の前にある気味の悪い微笑みに反応してモオルダアの少女的第六感は激しくモオルダアに何かを伝えようとしていた。

　一方のマシュマロ男には、もうだいたいのことが片付いたも同然だった。クライチ君がメモリーカードを持っていることやウィスキー男がウソをついていたことなど。彼が以前からモオルダアやスケアリーに接触していたことも功を奏して、後は全てを闇に葬ればまた彼らの計画を秘密裏に実行することが可能になるのだ。

　似たような考えをモオルダアの少女的第六感が彼に伝えたのかどうかは解らないが、モオルダアは「ヤバい！」という表情を一瞬見せた後に、ほとんど反射的に携帯電話を取り出しながらマシュマロ男の元を去っていった。この人達は何かを知っていたりする都合の悪い人間を簡単に殺すこともできてしまうのだ。

「ちょっとモオルダア君？」

マシュマロ男は一度モオルダアを止めようとしたのだが、モオルダアにはその声は聞こえていないようだった。

		
			17  移動中
		

		　スケアリーの車はようやく見慣れた都会の風景が見える場所まで戻ってきていた。それでも道の混み方からするとまだ家に帰れそうにない。説明のつかない様々な現象に悩まされながら、それをなんとか説明できるようにしようと一日中動き回っていたのだが、結局解ったのは全ては本当かどうか解らない、ということだけだった。

　そんな感じで疲れ切っているスケアリーの機嫌が良いはずはないのだが、ここは努めて冷静でいようと先程から何度もため息のような深呼吸を繰り返していた。するとそこへ彼女の携帯電話の着信音が鳴り出した。「今ごろ誰かしら？」と思いながら、スケアリーがハンドルの所のスイッチを操作すると着信音が止みマイクとスピーカーで通話が始まった。

「ちょいと！なんなんですの?!」

そう言ったのはスケアリーではなく、電話をかけてきた相手である。

「ちょいと！あなたこそなんなんですの?!」

スケアリーは反射的に言い返してしまった後に少し後悔していた。彼女たちの姉妹ケンカはいつもこうして始まるのだ。

「あなたの『なんなんですの』はどうでも良いんですのよ！それよりもあたくしはあなたのせいで夕方のドラマを見逃してしまったんですからね！」

「そんなことはどうでも良いことじゃございません？どうしてあなたがドラマを見逃したのがあたくしのせいになるんですの？」

「あなたがいないから、あたくしがFBLに行ってイロイロと説明を受けないといけないことになってしまったんですのよ！あなたはいったい仕事もしないで何やってるんですの？あたくしはあなたの代役なんて真っ平ですからね！」

「ちょいと！仕事をしてないってどういう事ですの？あたくしはちゃんとあたくしの仕事をしていたんですのよ！それよりも、あなたこそちょっと目立ちたいからって喜んで出てきたんじゃございませんの？あなたが思っているほどFBLは楽な所じゃございませんのよ。少なくとも夕方のドラマぐらい我慢できないような人には務まりませんわ」

「ドラマだけじゃありませんわよ！あの副長官のなんとかという人。あの人が刺されたのがあたくしのせいみたいに言われてるんですのよ！あのひき逃げ事件は解決したんじゃないんですの？なんでまた犯人が出てきて、名前があるのに身元がわからないとか、そんな変なことになっているんですの？」

「ちょいと待ってくださいな。それは一体どういうことですの？」

どっちがどっちなのか解らない言い争いが続いていたが、ここでスケアリーが冷静になったので、一時休戦という感じにはなった。本来ならスケアリーの姉がFBLで聞いたことをスケアリーに伝えるべきなのだが、夕方のドラマの件でちょっと腹が立っていたので、温厚な姉も少し興奮気味だったのだろう。（オカルトっぽい事が好きでフシギちゃん的な姉がどんな夕方の---恐らく再放送の---ドラマを見ようとしていたのか興味深い所であるが、そこを書いている場合ではない。）

「犯人の名前が解ったのですけど、それは本当の名前ではなくて、過去の記録もなくて。でも顔だけは解ったそうよ」

スケアリーが一歩引いた感じになったので姉も普通の感じで話し始めた。姉妹ケンカはいつも良く解らない理由で始まって良く解らない理由で終わるようだ。

「そうなんですの。…あたくし思うんですけれど、…これはあなたに言っても仕方のないことかも知れませんけど、あなたのひき逃げ事件やスキヤナー副長官の襲撃事件は、何かとても大きな事柄のほんの一部なんじゃないか、って思っているんですのよ」

「それって、どういう事ですの？」

「あなたはあたくしの家で襲われましたでしょ？でもあなたがあたくしの家に来るなんてことは誰にも知られていませんでしたし、あの時はあたくしとても重要な事を調べていて。それで、何かに近づきすぎていて、本当はあたくしを暗殺しようとしていたのではないか？ってそんなふうにも思えてしまって…」

「それってつまり…」

スケアリーの姉はここでスケアリーの首の付け根から取り出された金属片のことを思い出して、それと関連があるのか？と聞こうと思ったのだが、ここで二人の通話に割り込みでスケアリーに電話がかかってきた。スケアリーは「ごめんキャッチ入ったから」と言って、一度会話を中断した。（「キャッチ入った」というのはスケアリー世代が好んで使う言葉である、という豆知識か？）



「ああ、ボクだけど」

後からの電話の相手はこう言ってきた。それがモオルダアの声とすぐに解ったが、スケアリーは「ボクって誰ですの？」と心の中では思っていた。彼女の性格上こういう言い方はなんとなく気に入らないのである。

「あら、どういたしましたの？」

「ちょっと急用なんだけどね。スキヤナー副長官の所って、まだ警護がついているよね？」

「さあ、あたくしに聞いても解りませんわよ。あれから病院には行ってないんですし。まだ家にも着きそうにありませんわ」

「そうなの？それは困ったな？」

「なにがですの？」

「すぐにでもスキヤナー副長官の安全を確認してもらいたかったんだけど。なんか嫌な予感がするんだよね」

「それだったらあなたが行ったらどうなんですの？」

「でも、ここから歩くとかなりかかるし…」

モオルダアは先程マシュマロ男と会った後にスキヤナー副長官の危険を感じて病院に向かおうと思ったのだが、電車の本数は少なくなっているし、タクシーに乗るお金もないという悲惨な財布の中身だったのでスケアリーに電話をかけたのだ。スケアリーもなんとなくその辺の事は解っていたので、自分も何とかして病院に向かいたと思ったのだが、今いる場所からだと車でも時間がかかりそうだ。それで、誰が一番早く病院に着けるかしら？と考えた。

「解りましたわ。あたくしが何とかいたしますから。でもあなたも急いで病院に向かうんですのよ」

「ホントに?!良かった。なんか今回はけっこうヤバイと思ったからね。それじゃあ、頼んだよ！」

モオルダアが電話を切るとスケアリーは再び姉と話しはじめた。

		
			18  都心の病院とその周辺
		

		　今日はどこも道が混雑しているようで、スキヤナー副長官を移送する救急車も病院を出たとたんに渋滞にはまって動いたり止まったりを繰り返していた。救急車といっても緊急ではないのでサイレンを鳴らして普通の車を蹴散らして走ったりはしない。

　救急車の運転手は信号待ちをしながら「渋滞でも私達にとってはのんびりした雰囲気がして、こっちの方が良いんだよな」とか考えていたのだが、突然誰かが救急車のドアをノックしたので少し驚いて窓の外を見て、それから窓を開けると「どうしました？」と聞いた。

「この救急車にはスキヤナー副長官が乗ってるのかしら？」

「ええと…、そうですね」

運転手はダッシュボードの棚からクリップボードを取り出して確認してから言った。

「あたくし付き添いで後ろに乗ってもよろしいかしら？緊急なんですけれど」

運転手は特に問題もなさそうだったので「良いですよ」と答えた



　救急車の中では鎮静剤を飲んで寝ているのか起きているのか解らない感じのスキヤナーが横になっていた。全身がだるくて顔を動かすのも面倒な感じだったが、誰かが中に入って来たことは解った。そして「お加減はいかがかしら？」と言われたのを聞いて、やっとこの時が来た！と、だるいながらも盛り上がっていた。

「誰かに内臓を魔改造された気分だよ」

腹部を刺されて苦しんでいる状態をユーモアを交えて表現するこのフレーズがやっと言えて、スキヤナーはやっとつかえていた何かがとれたような、変な開放感を味わっていたのだが。

「…あの、それってどういう意味かしら？」

この返事はスキヤナーの予期しないところだった。そして、ゆっくりだったが慌てた感じで、ついさっき救急車に乗ってきた人物の顔を確認した。

　だいたい解っていたと思うが、そこにいたのはスケアリーの姉だった。気付いていなかったスキヤナーはゆっくりだったが驚いて目を見開いたのだが、全身に力が入らないような感じなので、見ている方はあまり驚いているようには見えなかった。

「あれ、キミは？」

「あたくしは、ダナアの姉のダネエと申します。ダナアに頼まれて付き添いをすることになりましたのよ」

「それは有り難いんだが、キミはFBLとは関係がないし、もしも何かあったら我々にも責任が…」

「それは大丈夫ですのよ。何かあればダナアが責任を取りますし、あなたが襲われたのはあたくしのひき逃げ事件とも関わっているんでございましょ？それに、あたくしだってイザというときには護身術も使えるんですのよ。それにこれもありますし」

そういいながらスケアリーの姉が取り出したのはスケアリーの物と思われる銃だった。それを見たスキヤナーはまたさっきのようにゆっくりだが驚いて、誰にも気付かれない驚愕の表情をしていた。

「キミ！そんなものを一般人が使ったら…」

スキヤナーがゆっくりだったが焦った感じで言おうとすると、普通とはちょっと違う感じで救急車が揺れたのが解った。スキヤナーはほとんど体が動かせないようなそんな状態のまま、これはマズいことになったと思っていた。この救急車のうしろの扉のところに誰かが足をかけた感じの揺れを感じていたのだ。そしてスケアリーの姉も同じくその揺れを感じて、銃を構えてうしろのドアの方へと向かった。誰に教わったのか知らないが、専門的な銃の持ち方をしていた。

　それはどうでも良いのだが、スケアリーの姉はゆっくりとドアのところまでやって来た。ドアについている窓の下の方に一瞬人の頭が見えたような気がしたのだが、窓に顔を近づけて覗き込むのは危険な気がした。その代わりスケアリーの姉はドアを思い切って勢いよく開けた。

　ドアを開けた瞬間に、ドアの外にいた男は不意をつかれた感じでバランスを失ってすぐ後ろの車のボンネットに仰向けに倒れた。そして、その時に故意なのか偶然なのか解らないが、男が持っていた銃を撃って救急車のドアに弾が当たると火花が散った。スケアリーの姉は驚いて反射的に身をかがめたが、次の瞬間に何が起きたのか理解すると即座に外に向けて銃を構えた。それを見た男は「マズい」と思って一目散に逃げだした。

「お待ちなさい！」

そう言いながらスケアリーの姉が男のあとを追った。

　男は車が行き交う中を奇跡的に撥ねられずに走っていたが、男にとって今日はあまり良い日ではなかったらしく、すぐに運が尽きて走ってきた車と接触して数メートルはじき飛ばされた。普通ならばそこであきらめても良いのだが、男はそう簡単にあきらめなかった。スキヤナーの暗殺に失敗して、さらに捕まるとなれば、今度は彼の命が危険にさらされるのは彼にも良く解っていた。

　男はよろめきながら立ち上がると、足を引きずりながらさらに走った。後ろからはスケアリーの姉の「止まりなさい！」という声が聞こえてきた。車にぶつからないように注意して走ったり止まったりを繰り返して追ってくるスケアリーの姉だったが、ケガをして足を引きずっている男との距離は次第に近づいて行った。そして、男が車道から歩道に入ってすぐの路地に入る時には、もうスケアリーの姉の気配がすぐ後ろに感じられた。さらに悪いことに、この路地は袋小路になっているように思えた。

「止まりなさい！この人殺し！」

スケアリーの姉の声はもうすぐ後ろで聞こえていた。男がどれだけ追っ手が近づいているのかを確認しようと振り返ると、足がもつれてその場に力なく倒れ込んでしまった。視線の先には銃を構えて息を荒げながら勢いよく向かってくるスケアリーの姉の姿があった。

「あなたはルイス・カジナリですわね！」

スケアリーの姉は今にも発砲しそうな勢いだったので男は慌てて手のひらを彼女の方に向けて「落ち着くんだ！」という仕草をしていた。スケアリーの姉が怒るのも仕方はない。昼間にFBLに呼び出されてワケの解らない説明を聞かされて、夕方のドラマを見逃して、そんなことは大したことではなかったのだが、目の前の男が自分のひき逃げ事故に関わっていて、捜査していたスキヤナー副長官を襲い、さらに先程は銃で危うく殺されかけたのだ。そして、男の怒らせた相手はスケアリーの姉である。普段はスケアリーよりも数段穏やかな性格だとしても、そこは血のつながった姉妹。怒りが頂点に達したらスケアリーに負けないぐらいか、あるいはそれ以上に手の付けられない状態になるかも知れないのだ。

「あなたはルイス・カジナリですわね！答えなさい！あなたはダナアの姉であるあたくしを襲った犯人ですわね！そうですわね！答えなさい！」

スケアリーの姉の持っている銃はビックリマーク（「！」←これ）が出てくるたびにその先をビクッと上下に震わせていた。それを見るたびに男は銃から弾が放たれると思って、ほとんど声が出ないくらい脅えていた。

「…ぁ…ぁ、あ」

「答えなさい！」

「待って…。私を殺してもどうにもならない。…取り引きを。…取り引きをしてくれへんか。私はクライチ君の居場所を知っているんだ。本当だよ、信じてくれ」

スケアリーの姉はまたクライチ君って誰かしら？と一瞬思ってしまったのだが、男が妙なマネをしないように彼から目を離す事はなかった。するとその時、彼女の後方からパトカーが路地に入ってきた。そして中から慌てた感じで警官が二人おりてきた。

「今すぐ銃を降ろしなさい！」

そう言いながら警官が走って向かってきた。スケアリーの姉が振り返って警官の方を振り返ったときに少しのすきが出来たのだが、それを見ても男はもう逃げ場がないことを悟ったようで、逃げたりはしなかった。

　警察が来たのに気付いてスケアリーの姉は落ち着きを取り戻した。それと同時に、一歩間違えれば自分が目の前の男に発砲していたかも知れなかった事にも気付いて、一瞬どうしようもない恐怖に襲われた気がした。もしも男がさらにクライチ君とか彼女のよく知らない事を話し始めていたら…。そんな恐ろしいことは考えずにスケアリーの姉はポケットから自分の免許証を取り出して警官に見せた。

「あたくしはスケアリー家のダネエですのよ。FBLに協力していたところですの、この方は悪い方のようなので捕まえてくれますこと？」

警官はそれを聞くとただ頷いて倒れていた男を逮捕した。もしモオルダアがこれを見ていたら「エェェェ！」となっていたかも知れない。モオルダアはどの事件現場に行ってもFBLの身分証だけでは現場に入れてもらえないのに、スケアリーの姉だと免許証だけでなぜかオッケーのようだ。



　数分後に連絡を受けたスケアリーが現場にやって来た。興奮状態で犯人を追いかけたり、銃を人に向けたりで、半分パニック状態の姉を妹がなだめたり慰めたりするやりとりもあったのだが、面倒なので、どんなやりとりがあったかはなんとなく想像してください。

		
			19  移動中
		

		　モオルダアは先程病院に電話をしてスキヤナー副長官の事を聞こうと思ったら、移送されることになったと言われて、それでどこの病院に移送されるのか？と聞いたら良く解らない返事が返ってきて、それじゃあ自分はどこに向かえば良いのか？と思いながら意味もなくあちこちフラついていた。するとそこへスケアリーから電話がかかってきた。

「ちょいと、モオルダア！何をやっているんですの？」

「何を、と言われても。ボクはどうすることも出来ずに、ただフラフラ…。というかさ、キミは何だかスキヤナー副長官っぽい事を言うようになったな」

「そんなことはどうでも良いですわよ。それよりもまたスキヤナー副長官が襲われたって話ですのよ」

「本当に?!大丈夫なの？」

「ええ、ちょうどあたくしの姉が付いていましたから」

「お姉さんが?!なんで？」

「そこは気になさらないでくださいな。あたくしの判断でスキヤナー副長官の命が助かったんですのよ。それから、犯人が取り引きを持ちかけてきたって。それでクライチ君の居場所がわかったのよ」

「ホントに!?それは良かった。でもクライチ君は今クライチ君ではない何者かになっているから、気をつけないとね」

「何なんですのそれ？」

「あれ、お姉さんから聞かなかった？」

「聞いてませんけど。とにかくクライチ君を捜しに行くんでございましょ？場所は青森県ってことですから、これから羽田で落ち合うことにいたしましょう」

青森県と聞いてモオルダアは「いきなりずいぶん遠いなあ」と思っていた。それよりも、飛行機代とかちゃんとエフ・ビー・エルから出るのか心配でもあった。とにかく、何も出来ずにフラフラしているよりは、やることがあるだけマシだと思って羽田空港へ向かった。



　モオルダアが羽田に着くとすでにスケアリーは到着していて、彼女が深夜便のチケットも手配していたようだった。モオルダアはこれは都合が良いと思って何食わぬ顔でチケットを受け取ると、代金の事は決して口にしなかった。スケアリーも出発の時間が迫っているのでその辺には気が回らなかったようだった。

　東京から青森へ。飛行機を使えばあっという間に着いてしまうのだが、そこから先が長かった。二人はレンタカーに乗って目的地へ向かった。暗い道をしばらく走っているうちに、空はもうすぐ明るくなりそうなソワソワした気配になってきた。

「本当にクライチ君がいるんでしょうね？あのメモリーカードを取り戻したら、全てがハッキリするんでしょうね？」

運転していたスケアリーはどこかイライラしような感じで聞いてきた。

「いや、それだけではなくて、これから行く場所にはもっとスゴイ物があるに違いないよ。日本ではあまりその呼び名が知られてないけど、アメリカではフー・ファイタ…」

「そんなことはどうでも良いんですのよ！あたくしは、今向かっている場所に行くことに意味があるのか？って聞いているんですのよ」

「でも最初に行くと言ったのはキミの方だけど…」

モオルダアは言いながら、もしかするとスケアリーは運転に疲れてきて機嫌が悪くなっているのでは、と思った。レンタカーならモオルダアが運転しても良いのだが、いつものクセでスケアリーが運転席、モオルダアが助手席に乗り込んでしまうのだ。それはどうでも良いのだが、スケアリーは特に運転で疲れているということでもないようだった。

「仮にクライチ君が見付かって、メモリーカードも取り戻せたとしても、それで最初の方の事件は解決するんですの？」

「最初の方って？」

「あなたがもってきたDVDを売っていた人が殺されたりとか、UFOサークルの方達とか」

「そうだね。その件に関してはボクも少し考えていたんだけど。でも、こういうことは全て裏でつながっていると考えてもおかしくないからね。あのDVDに映っていたのはアメリカで戦時中の日本軍の研究を続けていた人達だったとして。彼らがどこかからの、まあ恐らく日本政府の裏組織みたいなモノの指令でその研究を日本に極秘に持ち込んだとするよ。そうなると、秘密が漏れるのを恐れて、彼らを消すためにアメリカからカタコトの暗殺者が送り込まれてくる」

「つまりイシマルが彼らを殺したって事ですの？それから解剖の現場を撮影したDVDを売った方も殺したというの？あれは医療施設の一室で撮影されたフィクションだって言うあたくしの考えも完全に否定されたワケではないんですのよ」

「そうだけど、その説は検証のしようがないしね。とにかく最終的にはイシマルの持っていた衛星写真からパイパイ丸に辿り着いて被爆事件や中華街やクライチ君に辿り着いたんだし。パイパイ丸は戦時中の沈没船などを探索していたっていう話もあるしね。あのゲロニンゲン作戦は現代にも何か影響を及ぼしていると思うんだよね」

「そうですの。それなら良いですわ。どうせこれから行く場所で何かが解るんでしょうし。UFOサークルの方達に『あなた達は本当にUFOに誘拐されていたんですのよ』って伝えるのはあなたがやれば良いんですわ！」

やっぱりスケアリーは機嫌が悪いみたいだ。

「なんかキミはUFOサークルにこだわるね」

「そんなこと、ありませんわ」

スケアリーはそう言うと、もうこれ以上何も聞くな、という雰囲気になっていた。モオルダアはなんとなくこのところのスケアリーがこうやって何かを気にして悩んでいる感じになるのを変に思っていた。ただ、今そんなことを彼女に聞いても、機嫌が悪くなって状況が悪化するだけだとも思ってしばらく黙っていた。

　カーナビを見ると、現在車は下北半島の首みたいになっている部分を走っている事が解った。さっきから気まずい沈黙が続いているので、モオルダアはなんとなくカーナビの地図を眺めていたのだが、あることを思いついて沈黙を破った。

「この半島の形って、ハンガーの引っかける部分みたいだよね」

スケアリーは、何で今そんなことを言うのかしら？と思って一度モオルダアの方を見たのだが、そのまま何も言わなかった。とうよりも、何かを言い返す気分ではなかったのだろう。

　またしばらく会話のないまま車は走っていたが、スケアリーがあとどのくらいで目的地に着くのかを確認するためにカーナビの地図に目をやった。まだ車は下北半島の首みたいになっている部分を北に向かって走っていたのだが、彼女はそれを見て不意にさっきのモオルダアの言葉を思い出してしまった。それから、タンスの中で本州がコートみたいになって棒に吊されているのを思い浮かべた。何でそんなことを思い浮かべたのか解らなかったが、思い浮かんだその光景が妙に面白くて、スケアリーは「フッ」と吹き出してから、さらに笑い出さないように口に手を当てた。

　モオルダアはスケアリーが突然笑いの発作に襲われたのに少し驚いたのだが、さっきまで険しかったスケアリーの表情が少し柔らかくなっているのに気がついて少し安心していた。そうこうしているうちに、車は目的地に到着した。

		
			20  放射性廃棄物処理施設跡地
		

		　朝日はすでに地平線の上に顔を出していて、分厚い雲の向こうからこの寂しい荒野のような場所を不気味に照らし出していた。モオルダアとスケアリーがやって来たのは、以前に放射性廃棄物の処理施設だった場所である。放射性廃棄物の処理施設とうからにはそれなりの大きさで、工場みたいな外観をしているのだろうと思っていたが、ほとんどの施設は地下にあるようで、地上には地下への入り口といくつかの建物が点在しているだけだった。

「本当にこんな所にいるのかしら？」

スケアリーは古びた建物の入り口を調べているモオルダアに向かって言った。

「まあ、放射能は今回のキーワードの一つという感じだしね。それにアレを隠すならこんな場所はうってつけだと思うけど」

「アレって何ですの？」

「まあアメリカではフーファイターとも呼ばれているアレだけどね」

スケアリーが気に入らない感じでモオルダアを睨んでいるのはもう解っているので、モオルダアはそのまま顔を上げずに調べていたドアのドアノブを回してみた。するとドアには鍵が掛けられていなくて簡単に開いた。

「アレを隠しているにしては不用心じゃありませんこと？」

「誰かがこじ開けたんじゃなければそうだけどね。でも今回は鍵の掛かっていないドアには何かを感じるんだよね。気をつけた方が良いぜ」

盛り上がってきたモオルダアはまた語尾に「ぜ」を付けたのでスケアリーは気に入らなかったのだが、彼女もまた何か嫌な雰囲気を感じとってもいたのでモオルダアがモデルガンを取り出すのと同時に銃を取り出して、モオルダアのあとに続いて建物の中にゆっくりと入っていった。

　二人は明かりの点いてない地下を懐中電灯の明かりを頼りに歩いていた。

「ここって本当に放射性廃棄物の処理施設なのかしら？こんなふうに簡単に忍び込めたりして、危険だと思いませんこと？」

「そうだけど、危険なモノが何もなければ危険でないと思うけどね。それに、放射能と聞けば普通の人は滅多なことで近づかないだろうから、秘密の隠し場所としてもちょうど良い場所だしね」

かつては様々な装置がおかれていたのだろうが、空き家となった施設の中は閑散としていた。施設の中を歩きながらいくつかの大きな部屋を通ったのだが、一目で何もないと解ると少し緊張感も薄れてくる感じだった。もしかするとルイス・カジナリを名乗る男に上手いこと騙されたのか、あるいは危険に気付いた「彼ら」の手によってすでにこの場所は片付けられてしまったのかも知れない。

　いずれにしても、何かがあるか、あるいは何もないことがハッキリするまでこの施設の中はくまなく調べる必要があるのだ。モオルダアとスケアリーは部屋を出てまた別の通路の方へ向かって行った。

　これまでどのくらい地下に降りてきたのか解らなかったが、二人が通路の先の階段を降りて来ると、そこはこれまでよりもさらにヒンヤリした感じで、どこか息苦しくなるような硬い壁に覆われていた。そして、二人は懐中電灯の光の先に何かを見付けて、そこへ走っていった。

「モオルダア、これはいったい…」

懐中電灯の光の先には、いつもの「特殊部隊のような人達」と同じような格好をした人が倒れていた。スケアリーはとりあえずその人が生きているのか確かめるため脈をとろうとしたのだが、そうするよりも前に、そんなことは意味がないと気付いたようだ。倒れていた人は全身に放射能による火傷を負っていた。この話の中で何度も出てきたものと全く同じ状態だった。

　モオルダアもその人の状態に気付いて、そのおぞましい姿に変な悲鳴をあげるところだったが、それよりも、この特殊部隊のような人の姿を見て、この先に重要な何かがあるに違いないと確信してもいたので、「悲鳴をあげる」よりも「先に進む」の優先度の方が上になって悲鳴はあげなかったようだ。

「クライチ君はここにいるね」

モオルダアはそう言うとスケアリーの脇を通りすぎて先に進んだ。スケアリーも「ちょいと！」と言いながらモオルダアを追いかけた。

　通路は一本道ではなかったのだが、分かれ道にさしかかるたびに「ヘンゼルとグレーテルのパンくずか?!」と思える感じで、特殊部隊のような人達が倒れていたので、二人は迷わずにその方向へ進んでいった。そして最後に銀行の大金庫のような頑丈な扉のある場所へ突き当たった。

　「〇九一二」という部屋番号のようなものが書かれたその扉には「放射性物質・マジで危険」と張り紙がされていたりして、他とは全く違う物々しさが明らかに怪しかった。

　モオルダアとスケアリーは同時に何かを言おうとしてお互いに顔を向き合わせたのだが、ちょうどその時建物の上の方から集団がこちらに近づいてくるような物音が聞こえてきた。それを聞いて二人とも言おうとしたことを言わずに、代わりに「まただよ（ですわ）！」と言うと近づいてくる足音から遠ざかるように通路を走ってい逃げた。

　しかし、この建物の構造が解っていない二人に対して、ここに来た集団は中の通路の事も良く解っているようだった。二人は足音から遠ざかるように逃げていたのだが、次第に足音はどの方向からも聞こえてくるようになっていた。そしてとうとう、彼らの前から特殊部隊のような人達が通路を進んで来て、二人は振り返って逃げようとしたのだが、少し走ると反対側からも特殊部隊のような人達が二人に近づいて来た。

　これはけっこうヤバイ状態に違いなかった。この特殊部隊のような人達は過去に何度もモオルダアやスケアリーに発砲してきている。それは彼らが二人に直接的な感情を持ってしていることではなくて、誰かからの命令でそうしているに違いないのだが、もし今回も二人に対して射殺命令のようなモノが出されていたら、二人はここでオシマイという事にもなりかねない。

　特殊部隊のような人達に囲まれてモオルダアもスケアリーも焦ってはいたが、どうすることも出来ずにモオルダアはモデルガンを、スケアリーは銃を床に置くと両手を挙げて特殊部隊のような人達の持っているライフルの銃口を見ながらビクつくしかなかった。

「よし、こっちに来るんだ！」

特殊部隊のような人達のリーダー的な人がそういうのを聞いて、二人はとりあえず今回は撃たれるような事がないと解ってホッとしていた。



　モオルダアとスケアリーは特殊部隊のような人達の持つライフルで小突かれながら、また元来た通路を戻り、階段をいくつも昇って入り口まで戻された。入り口のドアの外は相変わらず曇ってドンヨリしていたが、特殊部隊のような人達やその車などで来た時よりはザワザワした雰囲気になっていた。そういう中でもやっぱりドンヨリした雰囲気でウィスキーのビンを口に運ぶ男はよく目立つ。

　モオルダアとスケアリーは外に出るとすぐにその姿に気付いた。ウィスキー男は建物に入るためにドアの方へ向かっていたので、ドアから出てきた二人のすぐそばまで来ていた。

「ここにいるんでしょ。クライチ君はここにいるんだ」

モオルダアがウィスキー男の前に立って言った。

「何のことかね？ここには誰もいないぞ」

「だったらこの人達は何をしてるんだ？誰もいないならこんな特殊部隊のような人達なんて来なくても良いんじゃないか？」

「キミが何を言っているのか良く解らんがね」

ウィスキー男はウィスキーの臭いをプンプンさせながら答えていた。その臭いにやる気が失せそうになったモオルダアだが、この怪しい場所に怪しいウィスキー男がいるということは、やっぱりこの場所は怪しいに違いないので、モオルダアは食い下がった。

「ここにはUFOがあって、クライチ君はそれでここに来たんだ。そうに違いないよ」

「クライチ君だと？クライチ君は一年以上前から行方不明だがな」

とぼけているウィスキー男だったが、その威圧するような瞳は少しもとぼけた感じがしなかった。それよりも、モオルダアがなんと言おうと、この状況ではすぐに「ここには何もなかった」という状態になってしまうだろう。それ以前にモオルダア達はここで何も見付けていない。ウィスキー男はこんなやりとりは無駄だと思ったのか、モオルダアの脇を通って建物の入り口に向かって行った。

「ちょいと、お待ちなさいな！中には遺体がありましたのよ！放射能が原因に違いありませんわ。そういうところが明るみに出ても問題ないって言うのかしら？」

ウィスキー男の態度に腹が立ってきていたスケアリーがウィスキー男の背中に向かって言った。ウィスキー男もそれはちょっとマズいかな？と思って、入り口のところで振り返って大きめの声で言った。

「ここには何もないんだよ」

そんなことを言ったら「ある」ということがバレてしまいそうだ。しかしウィスキー男としては言わないよりは言った方が良いということだったのだろう。モオルダアとスケアリーは特殊部隊のような人達に押されて彼らの車に押し込まれる最中だったが、ウィスキー男につられてモオルダアが言い返した。

「隠したってダメだぞ！真実はいずれ…」

大きな声で遠くにいるウィスキー男に向かって言っていたモオルダアだったが、そこで車のドアがバタンと閉められて言葉の最後が情けない感じでかき消された。



　ウィスキー男は先程モオルダア達がいた通路を歩いていた。今は明かりが点けられてはいるのだが、古い建物で、元々それほどの明かりが必要な施設ではなかったからなのか、さっきまでとあまり変わらない暗さだった。ウィスキー男は薄暗い中に倒れている特殊部隊のような人の遺体を見付けてそこに近づいて行った。

　それは全く同じ症状だった。彼が最近見た二人の男や、もっとさかのぼって彼が子供捜査官だった頃に病院で見た男と全く同じ状態で、倒れている特殊部隊のような人の皮膚は赤黒く腫れて爛れていた。ウィスキー男は子供捜査官時代に感じたあの言い知れぬ恐怖を思い出していた。もちろんそんなことは誰にも知られないように、顔色は少しも変えていなかった。そして昔「我々にまかせておきたまえ」と言った時と同じようにウィスキー男をラッパ飲みしてから、後ろに付いていた特殊部隊のような人達にこの遺体を処理するように命じた。

　ウィスキー男はさらに歩いて「〇九一二」と書かれた扉の前まで来た。この中に何があるのか、ウィスキー男には調べなくても解っていた。中にはクライチ君がいる。UFOもある。クライチ君の中にはそのUFOに乗っていた黒いオイル状の「何か」もいる。そして今、クライチ君の目や鼻や口からはそのオイル状のモノが流れ出している。そして元いた場所へと流れ込んで行っているに違いない。

　これでひとまず安心である、と思ったウィスキー男は目の前の扉を見つめたままもう一度ウィスキーをラッパ飲みしてから、振り返って建物の外へと向かって行った。

		
			21  FBLビルディング
		

		　モオルダアとスケアリーはその後どうなったのか、ということだが特殊部隊のような人達の車から特殊な飛行機に乗せられ、その飛行機で東京まで連れてこられるとそのまま釈放されたという事らしい。結局、いつものように何もなかったことになって事件はウヤムヤにされていくようだった。

　モオルダアはペケファイル課の部屋に一人、今回の事件を頭の中で整理しようとしていた。するとそこへスキヤナー副長官が入って来た。

「おい、モオルダア！何をやっているんだ」

「何って、別に。…それよりも、もうダイジョブなんですか？」

「んっ?!まあな、だいぶ良くなった」

スキヤナー副長官はそう言ってから「しまった！」と思っていた。「誰かに内臓を魔改造された気分だよ」という上手い表現を今度こそ言えるチャンスだっただが。だいたいモオルダアがそんなことを聞くとは思っていなかったのだが、モオルダアは不意にまともな人間らしい事を言うようだ。

「そうですか、それは良かった。でもどうしてスケアリーのお姉さんの事件を調べてたりしてたんですか？あなたは上からの圧力にはちょっと弱いのかと思っていましたが」

「何を言っているんだね。板挟みの役職とは関係なく、私はやるべき事をやっていただけだよ」

そうは言ったが、実はあまりやることがなくてヒマだったから、まだ解決していない事件を調べていたということなのだが。しかし、それによって例のメモリーカードやそれにまつわる陰謀らしきものに関係している人間を一人逮捕できたのだ。しかも、その犯人は身の危険を感じると取り引きを持ちかけてくるような器の小さい男でもあった。それによってモオルダアとスケアリーがだらだらと時間をかけて追いかけている大きな謎に関して何かが進展するとも思われた。

「とにかく副長官の大活躍、ということですかね。…それよりも何でここに来たんですか？まあ、だいたい解りますがヒマだったから、という事ですよね」

モオルダアはいつも特に用事もないのにやって来るスキヤナーがヒマだということをだいたい解っていた。しかし、スキヤナーは今回はそうでもないという感じで真面目な表情で話し始めた。

「いや、今回はそうでもないんだがね。あの犯人に関してだけど…」

モオルダアは明らかに悪い知らせを話し始めようとするスキヤナーを見て表情を曇らせていった。

		
			22  警察署
		

		　スケアリーは警察署の前で誰かを待っていた。彼女の待っているのは姉のダネエである。無許可で銃を所持していたということで現行犯逮捕されてしまったのだが、その辺はスケアリーやFBLの理解ある誰かが上手いこと取りはからって起訴はされないことになったようだ。今は警察署で必要な手続きをしてこれから帰るということだろう。

　スケアリーはいったい今回の事件は何だったのだろうか？と考えていた。自分の体から取り出された金属片の事や、姉のひき逃げ事件を追っていたスキヤナーが襲われたり。そういうところを考えると、自分が大きな陰謀の渦の中に巻き込まれていくような不安な気持ちになるのだった。お得意の「科学的に解明」という事では済まされないような、つかみ所がなく曖昧で、それでいて完璧に計算された巨大な犯罪とでも言うのか、そんなところに恐怖を感じずにはいられなかった。

　そんなふうに深刻な感じで考えているスケアリーを見付けてモオルダアが近づいて来た。彼はスケアリーの表情を見たとたんに「これはマズいなあ」と思っていたのだが、スキヤナーからいつもの「面倒な知らせをスケアリーに伝える役」をやらされることになってしまったので仕方がない。こういうことは時間が経ってからだとさらに良くない感じになるのだし。

「スケアリー…」

モオルダアがなるべく彼女を刺激しないようなソフトな声で話しかけたが、そういうことを意識している時には上手くいかないものである。ヘンタイっぽいイヤラシイ声を出してしまったモオルダアはまたスケアリーに睨まれるのだと思ってウンザリしていたが、そうでもなかった。

「あら、モオルダア。何ですの？」

「いや、あの…。お姉さん大変だったね」

予期せぬ答えにモオルダアも調子が狂ってどうでも良いことを返してしまった。

「そうですわね。でもダネエは言っていましたわよ。全てには意味があるって。自分がひき逃げにあっても生きていたことや、それによって自分がスキヤナー副長官の警護が出来て犯人を捕まえる事が来たということ。その前にスキヤナー副長官が襲われるという悪いこともありましたけれど、そんなことを含めて全てが意味を持ってあたくし達をどこかへ導いているんだって。ダネエらしいと思いませんこと？」

モオルダアはスケアリーがいつもは否定するような話を自分からしていることを不思議に思っていた。それからさっきの険しい表情はただ彼女がイラついているから見せたのではなかったのだと思い、少し気になっていた。そうはいっても、モオルダアは良くない知らせを彼女に伝えないといけない。

「あの、これがどういう意味を持っているのか解らないけど…、ちょっと悪い知らせがあるんだけどね」

「何ですの？」

スケアリーはまだ落ち着いた感じだった。それがモオルダアにとっては逆にすごく恐ろしい感じもしたのだが、モオルダアは先を続けた。

「あのルイス・カジナリを名乗っていた男だけど、拘置所で遺体で発見されたらしいんだ。スキヤナー副長官の話だと自殺に見せかけてるけど、恐らく殺されたんだろう、って。口封じだね」

それを聞いたスケアリーはしばらく黙ってしまった。そこには姉のダネエが言うような何かの意味があるのだろうか？多分、そこには何もない。しかし、あることに気付いたという意味では何かがあったのかも知れない。そこには自分が戦うべき何か大きな相手がいるという事に。そう思ってスケアリーは少し厳しい目つきで顔を上げるとモオルダアを見た。モオルダアはちょっと焦ったようにしていたのだが、そんな事は気にしていても仕方がないのでスケアリーは気付かなかったことにしたが。

「それで、クライチ君はどうなったんですの？」

「絶対にあそこにいたはずだけどね」

一度呼吸を整えてからモオルダアが続けた。

「まあ、あのルイス・カジナリという人が殺されたとなるとクライチ君もそのうち消されるという運命かも知れないけどね」

スケアリーにとってクライチ君がどうなろうと関係のないことでもあったが、彼の持っていたメモリーカードにはあの金属片に関する情報があったのかも知れないとか、放射性廃棄物の処理施設に何があったのかとか、そういうことが解っていたかも知れないと思うと、彼女の中に何かが沸き上がってくる感じがしていた。

「きっとそうですわね。誰が生きて誰が死ぬか。運命は変えることが出来るかも知れませんが結局はやり直すことは出来ないのですし、変えたと思ってもそれが運命ですものね。本当に全ての物事には意味があるのかも知れませんわ。でもあたくし達が真実を知るまでは間違った選択は出来ないということでもありますわ」

スケアリーが言うのを聞いたモオルダアは、なんだかすごい話を聞いたような気もしたのだが、話が大きすぎてよく意味が解ってない感じだったので、なんとなく頷いただけだった。

		
			23  第〇九一二倉庫
		

		　青森にある放射性廃棄物の処理施設は今では本当に「ここには何もなかった」という状態で誰もいなくなって内部はひっそりと静まりかえっていた。それでもそこには何かがあって誰かが密かに管理しているのだが。

　扉に〇九一二と書かれた部屋は倉庫のような場所らしい。倉庫といっても放射性廃棄物を扱う施設だったので扉は分厚くて、ロックされると簡単に開けることはできない。そんな中にUFOらしき物体と横たわるクライチ君の姿があった。

　クライチ君は謎のオイル状の黒い液体を顔から流したあと、気を失ってずっと倒れていたのだが、ついさっき目をさましてまどろんでいる状態だった。そして二日酔いのような状態ではあったが、やっとのことで起き上がると何が起きたのか周りを見渡して確認していた。

　これまでずっと謎の生命体に体を乗っ取られていたような状態だったので、どうしてここにいるのかすら解っていなかったのだが、この倉庫と中にあるUFOのような物体を見てだいたいのことは理解できた。ここは誰も近づかないような放射性廃棄物の処理施設で、そして地下数十メートルのところにある倉庫で、どんなに大きな声を出してもここに自分がいることには気付かれないような場所である。

「これって、けっこうヤバくね？」

誰にも気付かれないような場所に閉じ込められてしまったクライチ君は、そう独り言をいうとブルッと背筋を震わせた。
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